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プロローグ







　――「波なみ乱だれ烈れつ火か。ボクと結けつ婚こんしろ」




「…………………………………は？」

　いきなり何言ってんだ、こいつ……？

　人の家の前で仁に王おう立ちして腕うで組ぐみしている少女を、俺おれはもう一度マジマジと見る。

　顔立ちはキリッとして手足は引き締しまっていて、一いち人にん称しようは「ボク」と少年的だが、黒地のシャツと革のジャケットをしっかりと胸が押おし上げている。ジャケットにはポケットが多く、動きやすそうなカーゴパンツにも太ももの辺りにジッパーつきのポケットがあって、その全すべてに何かしら物が詰つめられている。腰こしにもポーチを提さげ、随ずい分ぶんと重装備だ。

　どこかの軍人かと思うような格好だが、アールとはまた違ちがった印象を受ける少女だ。

　軍人というより戦士……？

　で、そんなクールな女戦士っぽい少女が、何で俺にいきなり告白を？

　わざわざ夕暮れに俺ん家ちの前で待ってまで……いや、意味分かんないし。

「フンッ、聞こえなかったのか？　波乱烈火」

　彼かの女じよは革の指ゆび貫ぬきグローブをした右手で、ビシッと俺を指差す。

「ボクと結婚しろ」

「……えっと、あのな？」

　突とつ然ぜんそんなこと言われても、どう反応していいのか分かんねーって。

「ちょうどいいじゃないですか。烈火さん結婚しちゃいましょう。そうしてくれるとあっさり任務達成で本官がとても楽です」

　うん。アール、少し黙だまってようか。つーか永遠に黙っててくれ。

　まぁ未来人のたわ言はいつも通り無視するとして。

　そもそも何なんだこの状じよう況きよう？

「なぁ、俺たちってどっかで会ったことあるっけ？」

「いいや、今日はじめて会う」

　初対面じゃないならあるいは、なんて思ったけど違うらしい。

　つーか見ず知らずの女の子に惚ほれられるほど俺がモテるわけねーしなぁ……見ず知らずじゃなくても怪あやしいけど。

　まぁそんな悲しい事実はさておき。

「じゃぁ何で俺なんかと結婚したいわけ？」

「運命を変えるためだ」

「運命って……」

　おいおい、なんか恥はずかしい単語が出てきたぞ。

「フツーこういう場面じゃ『あなたと私は前世からの運命で結ばれて～』とか言うもんなんじゃねーの？」

「何だそれは、バカか？」

「いや、いちおう俺って今お前に告白されてんだよね？」

　前世がどうとかって告白も電波さんすぎてアレだけど。

　それで結局彼女は何が言いたいんだ？

「ボクの言ってることが分からないのか？」

「ああ、皆かい目もく見当つかねーな」

　俺は肩かたを竦すくめる。

　少女は仕方ないなとでも言いたげにため息をつく。

「ボクの『物語』の主人公になれ、と言ってるんだ」

　……結論を言う前に過程を教えろよ！

　しかも「結婚しろ」よりさらに意味が分からなくなってる……だが、

「『物語』の主人公、になれって？」

　少女の妙みような言い回しが引っかかった。

『物語』の主人公になれ――それは俺に流れる『波乱の血筋』が持つ体質と符ふ合ごうする。

　まるで俺がこの特殊な『血』を引いてるって知ってる風な……。

「アール」

　俺は隣となりで宙に浮ういてる未来人に小声で尋たずねる。

「ええ、彼女は『ヒロイン』みたいですよ」

　何だかんだで察しのいいアールはこちらの聞きたいことにちゃんと答えてくれた。

　そして、やっぱりこの変な少女は『ヒロイン』なのか。

「……」

　この世には主人公が失われた、あるいは主人公不在なためにバッドエンドを迎むかえようとしている『物語』が存在していて、『波乱の血筋』にはそういった『物語』に巻き込まれやすい体質が脈々と受け継つがれている。

　俺も今までいくつかの『物語』を解決してきた。

　だがそれらはあくまで偶ぐう然ぜんやハプニングによって『ヒロイン』と出会って巻き込まれた結果だ。

　彼女のように俺が『波乱の血筋』であることを知り、こうして接せつ触しよくを図はかってきた『ヒロイン』ははじめてだ。

　それがよいことなのか悪いことなのか？

　そもそも『波乱の血筋』って部外者がフツーに知ってるようなものなのか？

　親おや父じもその辺詳くわしく説明していけよな……。

「いったい、お前は何者なんだ？」

　心の中で親父のテキトーさ加減に文句を言いつつ、俺は彼女に直接問う。

「ボクは波乱家分家、万ばん丈じよう家の長女、名前は万丈響ひびき」

　少女――万丈響は仰ぎよう々ぎようしくも淡たん々たんとそう答え、目を細める。

「君が『波乱の血筋』を引くように、ボクも『万丈の血筋』を引いてる」

「『万丈の血筋』……？」

　ウチに分家なんてあったのか……しかも『万丈の血筋』だって？

「ボクはこの呪のろわれた『血』を終わらせに来た」

　響はそう言うと、指貫グローブを嵌はめた手をギシッと握にぎり締める。グローブから伸のびた指が血の気を失ってドンドン白くなっていった。

　何か相当な事情がありそうだな……。

　それくらいは俺にも分かったんだけども、

「だからボクと結婚しろ。波乱烈火」

　それとこれとどういう関係があるんだ？

「まぁとりあえず……」

　俺は冷ひや汗あせをかきながら、手の平を我わが家やの方へ向ける。

「上がってくか？　お互たがい落ち着いて話した方がよさそうだし」

「……ああ」

　響は握っていた拳こぶしを緩ゆるめ、小さくアゴを引いて頷うなずく。

　その目はどこか不満そうに俺を睨にらみつけていたけれど。

「……はぁ」

　なんだか今回はいつにも増して、とんでもなく厄やつ介かいなことになりそうだなぁ――と、俺はこっそりとため息をついておいた。







第一章　波なみ乱だれ万ばん丈じようは引かれ合う？







　ひとまず響ひびきを居間に通したあと、俺は自分の部屋にカバンを置きに行った。

　着き替がえようかとも思ったが、彼女の話が気になり、結局制服のまま一階へと戻もどる。

　居間で立ったまま俺を待っていた響にソファを勧すすめ、自分も隣のダイニングキッチンから椅い子すを持ってきて、彼女とテーブルを挟はさんで向かい側に座すわる。

　そこへハリッサがお茶をお盆ぼんに載のせて持ってきてくれた。

「ど、どうぞ」

　ハリッサは響の鋭するどい視線にビクビクしながら湯ゆ呑のみをテーブルに置く。ちょうど夕飯の準備中だったらしく彼女はうさぎのエプロンをしている。ウチはリビングとキッチンの間に仕切りがないので、コンロの上のお鍋なべからはお味み噌そ汁しるの匂においが漂ただよってきていた。

「ハリッサ。お茶ありがと。ちょっと話があるから、少し二階に行っててくれるか？」

「は、はい！」

　テーブルの傍そばでそわそわしていたハリッサは跳はねるように返事をして、お盆を持ったままパタパタとリビングから退散する。

　カタンっという音とともに、彼女のくすんだ金きん髪ぱつがドアの向こうに消えた。

「……あの子は？」

「ハリッサっていうんだ。いろいろあって俺ん家ちに居い候そうろう中」

「いろいろ？」

　俺の答えの何が気に入らなかったのか、響はじろりとこちらを睨んだ。

「彼女はキミの親しん戚せきか何かか？」

「あーいやまぁ……ちょっとフツーじゃ信じられない話なんだけど」

「安心しろ。ボクは普ふ通つうじゃない」

「……ああ」

『万丈の血筋』ってのが何なのかまだ聞いてないが、名前からしておそらく『波乱』と近い何かなのだろうという予測はつく。

　なら、ちょっとやそっとの非日常的な話では動じないか。

「ハリッサは異世界の魔ま導どう師しなんだけど元の世界に帰れなくなっちまってさ。しょうがないから俺の家に住んでもらってるんだ」

「そうか……」

　響はなんだかムスッとした顔で考え込んでいる。

　何か気になることでもあるのか？

「……で、響はどうして俺に会いに来たんだ？」

　黙っていても仕方がないので、俺は自分から響に話しかけた。

「だからキミと結婚するためだ」

　彼女は顔を上げ、端たん的てきに答える。

「それは分かった……いや、分からねーけど。いいから、順を追って話してくれ。俺と結婚したいっていうその理由は何なんだ？」

「……キミは『万丈の血筋』のことを何か知ってるか？」

「いいや、何も」

　正直に答えたらかなり不ふ機き嫌げんな顔をされた。

「物もの凄すごく簡単に言うと、キミに流れる『波乱の血筋』の女性バージョンがボクだ」

「……ってことは、響も『物語』に巻き込まれる体質なのか？」

「ああ。キミの場合は主人公、ボクの場合は『ヒロイン』として、という立場の違いはあるがな」

「……そうなのか」

　これまで俺が巻き込まれた『物語』を順に思い出す。

　最強の魔ま法ほう使つかい。

　異世界の魔ま王おう。

　神代の怪かい物ぶつ。

　どれも命を落としそうな戦いだった。

　墜おちてくる隕いん石せき。

　潰つぶれそうな大衆食堂。

　閉へい塞そくする地底の村。

　今まで関かかわった『物語』はいずれもハードで、大きな責任がつきまとった。

　あんな物に響も巻き込まれてきたのか。女の子なのに。

「それは、キッツい……よな」

「フンッ、勘かん違ちがいしないでくれ」

「え？」

　響は前まえ髪がみをかき上げて、うっとうしそうに首を振ふる。

「ボクは同情して欲ほしくてここまで来たんじゃない。最初に言ったはずだ、ここへ来たのは、ボクらの呪われた『血』を終わらせるためだと」

「……？」

　そう言われてもやはりピンと来ない。

　だって俺おれはもうすでに波乱烈れつ火かとして生まれてきているんだ。

　今いま更さら俺が俺であることを辞やめるなんてできない。

　それは響も同じはずだ。

　この『血』を終わらせるって言ったって、具体的に響はどうするつもりなんだ？

「……」

　そういえば彼女はしきりに俺に「結婚しろ」って言ってたな。

　まさか結婚の目的って？

「もしかして結婚って……戸こ籍せきを変えるため、とか？」

「キミはバカか？」

　ですよねー。

「じゃぁ何で結婚なんだよ？」

「まずボクらが結婚して子供を作らなければ、もう二度と『波乱』や『万丈』なんて『血』を引く人間が生まれなくて済む」

「ブッ……！」

　子供って……なんか飛ひ躍やくしてる気もするが、響はそれだけ本気ってことなのか。

「それにボクらが常にペアでいることで、同じ『物語』にふたり同時に巻き込まれることができるかもしれない」

「えーと、つまり？」

「……たとえばキミの住んでる町で『物語Ａ』が起こって、同時にボクの住んでる町でも『物語Ｂ』が起こったらどうなる？」

「そりゃまぁ俺は『物語Ａ』に巻き込まれて、お前は『物語Ｂ』に巻き込まれるんじゃないか？」

「たぶんそうなるだろうな。いわばボクらは磁石、『物語』は鉄の塊かたまりだ。磁石はより近い鉄の塊に引き寄せられる。だがたとえばボクがキミと結婚してこの家に住んでいたらどうなる？」

「えっと……近くにある『物語Ａ』にだけ引き寄せられるのか？」

「そう、〝Ａだけ〟だ。つまり巻き込まれる『物語』をひとつに減らせる計算になる」

「まぁ、そうなるのか……」

　でもそれって結局俺たちが『物語』に巻き込まれること自体は変わらないんじゃ……まぁ話はだいたい分かったけど。

「いきなり結婚しろって言われてもなぁ」

　そこが一番意味の分からない点であり、この話のネックだ。

　響の眉まゆがピクリと動く。

「何だ？　ボクじゃ不満なのか？」

「いや、そもそも結婚できる歳としじゃねーし俺。それに」

「それに？」

「お互い好きでもねーのに結婚していいとは思えないしさ」

「……」

　俺の反論に響は鋭く目を細めた。

　こちらが反論することそのものが、ヒドく気に入らないらしい。

「響がこの『血』を嫌ってるのはスゲー分かるんだけどさ、やっぱ結婚はちょっと……つーか、俺と一いつ緒しよにいたって結局『物語』に巻き込まれるのは変わらねーわけだし」

「そんなことはどうでもいい」

「え？」

　響は『物語』に巻き込まれるのが嫌いやなんじゃないのか？

　いや……それはおかしいか。俺と一緒にいたところで『物語』に巻き込まれることは、彼女自身分かってる口くち振ぶりだった。

　じゃぁ、彼女が変えたいのはあくまで俺たちが巻き込まれる『物語』の総計ってことか？

　でもそれが何になるって言うんだ……？

　どう考えても彼女にメリットがない。

　思わず訝いぶかるような目で彼女を見てしまう。

「ボクらの『血』は周りの無関係な人たちを傷つけるんだ」

　その視線に応こたえるように響が口にしたセリフに、俺はハッとさせられる。

「それって、どういうことだ？」

「そのままの意味だ」

　彼女は唇くちびるを強く噛かみ、両手を握り締めていた。

「だからどういう……！」

　重ねて響を問とい詰めようとして、言葉に詰まる。

　彼女の口元から赤い血がひと筋こぼれ落ちるのを見たからだ。

「……何か、あったのか？」

　そうまでして耐たえなきゃいけない、何のメリットもない考えに彼女を走らせている〝何か〟が？

「……」

　響はすぐには答えなかった。

　しばらくして、彼女は血を拭ぬぐい、俺おれの目を見た。

「ボクは物心ついた時から『万丈の血』について聞かされて育ってきたんだ」

「そうなのか」

　俺が親父から『波乱の血』について聞いたのは十六歳になる前日だ。その辺は本家と分家の教育方針の違いだろうか？

「いかに『物語解決』が困難な物なのか教えられてきたボクは、来る日も来る日も自分を鍛きたえてきた。ボクが弱ければ『物語』はバッドエンドを迎える……それが嫌だった。だから強くなろうとした」

　響の言葉が偽いつわりでないことは、彼女の引き締しまった手足を見ればすぐ分かる。

「そんなボクを周りは奇き異いの目で見た。遊びもせずに訓練して、知識を蓄たくわえるために本を読んでばかりのボクにはずっと友達なんていなかった――中学に上がるまでは」

　その時一いつ瞬しゆんだけ響の目にやわらかい光が灯ともる。

「……最初は彼かの女じよもボクを変な奴やつだと思って興味を持ったみたいだった。図書館で本を読むボクの向かいに座って、黙だまってこっちを見てた。追おい払はらおうとしても勝手についてきて、ついには道場にまで見学に来るようになった。鬱うつ陶とうしい鬱陶しいって思ってたのに、段々、段々……毎日話すようになっていった。たまに彼女が学校を休むとそわそわした。体が弱いって聞いて……だから、女なのに男にだって喧けん嘩かで負けないボクのことを『カッコいい』って思うようになったって言われて……気がついたら、友達になっていた」

「……」

　いい話のはずなのに、聞けば聞くほど俺は不安になっていく。

「そして、ボクは十六歳になった」

　この話を始める前に響は何て言った？

　――「ボクらの『血』は周りの無関係な人たちを傷つけるんだ」

「ある日ボクはとある銃じゆう密輸組織と戦う『物語』に巻き込まれた」

　語りながら響は徐じよ々じよに俯うつむいていく。

「高校に入ってから時たまいなくなるボクを彼女は心配してくれてた……ボクは心配ないって言ってたのに……あの夜、彼女はいなくなったボクを探しにきて」

　響の表情は前髪に隠かくれて見えない。

「…………彼女はボクと組織が戦っている場面に出くわして、流れ弾だまをお腹なかに受けた」

「……」

　悲痛を押おし込めて話す彼女の声を、俺は黙って聞いているしかなかった。

「……」

　アールも無表情なまま姿勢を正している。

　空気の凍こおったリビングで、時計の針が小さく音を立て、それがやけに気になった。

「……それで、その娘こは……？」

　勇気を出して、俺は尋ねる。

「一命は何とか取り留めた。けど、まだ病院で意識を取り戻していない」

　響は逆に淡々と答えた。

「……スぅー」

　彼女は深呼吸して、顔を上げる。

「断っておくが、彼女はその『物語』とは何の関係もなかった。ただボクみたいな存在と関わりがあったっていうだけで、重傷を負った」

　再び冷静な表情を取り戻した響が俺をまっすぐと見つめ、話の続きをする。

「波乱烈火。断言するが、キミの周りでも同じことが起こる」

「……！」

『波乱』と『万丈』の本質は同じ。表ひよう裏り一いつ体たい。

　なら、俺もいつか誰だれかを……！

「いや、でも！」

「ボクらは普通じゃない。存在そのものが、災さい厄やくだ」

　響は俺の言葉を遮さえぎって断言した。

「……っ」

　ただ感情に任せて否定しようとしていただけの俺は、彼女に睨まれただけで何も言えなくなる。

「だから、ボクらはこの『血』の効力が消えるまで、できるだけ周囲に危険を及およぼさないように人を遠ざけて生きていくべきなんだ、波乱烈火」

　経験に基もとづく響の言葉は重かった。

　俺はずっと勘違いしていた。てっきり響は自分のために『波乱』や『万丈』の『血』を消し去ってしまいたいのだとばかり思っていた。

　でも違ちがった。

　彼女の話は誰かを巻き込まないため。

　俺と一緒にいることで、少しでも俺たちの周囲で巻き起こる『物語』を減らして、無関係な人が巻き込まれる可能性を減らしたい。それに終始していた。

「響の考えてることは分かった……」

　その気持ちに偽りがないことも。

　それはいい。

　問題は、俺の気持ちの整理が追いつかないことだ。

　当然だ。多少おかしな『血筋』を引いていたとしても、俺自身はあくまでフツーの人間……そう思ってきた。

　俺が自分の『血』のせいで苦労するのはこの際どうでもいい。

　だが、俺が『波乱』であるせいで誰かを巻き込み、傷つけるのなら。

「……」

　俺が俺であることをやめることは今いま更さらできない――ついさっき思い浮うかべた言葉が、再び頭の中でリフレインする。

　それはつまりこの問題に解決法はないってことで……。

　響の言うように、せめて被ひ害がいを減らすために行動するしかないってことで……。

　それなら俺は誰の傍にもいない方がいいってことで……大切な人をみんな遠ざけて、大人になるまで人を避さけて生きるべきで……でも、そんなこといきなり決断できるわけがなくて。

「…………」

　黙っていても何も話は解決しない。

「―――」

　俺が何でもいいから言おうと口を開きかけた時。




　ガッシャァアアアアアアン！




　リビングのガラスが砕くだけ散ちった。

「何だ!?」

「―――ッ！」

　俺は驚おどろきの声を上げ、響は瞬しゆん時じに身構える。

「見つけたゾ！」

　同時に室内にひとりの男が侵しん入にゆうしてきて、そう告げた。

　男の狙ねらいは明らかに俺か響かどちらかだ。

　これは響の目もく論ろみ通り、俺たちが一緒にいることで、ふたりでひとつの『物語』に巻き込まれたってことなのか？

　だとしたら、俺たちが常に他人を遠ざけて、ふたりだけでいるのは有効ってことになる。

　だけど――何もかもが急展開で、あらゆる準備が足りなかった。

　心の準備も……。

　だが、運命っていう奴は勝手に回り続ける――その歯車の間に俺を巻き込みながら。




　　　　　▽




　バラバラバラ

　砕けた窓ガラスがリビングに散らばる音がする。

　その音とともに室内に足を踏ふみ入れてきた白衣の男。いや、正確に言うと足は踏み入れていない。なぜならその男は火を噴ふくブースターがついたバックパックを背せ負おっており、それで宙に浮いたまま人の家に入ってきたからだ。

「やぁやぁ我わが輩はいは魔科学の大天才カルト・グラフィモアと申す者。異界の者よ、夜分遅おそくに失礼するのである」

　そう名乗って科学者風の男はニカリと笑う。

　キラリと光る片かた眼め鏡がねが最高にうさん臭くさいな、おい。

「ご丁てい寧ねいにどうも。次からは紳しん士し的てきにドアから入ってきてくれるとありがたいな」

「むむむ、これは失敬。以後気をつけるのである」

　喋しやべり方まで変なおっさんだな。

　ていうか、今「異界の者」って言ったよな？

　じゃぁこのカルトとかいうおっさんは、ハリッサみたいな異世界人か？　魔科学というのも聞き慣れない単語だ。

　どうしてこう変な奴がやたらと俺のところに集まってくるんだ？

　ホントどうして……。

「……で、俺ん家ちに何の用だ？」

　落ち込みかけた思考を振り払いつつ、俺はギュッと椅い子すの背もたれを掴つかむ。投げつけるか盾たてにするかは相手の出方次し第だい。まだ目的が分からない以上は、様子を窺うかがう。

「ふむ、我輩の求めるモノがここにあるのだよ」

　カルトはピンッと尖とがったカイゼル髭ひげを指でしごきながら答える。

「ウチは何の変へん哲てつもないフツーの一いつ般ぱん家庭だ。アンタみたいな変人が欲しがるような珍ちん品ぴんの類たぐいはねぇよ」

「いやいや、我輩には所有者の求めるモノを映す魔ま法ほうの水すい晶しよう球がある」
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　カルトは白衣の内側からバレーボールくらいの大きさの水晶球を取り出す。

「我輩には求めるモノを探し出すダウジングペンデュラムがある」

　続けて青い宝石でできたペンデュラムを見せつける。

「このふたつを有する我輩に隠し事をすることは不可能。だいいち――」

　カルトは片眼鏡で隠れていない方の目をスゥーッと細めた。

　彼かれの口元が小声で素す早ばやく何かを唱える。

　その時、地面を向いて垂れ下がっていたペンデュラムの紐ひもがビンッと伸のび、先せん端たんの宝石が響を指し示した。

「――我輩が探している少女は、そこにいるではないか」

「ッ！」

　狙いは響か！

　カルトの目的はまだ分からないが、たぶんロクな物じゃないだろう。

「さぁ、ではいたただくとするのである！」

「させるかっ！」

　とっさに俺は手元の椅子をブン投げる。

「おっと」

　カルトは空中で椅子を回かい避ひした。

　意外とあのブースターは小回りが利きくらしい。

　俺は次に投げる物を素早く視線で探す。

　だがそれよりも先に響が動いていた。

「フッッ！」

　普ふ通つうに走るのではなく、何か武術的な独特の足捌さばきで彼女は一気にカルトとの距きよ離りを詰つめる。

「フゥッ！」

　そして彼女は短く呼吸を切り、鋭するどい飛び蹴げりを放った。

「ぬおおぅーッ!?」

　カルトは悲鳴を上げ、ギリギリのところで響の攻こう撃げきを躱かわす。

　さらにブースターを操あやつってその場を大きく離り脱だつした彼の額には冷ひや汗あせが浮かんでいた。

「むぅ、婦女子があれほどの動きをするとは予想外である」

　その点に関しては俺もカルトと同じように驚いていた。さすが物心ついた頃ころから体を鍛えていただけのことはある。

「やはり巨きよ大だいな運命律を持つ者は一ひと筋すじ縄なわではいかぬようである」

　運命律？

　またカルトの口から不可思議な単語が出てくる。

「貴様が言う運命律っていうのが、ボクの『血』のことを指すのかは知らないが」

　油断なく構えを取りながら響がカルトの言葉に応じる。

「この呪のろわれた運命に対して、ボクが何の備えもしてないと思うなよ」

　凛り々りしく言い放ち、響はベルトから棒状の物を引き抜ぬく。

　シャキンと音を立てて、たちまちその棒の長さが伸びた。金属的な光こう沢たくを放つそれは、おそらく特とく殊しゆ警棒と呼ばれる種類の武器のはずだ。

　日常的にそんな物を携けい帯たいしてて捕つかまらないのか？

　なんて俺が場ば違ちがいな感想を抱いだいている間にも状じよう況きようは推移していく。

「ふむ、これは我輩もとっておきを使う必要があるようであるな」

　異界の魔ま科か学がく者はそう呟つぶやくと、白衣の内側から今度はひげマークのついたカプセルを取り出した。

　カプセル自体は小さいが、おそろしく精密な部品で精せい巧こうに造られた機械のようだ。

　あれがカルトのとっておきか？

「喰くらえぃ！　我わが魔法と科学の融ゆう合ごう！　瞬間インスタント魔法ソーサリー！」

　カルトは高らかに叫さけぶと、その機械のカプセルを響に向かって投げつけた。

「……！」

　響はとっさに特殊警棒でそれを打ち返そうとする。

　――いや、ダメだ！

「避よけろ！」

　不意の直感に従って俺は短く叫ぶ。

「ッチ！」

　俺の声に反応した響は瞬時に足から力を抜いてその場に伏ふせた。

　彼女の頭上をカプセルが通りすぎ、さっき俺が投げて床ゆかに転がっていた椅子にぶつかる。

　椅子とぶつかったカプセルは硬こう質しつな外見のイメージに反し、あっさりと綺き麗れいすぎるほど真っ二つに割れ――瞬しゆん間かん、割れたカプセルから光が溢あふれ、中から茨いばらのあるツタが伸びて椅子をがんじ搦がらめにした。

「なっ!?」

　茨は太く、淡あわく発光までしている。

　まるで魔法だが、あの茨が出てきたのは精密な機械のカプセルだった。

　魔法と機械……魔法と科学……。

　魔科学？

　まさか！

「響！　絶対にそのカプセルを喰らうな！　たぶん、その中には魔法が閉じ込めてあって、ぶつけられると問答無用で発動する。そういう道具だ！」

「了りよう解かい」

　響は俺の言葉に頷うなずきながら立ち上がる。

「むむむ、一度見ただけで見破るとは。お主、間の抜けた顔に反してなかなかの観察眼である」

「……そりゃどーも」

　呻うめくカルトにテキトーに返事をしつつ、俺は内心で冷や汗をかく。

　魔法や宇宙の最さい先せん端たん技術を間近で見てきた経験のおかげで、今回は運よく直感が働いた。

　だが、まだあの瞬間インスタント魔法ソーサリーそのものを破ったわけじゃない。

　しかもこれが意外と厄やつ介かいだ。

　何しろカプセルの中にどんな魔法が入っているのか分からない。今回は響を拘こう束そくする魔法だったようだが、全部がそうとは限らない。

　フェイントで攻こう撃げき範はん囲いの広い魔法を織り交ぜられたら対処し切れるかどうか。

　おまけに呪じゆ文もんの詠えい唱しようもいらないから隙すきもゼロ。

　せめてどんな系統の魔法を使うのかだけでも分かれば……いや、そんなことわざわざ教えてくれるはずが……

「見破られたついでに補足してくれよう。今のは『拘束バインド』の魔法を閉じ込めたカプセル。ちなみに次のは『睡魔スリープ』の魔法が入ったカプセルである」

　なんて、まさかこんな高らかに説明してくれるとは思わなかった。

　頭よさそうに見えて意外と間ま抜ぬけ？　それともカッコつけてるつもりなのか？

　どちらにせよアホだ。メッチャ助かる。

「我輩は魔科学者であると同時に紳しん士しである。無む闇やみにお主らを傷つけるつもりはない。ゆえに安心して喰らえい！」

「だったらそもそも襲おそうな！」

「それとこれとは話が別である！」

　カルトは威い勢せいよく叫びながら、同時に八つものカプセルを放ほうり投なげる。

「って！　投げすぎだろ！」

　投げられたカプセルは放物線を描えがき、俺や響に向かって落ちてくる。

　俺は慌あわててリビングからキッチン側に移動した。仕切りがないので移動はすぐだ。それで何とかカプセルの射程範はん囲いからはずれる。

　どうにか反はん撃げきの手段を考えないと――そう思った時だった。

　リビングのドアがバンッと勢いよく開かれる。

「レッカ様！」

　現れたのは魔導師のローブに着き替がえたハリッサだった。

　さっきから続く騒そう音おんで異変に気づいたのかもしれない。

　魔ま術じゆつに使う杖つえを持ってきたということは、おそらく加勢しに来てくれたのだろう。

　いや。

　そんなことは。

　どうでもいい。

　ただ、あまりにも無防備に戦場に現れた彼女の胸に。




　ポンッ――と、小さな音を立ててカルトの投げたカプセルが当たった。




　カプセルが割れ、溢れた光とともに魔法が発動する。

「えっ？」

　魔術を操るハリッサでも、一瞬で発動した魔法に対処することはできなかった。

　カクンッ、と彼女の足から力が抜ける。

　大きな木の杖がゴロんっと床に転がった。

「ぬッ！　しまった！」

　カルトが焦あせった声を上げる。

「―――ぐッ！」

　思わず怒いかりのままにカルトに殴なぐりかかろうとして、ギリギリのところで踏みとどまる。

　落ち着け。俺に響みたいな真ま似ねができるか？　無理だ。

　だったら！

　俺はキッチンのテーブルに置いてあった七味唐とう辛がら子しのビンのフタを開け、カルトに向かって思いっきり投げつけた。

「ぬぐわっ！　辛からい！　目が痛い！」

　倒たおれたハリッサに気を取られていたカルトは赤い粉末をモロに浴び、目元を両手で押さえて絶ぜつ叫きようした。

「響！」

「フッッッ！」

　俺が叫ぶのと響が動くのは同時だった。

　響はリビングの背の低いテーブルを足場に、カルトに向かって跳ちよ躍うやくする。

　目がふさがって前が見えないカルトの顔面に、響の右拳こぶしが突つき刺ささった。

「ギャフンッ！」

　叩たたきつけられるようにして殴られたカルトは頭から地面に落ち、二回三回とバウンドしてリビングから庭に転げ落ちた。

「ぐむむ、一時撤てつ退たいである」

　そう言って土まみれになりながら立ち上がったカルトは、左人差し指の指輪についた紫むらさき色いろの宝石を九十度回す。

　宝石が光を放ち、その中から突とつ然ぜん『青い扉とびら』が出現した。

　彼は『青い扉』のドアノブに手をかけるとこちらを振り返る。

「よいか！　我輩は何としてでもそこの少女を手に入れる！　必ずまたやってくるぞ！　覚かく悟ごしておくがよい！」

　そんな捨てゼリフを残してカルトは『青い扉』の向こう側に消える。

『青い扉』はしばらくすると、スゥーッと音もなく消えた。

「……移動専用のアイテムか」

　響はそう呟きながら構えを解く。

　俺おれの家に静せい寂じやくが戻もどる。

　あとには破は壊かいされたリビングと俺たちだけが残された。

「ハリッサ！」

　危険が去ったことを確かく認にんした俺は、慌てて倒れた少女の許へ駆かけ寄よる。

「ハリッサ！　おい、しっかりしろ！」

「……」

　抱き起おこし、大声で呼びかけても、ハリッサは反応しない。

　ただスゥスゥとかわいらしい寝ね息いきだけが規則的に聞こえるだけだ。

　生きてる。

　けれど起きない。

　カルトは『睡魔スリープ』の魔法と言っていた……。

　確かに今のハリッサは寝ねてるだけなのかもしれない。

　だが、これだけ耳元で叫んでも起きないなら……いつ起きるんだ？

「どけ」

　庭に下りて『青い扉』が消えた辺りを調べていた響が戻ってきて、俺の手からハリッサの小さな体を奪うばい取った。

　そして、バシンバシンッと彼かの女じよの頬ほおを張る。

「ちょっと待て！　何してんだ」

「起きるかどうか試ためすなら、これくらいしろ」

　さらに二度三度と響は平手を振るう。

　快音が鳴なり響いて、ハリッサの頬が赤く染まった。

　しかし、それでも彼女は目を覚まさない。

「おい……待てよ。ウソだろ？」

　まさかこのままずっと起きないんじゃ……。

「あの野や郎ろうッ！　傷つけるつもりはないとか言ってたクセに！」

　俺はカルトが消えた庭を睨にらんだ。当然だが、何もない。

　それでも睨まずにはいられなかった。

　ハリッサの体を俺に返して、響が立ち上がる。

「実際、傷つけてはいない。だがアイツの目的はボクを生け捕どりにすることみたいだった……永遠に目覚めない眠ねむりなら、生け捕りにするには最適の魔法だ」

　響は冷静に状況を分ぶん析せきする。

　生きてはいる。ただし一生目覚めない。

　そんなのッ……あんまりじゃねぇか！

「ちくしょう！」

　俺は歯を食い縛しばる。嫌いやな音がして、歯が欠ける。

　どうして……俺は、あの時ハリッサを守れなかった!?

　カルトと戦う前にハリッサを安全な場所へ逃にがすなり、手の届く範囲にいてもらうなり、いくらでも方法はあったはずだ!!

　その判断がなぜできなかったんだ……。

「何で……ハリッサが……」

「――それは、ボクらがここにいたからだ」

　響が冷ややかな瞳ひとみで俺を見下ろしていた。

「……まだ、挽ばん回かいできるはずだ。俺たちの手で『物語』を解決できれば……そうすりゃ、ハリッサだって助けられる。そうじゃないのか？」

「……さぁな」

　苦し紛まぎれの俺の呟きに、響はどちらとも取れない答え方をする。

　だが、俺は彼女に話しかけるフリをして、宙に浮くアールに視線を送っていた。俺よりも俺の体質に詳くわしいという未来人なら、本当の答えを知っているはずだ。

「正直に申し上げますと、ハリッサさんを助けられるかどうかは不明です」

　アールは率そつ直ちよくに結論から述べる。

「烈火さんが巻き込まれているのはあくまで『響さんの物語』。『ヒロイン』は響さんであり、ハリッサさんは偶ぐう然ぜん巻き込まれただけの端は役やくに過ぎません。烈火さんの『波乱の血筋』が救えるのは『物語の本筋』に関かかわるモノだけです。つまり『響さんの物語』を解決したからと言って、ハリッサさん〝も〟救えるとは限りません。響さんが銃じゆう密輸組織を倒しても重傷を負った友人が快かい癒ゆするわけではないように」

　何だよ……それ。

　ハリッサは俺がここにいたせいで『物語』に巻き込まれたのに……俺には彼女を救えないのか？

「まぁ絶対に助けられないというわけではありませんよ？　たとえば烈火さんが魔ま王おうを倒して『ハリッサさんの物語』を解決した時、当然ですがあの異世界全すべてとその住人たちも一いつ緒しよに救っています。ですから今回も『響さんの物語』を救うついでにハリッサさんを助けられる可能性も残ってます、いちおう」

「……」

　淡たん々たんとしたアールの口調がまるで俺を責めているかのように感じられた。

「これで分かっただろう。ボクらは周囲を不幸に巻き込む、災さい厄やくに等しい存在だってことが」

　響の声がさらに追い打ちをかけてくる。

「…………」

　これまで何度も『物語』に巻き込まれてきた。

　皐さ月つきにイリスにハリッサにつみきにテトラにリアに――数々の悲劇に抗あらがい、泥どろ臭くさくもみんなを何とか救ってきた。

　そうしていつの間にか自うぬ惚ぼれていたのだろうか？

　俺が頑がん張ばれば何だってどんなことだって救えるって……自分自身の危険性から無意識に目を逸そらして。

「俺の存在が災厄……か」

　確かに響の言う通りかもしれない。

　自分が何もかも悪いと思うと、頭の奥おくがキリキリと痛む。

　この前の地下の騒そう動どうで救ったリアという『ヒロイン』も、全部自分が悪いと言って、ひとりで責任を取ろうとしていた。

　それを俺は間ま違ちがっていると言ったけれど……。

　自分のせいで身近な誰だれかが取り返しのつかないことになるかもしれない――あの時リアが感じていた恐きよう怖ふが、今ようやく理解できた。

「スぅ……スぅ……」

　俺の腕うでの中でハリッサはまだ寝息を立てている。

　もし俺が『響の物語』を解決に導いても、彼女を助けられるとは限らない。

「……ッ」

　発ほつ作さ的てきに何かを叫びそうになるのを必死に堪こらえた。

　ハリッサをこんな目に遭あわせた俺に叫ぶ資格なんてない。

　俺は……どうしたらいいんだ？

「烈火！」

　不意に、俺を呼ぶ声がした。

　振り返ると――隣となりに住む幼おさな馴な染じみの大おお友とも皐月が息を切らして立っていた。

　彼女も俺の家の異変に気づいて慌ててやってきたらしい。

「烈火。何があったの？」

「……」

　皐月に助けを求めたら、もしかしたら何とかなるか？

　彼女の受け継つぐ森羅の大魔法ならハリッサの眠りを覚ます方法も分かるかもしれない。

　だが……しかし。

　カルトはいずれまた襲ってくる。

　その時、今度は俺の大切な幼馴染が危ない目に遭うかもしれない、いや、確実に遭う。もしそれが『睡魔スリープ』よりももっと直接的に、取り返しのつかない形で彼女を傷つける物だったらどうする？

　そんなことになったら俺は俺を二度と許せない。

　俺は伸ばしかけた手を下ろす。

「ねぇ！　いったいどうしたの!?　烈火、答え……え？　ハリッサちゃん!?」

　俺に詰め寄ろうとした皐月が、途と中ちゆうでぐったりとしたハリッサに気がつく。見た目はただ眠っているだけだが、リビングの尋じん常じようじゃない様子と合わせて、ただ事じゃないと悟さとったのだろう。

「これ……魔ま法ほうによる強制睡すい眠みん？」

「ああ、皐月には分かるのか？」

「え、ええ。見たことない術式だけど」

「眠りを解くことはできそうか？」

「……分からない。かなり強力な魔法だから、私の力じゃよくて五分と五分」

「そうか……じゃぁ、ハリッサを頼たのむ」

　ハリッサの体を皐月に預けて俺は立ち上がる。

「頼むって……烈火はどうするの？」

「俺は響と一緒にハリッサをこんな目に遭わせた奴やつを追う」

「響……？」

　そこで皐月ははじめて響の存在に気づいたように彼女を見た。

「……」

　部屋の隅すみに佇たたずむ響は無言で皐月のことを見返す。

「彼女は誰？」

「俺のパートナーだ」

「パートナーって……」

　皐月は愕がく然ぜんとした様子で信じられないように呟く。

「それじゃぁ、俺は行くから」

「！　待ってよ！　まだ何があったのか聞いてないわ。それにまた烈火が何かに巻き込まれてるなら、私も一緒に行く」

「……ッ！」

　瞬間、俺の腹の中が本当にねじ切れて潰つぶれたのかと思った。

　もし皐月が駆けつけるのがハリッサと同じくらいだったら……！

　もし皐月まで取り返しのつかないことになったら……！

　それに対して俺が何もできなかったら……！

　そう考えるだけで恐怖が全身を這はい回る。

　リアの時のように、全員で力を合わせてバハムートを倒せば解決という問題じゃないんだ。

　俺が傍そばにいるだけで彼女を危険に晒さらしてしまう。

　しかも原因はこの体に流れる『波乱の血筋』のせいだ。

　俺が「波乱烈火」を辞やめるには生まれ変わる以外に手はない……そんなことは無理なのだから、この問題を解決する手立てはない。

　解決法があるなら、俺だって皐月やリアを頼たよりたい。

　でも……そんな物はない。

　だから。

「来ないでくれ」

「え？」

「皐月にはハリッサを診みてて欲ほしいんだ。今回は俺と響だけで行く。だから来ないでくれ」

「何でそんなこと言うの？　私は……」

　皐月はなおも食い下がってくる。

　幼馴染にはこういう頑がん固こなところがあるのを、俺はよく知っていた。

　だからこそ――

「――来ないでくれ！」

　強い拒きよ絶ぜつの意思で、彼女の続きの言葉を封ふうじた。

「…………烈火……？」

　突然、大声を出した俺を、皐月は驚おどろくというよりキョトンとした顔で見返してくる。

　彼女に対してこんなに声を荒あらげたのはいつ以来だろう。

　今自分がどんな表情をしているか分からなくて――それが怖こわくて――俺は彼女の戸と惑まどう視線から目を逸らした。

「……頼むから、ついて来ないでくれ。この『物語』は響とふたりだけで解決する…………みんなに来られると、迷めい惑わくなんだ」

　迷いが心の中で渦うず巻まく。

　もしかしたら俺は今いろんな大切な物を捨てようとしているのかもしれない。

　でも、もしかしたらその大切な物を砕くだいてしまうのは、俺かもしれないんだ。

　それは俺にとって、世界が滅ほろぶことよりも、ずっとずっと恐おそろしいことだった。

「じゃぁな」

　そのために俺は皐月に背を向ける。

　響の隣に並ぶ。

　彼女は無言で壁かべから背中を離はなした。

「響。行こう。いつカルトが戻ってくるか分からない」

「ああ」

　俺は響と一緒にリビングを出る。

　足取りは重かった。

　それでも行かなきゃならない。

　俺なんかの傍に、大切な人たちを近づけないために。

　ずっと守ってきたと勘かん違ちがいしてきたモノを、今度こそ守るために。

　みんなから……皐月から、早く遠ざからないと。

「……」

　ただ一度だけ、肩かた越ごしに部屋の中を振り返る。

　ハリッサを抱だいて呆ぼう然ぜんとしている幼馴染が目に映り、心に大きなトゲが刺さった。

「ワリィ……」

　俺は口の中で謝罪の言葉を噛かみ潰し、自分の家をあとにする。

　夜道を歩きながら胸がジクジクと痛んだ。

　ジクジク

　ジクジク

　痛みは鳴り止やまない。

「……」

　アールは何も言わなかった。

　街灯だけの暗い道を俺は先頭に立って、響と一緒に黙もく々もくと走る。

　置いてきた物を、何とか振り切るように。

　ジクジク……

　ジクジク……
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　波なみ乱だれ家にひとり取り残された皐さ月つきはしばらく呆然としたのち、ノロノロとした動作で眠ったままのハリッサを大おお友とも家へ運んだ。

　両親に見つからないように足音を立てずに二階の自分の部屋へ。

　覚めない眠りにつく少女をベッドに横たえ、自分は勉強机の椅い子すを持ってきて、彼女の隣に座すわる。

「……」

　ハリッサが魔法で眠らされているのは分かっているが、もしもの異状が体のどこかにないかを調べながら、終始皐月は無言だった。

　心ここにあらずといった面おも持もちで、脈などを測る作業もただ淡々とこなしていく。

　実際、今かろうじて皐月が手足を動かしていられるのは、目の前にやるべきことがあるからだ。ハリッサの看病だけが、唯ゆい一いつ〝彼かれ〟に頼まれたことだったからだ。

「……烈れつ火か」

　幼馴染の名前を呼んで、皐月は目を伏ふせる。

　あんな風に怒ど鳴なられたのはいつ以来か思い出そうとして、失敗した。

　ただの口くち喧げん嘩かならいくらでも思い出せる。

　皐月の身を心配して、あえて怒おこった烈火の顔も思い出せる。つい最近なら、テトラ・メトラ・レトラと一緒に『怪かい物ぶつ』退治へ向かった時だ。

　あの時も烈火は皐月に「危険だから」と、再三に渡わたって地上に残るよう苦言を呈ていしてきた。それでも最終的には向こうから折れた。

　しかし、今回のように真っ向から拒絶されたのははじめてだった。

「来ないでくれ！」――あんな怒りをぶつけるような声が烈火の口から発せられたことが、皐月には未いまだに信じられない。

　それにあの時の彼の表情……。

　怒るような悲しむような、複雑な色をした目。

　皐月を憎にくむように恐怖を噛み殺ころすように、歯を強く食い縛った口元。

　そして、全ての感情を混ぜ込んだような激しい敵意。

　ずっと親しい幼馴染として暮らしてきた烈火から、あれほどの憎ぞう悪おをぶつけられたのははじめてだった。

　あんな……まるでこの世の全て、あらゆる運命、森しん羅ら万ばん象しようを拒絶する意思――そんな物を烈火が宿すなんて皐月には信じられない。

　いや、それだけならまだいい。

　烈火は普ふ通つうの人間だ……ほんの少しだけ違ちがう部分もあるけれど、あくまで普通の人である。時には制せい御ぎよしきれない感情を溢あふれさせることもあるだろう。

　しかし。

　だがしかし……もし烈火の心が何か恐ろしいモノに直面し、とても耐たえられぬような苦しみに身を苛さいなまれた時――それを癒いやすのは自分の役目だと、皐月はずっと思っていた。

「どうして……？」

　そう呟つぶやかざるを得なかった。

　なぜ、どうして……烈火が連れていったのは自分ではないのか。

　なぜ、何で……彼が選んだのはあの響ひびきという少女だったのか。

「……」

　それとも知らず知らずの内に彼に嫌きらわれるようなことをしていたのだろうか。

　だから、あんな見たこともない女の子と一緒に行ってしまったのだろうか。

（私が傍にいるのがそんなに迷惑だったの？）

「……っ！」

　皐月は目元が潤うるみそうになるのを必死にこらえた。

　泣いてしまえば、何かに負けてしまいそうになる。まだ烈火がなぜ自分を置いていったのかも分からないのに、心を折ってしまいたくなかった。

　涙なみだが目め尻じりから溢れる前に、潤んだ目を服の袖そででゴシゴシ擦こすって泣くのを防ぐ。

　あっという間に皐月の目は真っ赤になってしまった。熱を持ったような痛みが彼女の両目を焼く。

　目の痛みに耐えながら彼女はキッと顔を上げ、手の平をハリッサの上にかざす。

「青き清せい浄じようの風よ――」

　少女の口から呪じゆ文もんが紡つむがれると、かざした手の平から青く淡あわい光がベッドの上に初雪のように降り注ぎ始める。

　それは呪のろいなどを解かい呪じゆする魔法だった。

　ハリッサにかけられた強制睡眠の魔法はかなり強力だ。皐月の腕ではかなりの体力と魔ま力りよくを消しよう耗もうして、ようやく解けるかどうかといったところだろう。無む駄だ骨ぼねに終わる可能性も高かった。

「――・―・・…――・」

　それでも皐月は解呪を続ける。

　今はどんなことでもいいから、集中できる物が欲しかった。

　そうでなければ本当に心が折れて、涙が溢れてしまいそうだったから。







第二章　犠ぎ牲せいによって救われた世界、再び滅びの時







　夜。学校の裏山は梢こずえに星明かりを遮さえぎられ、かなり暗かった。

　俺たちがカルトを迎げい撃げきする場所に選んだのはここだった。単純に人ひと気けがないし、奴が投げてくるカプセルを防ぐ遮しや蔽へい物が多く、響ひびきの罠わなも張りやすい。

「……」

　響はカルトがいつどこから来てもいいように、周囲の気配を探さぐっていた。

「……」

　俺はただジッと息をこらし、その時を待っている。

　元からそうだが、ロクに鍛きたえてもいない俺にできることは少ない。罠を張るのもカルトを相手にするのも全部響の担当だ。

　なんとも情けない話だが、俺にできることは元から少ない。

　だから、俺は彼女が仕し掛かけたトラップが失敗しないように、なるべく動かずに静かにしていた。それぐらいなら楽勝と思ってたけど、ジッと息を殺して身動きしないってのは意外とキツいな。

　そうして一時間ほど経たっただろうか。

　最初にシュゴゴゴゴゴという音が近づいてきた。

　それがブースターの噴ふん射しや音だと俺が気づいたのは、白衣のカルトが現れてからだ。

「こんなところにいたのであるか！　探したぞ」

　カルトは相変わらず変てこな口調で叫さけぶ。やたら偉えらそうなのに、なんか間ま抜ぬけな感じがするから不思議だ。

　彼の持つダウジングペンデュラムはピッタリと響を指している。

　あれ？　ピッタリと響の居場所が分かるなら、何で〝探した〟んだ？

「どうやらそのダウジング、せいぜい対象のいる方角くらいしか分からないみたいだな」

　鋭するどい視線を放ちながら響が口を開く。

　言われてみればペンデュラムが指し示すのは方向だけだ。木々に覆おおわれた山中にいる彼女を見つけるには下まで降りてきてしらみ潰しに探すしかない。

「フムっ、そうだとしても見つけてしまえば問題ないのである！　我わが輩はいの瞬間インスタント魔法ソーサリーに隙すきはない。必ずここでお主を捕ほ獲かくしてみせる！」

「やれる物ならやってみろ」

「言われずとも！」

　カルトは白衣の内側から取り出した機械のカプセルを素す早ばやく投げる。

　足元を狙ねらった低い弾だん道どうのカプセルを響はバックステップで避よけた。カプセルは木の根に当たり――瞬しゆん間かん、物もの凄すごい勢いで地面が凍こおっていく。

　なっ!?　何だよアレ！

　てっきりまた『拘束バインド』か『睡魔スリープ』の魔法が来ると思っていた俺はつい声を上げそうになり、慌あわてて口を手で覆う。

「チッ！」

　地面を這うように広がった氷から逃のがれるために、響はさらに横へ飛ぶ。広がる氷は彼女の後ろにあった木を根元から三十センチほどの高さまで覆い尽つくした。

「無闇に傷つけるつもりはなかったが、お主がちょこまか逃げるので氷漬けにして捕まえることにした。我輩にも時間がないのでな！」

　高笑いを上げ、カルトは続けて三つのカプセルを放ほうる。

　カプセルはあちこちで破は裂れつし、周囲に氷魔法を撒まき散ちらす。

　氷は幹を伝い、枝を伝い、地を伝い、一度に広こう範はん囲いをまとめて凍りつかせる。

　広がる氷に捕まればたちまち身動きが取れなくなり、そうなったらもうアウトだ。

「……フンッ」

　厳しい状じよう況きように追い込まれているというのに、響はただ眉まゆをひそめるのみで、ひたすら手と足を動かし続ける。

「フハハハハッ！　さぁさぁいつまでも逃にげ切れるものではない！　早く諦あきらめるといいのである！」

　勝ちを確信しているのか、カルトは笑い声を夜の山中に響かせる。

　確かに一見して状況は響に不利だ。

　――だが、カルトは気づいていない。

　響は逃げ回りながら巧たくみに遮蔽物を利用し、追ってくる彼のコースを誘ゆう導どうし、ある特定のポイントへと誘さそい込もうとしていることに。

　彼女が最初から仕掛けていた罠のポイント。

　そこにカルトが入った。

　ここからは俺の出番だ！

　ブツンッ！

　響に借りたゴツいナイフで俺がワイヤーを切断すると、山の麓ふもとで拝借した鈍どん器きが振り子の要領でカルトを強きよう襲しゆうする。

「なっ、何ぃ!?」

　空気を切り裂さいて襲おそいかかるお地蔵様ヘッドバット。

「ぬぅぅんっ！」

　カルトはバックパックのブースターを操作し、ギリギリお地蔵様を回かい避ひする。

　だがそれは罠の第一段階。

　響が仕掛けて、文字通り木の上に張っていた罠おれは覚かく悟ごを決めて飛び降りる。お地蔵様の奇き襲しゆうに注意力を割さかれた異世界の魔ま科か学がく者の真上へと！

「ぬおぉ貴様ぁギャッ！」

「ぐえっ！」

　カルトの頭が俺おれの腹にブチ当たって吐はくかと思った。

　俺とカルトはもみくちゃになりながら地面へと落下する。

「くっ、この、我輩の上からどくのである！」

「お断りだ！」

　胃の中身が逆流しそうだけど、それを何とか堪えながら彼を捕まえる。

　危険な囮おとり役を響に任せてまで成功させた奇襲だ。本当ならここでナイフを使って脅おどす段取りだったのだが、落ちた時にどこかへ手て離ばなしてしまった。

　それでも響が来るまで持ちこたえればこっちの勝ちだ！

「ええぃやむを得ん！　喰くらえぃ！」

　あくまで瞳ひとみから闘とう志しを絶やさないカルトは身をよじって右みぎ腕うでを振り上げる。

　その手には瞬間インスタント魔法ソーサリーのカプセルが握にぎられていた。

「！」

　直接俺に叩たたきつける気か!?

　密着状態なのだからカルトも魔法のダメージを喰らうはずだが、彼の目に迷いはない。

「くっ！」

　俺は思わず目を瞑つぶる。

　そこへ。

「させるか！」

　駆かけつけた響が特とく殊しゆ警棒を投げて、カルトが振り上げた手からカプセルをはじき飛ばした。カプセルが割れて魔法が発動するが、それも特殊警棒と一いつ緒しよにどこかへ飛んでいく。

「ぬぅ、しまった！」

　カルトは再びカプセルを取り出そうとするが、その手を俺が掴つかまえる。さすがにそう何度もやられてたまるか！

　そして、ようやく俺とカルトの許へ響が辿たどり着き、

「ギュえっ！」

「ぐばっ！」

　なぜか背中を安あん全ぜん靴ぐつで踏ふまれた。

「な、何すんだよ？」

「カルト・グラフィモアを逃がさないために体重をかけてるんだ」

「だからって俺ごと踏まなくても」

「キミがそいつに覆いかぶさってるのが悪い」

　いや、そうだけどさ。もうちょっとやさしくしてくれてもいいんじゃね？

「烈れつ火かさん。このまま特殊な趣しゆ味みに目覚めちゃいます？」

　目覚めねぇよ！　内心でアールにツッコミを入れる。

　まぁそれはともかく、やっとカルトを捕まえられたことに安あん堵どの息を吐く。

　一いつ瞬しゆんの気の緩ゆるみ。

「うぬぬ、まだだ！」

　絶ぜつ叫きようを上げ、カルトが俺の手を強ごう引いんに振り払はらった。

　また瞬間インスタント魔法ソーサリーを使う気か!?

　だが、カルトの狙いは白衣の内側ではなく、バックパックから伸のびるケーブルの先――ブースターを操作するスイッチだった。

　彼の指がスイッチを押おした瞬間、ゴウッとブースターが火を噴ふく。

「うわっ！　無む茶ちやすんな！」

　俺はカルトと一緒に地面の上を勢いよく滑すべった。

　地面に横よこ倒だおしになっていたお地蔵様に頭から激げき突とつしそうになり、俺は慌てて地面を蹴ける。その反動で俺たちの体が宙へと浮うき上がった。

「ええい、離さぬか！」

「ンなこと言ったって！」

　足の裏が地面から数十センチ浮いたぐらいのところをフラフラ飛びながら、俺はカルトの体に必死にしがみつく。今ここで離したらまた空へと逃げられてしまう。

「波なみ乱だれ烈火！　そいつを離すなよ！」

　鋭い声で指示をよこしながら、響は俺たちのあとを追い駆けてくる。

　その手にはいつの間にかさっき俺が落としたナイフが握られていた。

「って、俺ごと刺さす気か!?」

「動くな！」

　響は俺を追おい越こし、カルトの背後に回ってタンッと地面を蹴る。

　バキッ、と彼かの女じよのナイフがカルトの背のバックパックに突つき刺さった。

　って！　機械にそんなことしたら!?

　途と端たんにブースターが音を立てて小さな爆ばく発はつを起こし、俺たちは反動でバラバラの方向に吹ふき飛ばされる。

「うぎゃっ！」

　ちょうど硬かたい木の根っこにアゴを打ちつけ、危あやうく舌を噛みそうになる。

　つーか響も無茶しやがって。もし爆発の規模がもっと大きかったらどうするつもりだったんだ。

「カルト・グラフィモア！」

　その時、響の制止する声が耳に届く。

　声の方を振り向むくと、カルトが例の『青い扉とびら』を召しよう喚かんして逃げようとしているのが目に入った。

　響は即そく座ざに駆け出し、俺も慌ててあとを追う。

「ひぃっ！」

　カルトは悲鳴を上げて『青い扉』の向こう側へと逃げ込む。

　そのすぐあとに響も続いた。

「烈火さんダッシュですよー」

「分かってるよ！」

　アールは俺が走れば勝手にくっついてくるから楽だよな！

　開けっ放しの『青い扉』の姿形が揺ゆらいで、徐じよ々じよに消えようとする。

「わっわっ！　ちょっと待った！」

　ほとんど前につんのめるようにして『青い扉』をくぐり抜ぬけた。

　急に視界がぐんにゃりとゆがみ、上下左右が分からなくなる。

　以前、宇宙船のワープや地下の封ふう印いんをくぐった時と似たような感覚だった。

　そういやこれってどこへ出るんだ？

　今いま更さらながら闇やみ雲くもに突っ込んだことを後こう悔かいする。

　その時間が数秒だったのか数分だったのか分からないが――唐とう突とつに終わる。

「ぐえっ！」

　なんかさっきから地面に顔面ぶつけてばっかだな……。

　だが今度は土の地面ではなく人工的な材質の床ゆかだった。

　痛むアゴをさすりながら立ち上がる。

「建物の中って感じだよな……どこなんだ？　ここ」

　カルトが異世界の住人なら、彼が逃げた先も異世界である可能性が高そうだが。

　部屋を見み渡わたしてみると、天てん井じようも壁も全部ガラスでできた展望台みたいな造りになっていた。部屋の奥おくには階段があり、下の階へと続いている。

　窓の外は明るかった。地球は夜だったが、こちらの世界は朝か昼なのだろうか？

　さらに後ろを振り向くと、たった今俺が出てきた『青い扉』がある……あれ？

「赤い？」

　さっきまで青かったはずの扉が赤くなっていた。

「出口と入り口で色が違うんですかね？」

　俺もアールも小首を傾かしげるが、おそらく『青い扉』と『赤い扉』は対のアイテムという認にん識しきでいいんだろう。

　それよりも響を追おう――とした時だった。

「何だあれ？」

　俺の視界に妙みような物が飛び込んできた。それは妙と言うより奇き妙みようで、奇妙と言うより異常だった。とても無視することなんてできないくらいに。

　もっとよく確かめようと思い、壁かべ際ぎわ――というか窓まど際ぎわ――に近寄り、外の景色をぐるりと眺ながめる。

　展望台からはひとつの町並みが見下ろせた。

　一いつ軒けん家やが等とう間かん隔かくに並び、その間を街かい道どうが網あみの目に走っていて、見事に整備されている。

　大きな建物はなく、せいぜい二階建ての一軒家程度。その屋根の高さからして、俺たちがいる建物は三階建てくらいだろうか。

　家や道路がないところは全すべて芝しば生ふになっていた。木はぽつんぽつんと生えているだけだ。

　町中を人々がまばらに行き交っている。

　それだけならのどかな光景だっただろう。

　だが、明らかな異常がひとつある。

　――世界に壁かべがあるのだ。

　比ひ喩ゆとかではなく、物理的な壁が見渡す限りの風景の外周を囲い、その囲いは空にまで及およんでいた。ちょうど半球状のドームに町が覆われているような状態だ。

　壁はわずかに光を発していた。

　あの光には見覚えがある。

「あれ、カルトのカプセルが割れた時に一いつ瞬しゆん漏もれる光に似てるよな……」

「そうですねー」

　アールは暢のん気きに頷うなずく。

　だが、事態は結構深刻な気がした。

「もしかして、この世界はカルトに支配されてるのか？」

　目の前にある世界は、まるで箱庭だ。

　こんな計画的な町並みはフツーならあり得ない。

　歴史の授業で習った平安京や平城京のように、誰だれかが設計図を用いて意図的に造らない限り――

　――ではその設計図を描えがいたのは誰か？

「……って、そんなのカルトしかいねーよな」

　魔科学らしき光の壁がその証しよう拠こだ。

　この世界はカルトによって切り取られ、隔離されている。

　その目的までは分からない。

　だがカルトの持つ『青い扉』や瞬間インスタント魔法ソーサリー、ダウジングペンデュラムに水すい晶しよう球……彼の持つ魔科学は底が知れない。あれだけの技術があるなら世界の一部を切り取ることだって不可能とは言い切れない。

「烈火さん烈火さん。いつまでボーッとしてるんですか？」

「別にボーッとはしてねーよ。ただ少し考え事を」

「へぇ。ない頭を使おうとするのも構いませんが、そろそろ響さんのことを追い駆けなければいけないのでは？」

「って、そうだった！　あいつらどこ行ったんだ？」

　この部屋にいないってことは、階段を下りたってことだよな。

　俺はアールとともに二階へ降りる。

　二階と一階どちらにふたりがいるのかは分からない。まずはこの階から調べることにしよう。

「三階に比べて二階は広いな」

「展望台だけ『凸とつ』って感じで突き出てるんじゃないですか？」

「かもな」

　アールと会話しながら各部屋を覗のぞいて回る。

「研究室とか資料室みたいなのばっかりだな」

「まぁ魔科学者って言ってましたし、いかにもなんじゃないですか」

「そうだな」

　さらに部屋を調べてみる。

　どこも資料やら機械やら何かの実験道具みたいのやら、とかく変な物や眺めるだけで頭の痛くなりそうな物ばかりだった――が。

　いかにもマッドサイエンティストっぽいカルトの研究室の中で、ひとつだけ〝っぽくない〟物を見つけた。

「写真？」

「おー美人さんですねぇ」

　宙に浮く未来人が口笛を吹く。

　アールの言う通り、写真には金きん髪ぱつの綺き麗れいな女性が写っていた。

　時間の止まった平面の中で、その女性は俺に向かってやわらかく微ほほ笑えんでいる。いや、俺にじゃなくてシャッターを切っている誰かに、か？

「まぁ、とにかく二階に響はいないみたいだな」

「じゃぁ一階じゃないですかー？」

　言われるまでもなく、俺は一階へと急ぐ。

　そして、カルトに馬乗りになる響と、響にタコ殴なぐりにされているカルトを発見した。

「ギャァァァァァ！　もうっ、もうやめて欲ほしいのである！」

「……」

　黙もく々もくと拳こぶしを振り下ろす響。ちょっと怖こわい。

　ていうか容よう赦しやねーな……。

　俺が三階から一階に来るまで数分あったはずだが、その間ずっと殴ってたのか？

「お、おい、もうやめてやれよ」

「波乱烈火。遅おそい」

　思わず止めに入った俺を振り返り、響は開口一番文句を言う。

　頬ほおに血が飛び散ってて本気で怖いんだが……。

「ワ、ワリィ。どこ行ったか分からなかったから、二階から調べてた」

「ふぅん。何か見つけたか？」

「研究室とか資料室ばっかだったけど、特にこれって物はなかったな」

「使えないな」

「うぐっ、悪かったな」

　響の呆あきれ顔から目を逸そらす。

「まぁいい。ボクもカルト・グラフィモアから話を聞き出していたところだ」

「どう見ても一方的に殴ってただけだろ」

「尋じん問もんだ」

「延々と殴られていたら喋しやべれないのである！」

　半泣きのカルトが叫ぶ。

「それ尋問じゃなくて拷ごう問もんだろ」

　今度は響が俺から目を逸らした。

　俺はため息をつき、中ちゆう腰ごしになってカルトの腫はれ上がった顔を覗き込む。

「えーと……もう殴らせないからお前の目的を教えてくれ」

「むぐぐ」

「やっぱりもっとボクが尋問を」

「分かったのである！　だから殴らないで欲しいのである！」

　脅きよう迫はくに屈くつしたカルトは両手を挙げて降参した。

　ちょっと憐あわれ……。

　響の持っていた針金で両手首をグルグル巻きにされたカルトは、俺たちを一階のある部屋に連れてきた。

　そこは一階の半分以上を使用した広い部屋だった。壁にビッシリと複雑な機械類やコンピューターらしき物が並べられ、天井や床を隙すき間まなく魔ま法ほう陣じんが埋うめている。魔法と科学が合わさった不思議な部屋だ。

　その中心に〝彼女〟はいた。

「……」

　彼女は俺たちが部屋に入ってきても何の反応も示さない。

　なぜならその女性は人ひとりが入れる大きさの透とう明めいなカプセルの中に横たわり、目を閉じて眠ねむっているからだ。ドレスで着き飾かざられ、両手を組んで胸の上に置いている様は、まるで童話に出てくる眠り姫ひめのようだった。

「この人……」

　さっき二階で見つけた写真の女の人だ。

「……」

　女性は眠り続けたまま、ピクリともしない。

　その姿が、『睡スリ魔ープ』の魔法を受けたハリッサと重なる。

「この人もハリッサみたいに魔法で眠らせて、ヒドいことしたのか!?」

　俺はカルトの襟えり首くびを掴み、激しく問いただす。

「我輩がそんなことをするわけがないのである！」

　こちらの詰きつ問もんに対し、カルトは激げき昂こうした。

「我輩がメイファにヒドいことなどするものか」

　カルトは声を荒あらげ、重ねて強く否定する。

「……じゃぁ、彼女は何なんだ？　どうしてここで眠ってる？」

「彼女は我輩がこの世で唯ゆい一いつ愛した女性……そして、この世界を守った女め神がみなのだ」

　彼かれは眠り姫――メイファに慈いつくしむような視線を送り、やや憂うれいを帯びた口調で言う。

「「……女神？」」

　大おお袈げ裟さな言い方に俺と響は困こん惑わくしつつ、疑ぎ問もん符ふを浮かべる。

　とりあえず、カルトがこのメイファという女性をとても大切に想おもっていることは分かった。しかし……。

「この世界を守ったって、どういうことなんだ？」

　それと彼女が眠っていることと、何の関係が？

　カルトはしばしメイファの方を切ない表情で見つめたあと、俺たちに向き直った。

「二十年前ほど前、我輩たちの住む世界に『闇やみ喰くらいの悪あく魔ま』が現れたのである。奴やつの名はゾルフィアクド。不幸や災害の源となる『闇やみ』エネルギーを喰らい、その力を増す悪魔であった」

　悪魔とはまたいかにもなのが出てきたな。

　けどちょっと違い和わ感かんを覚える。
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「その『闇喰らいの悪魔』ってのが何だか知らねーけど、不幸や災害の源を喰ってくれるならむしろ好都合なんじゃないのか？」

「フフンッ、愚ぐ者しやらしい浅はかさな考えぎゃんっ！」

　偉えらそうに胸をそらそうとしたカルトを響が殴り飛ばす。

「さっさと説明しろ」

「う、うむ……。簡単に言うと、この世に不要なエネルギーなど存在しないということである。それがたとえ『闇』エネルギーであろうとな。世界というのは様々な属性のエネルギーが入り混じって存在しているのである」

「だから『闇』エネルギーでもなくなるのはまずいってことか？」

「その通りである。そして、エネルギーの枯こ渇かつとはすなわち世界の破は滅めつにつながる問題なのだ。ゾルフィアクドは個によって世界を滅ほろぼす力を持った悪魔であった」

「で、その悪魔とこの女にどんな関係が？」

　響は組んだ腕うでを指でトントン叩きながらカルトに先を促うながす。

「メイファは美しいと同時に素す晴ばらしい魔法適性を持った女性であった……彼女だけが、ゾルフィアクドを封印できる可能性を持っていたのだ」

「じゃぁ、このメイファさんがその悪魔を封印したのか？」

「そうとも言えるし違ちがうとも言える。メイファは適性こそ高けれど我輩ほど魔法に精通していたわけではない。ゾルフィアクドほどの悪魔を封印する術式には相応の修練が必要であり、彼女にそれだけのことをさせる時間はこの世界に残されていなかった」

「……それで、お前たちは結局どうしたんだ？」

　俺の問いに、カルトは苦虫を噛かみ潰つぶしたように表情をゆがめる。

　彼は当時のことを思い出しているのか、苦しそうに深呼吸した。

「……決断したのは、メイファの方であった」

　たっぷりと間を置いて、カルトは再び話し始める。

「我輩は彼女に『自分を封印の器うつわにして欲しい』と頼たのまれた。そして我輩は魔ま力りよくと媒ばい介かいを基き礎そに、器とゾルフィアクドの精神を同調させて封印する術式を編んだ」

「精神を同調？」

　器っていうのはメイファのことだろう。それと悪魔の精神をくっつけるってことか？

「なるほど。つまりこの女が眠っている限り、その悪魔も封印の中で眠り続けるということか」

　響が推論をまとめると、カルトは小さく頷いた。

「……彼女は世界を守るために、悪魔とともに永遠の眠りにつくことを選んだのである」

「永遠の眠り……」

　ハリッサを眠らせたあの魔法は、元々そのために作られたのか。

　そこで俺はハッとする。

「じゃぁ、お前は自分の恋こい人びとを犠ぎ牲せいにしたのか!?」

「……その通りである」

「その通りって、お前……」

「ほかに方法がなかったのだ！」

　ブルブルとカルトは怒いかりで肩かたを震ふるわせる。

「ワリィ……」

　不用意な発言をしてしまったことを俺は謝あやまる。

「…………客観的に見て、それ以外にこの世界を守る方法はなかった。そして彼女が望んだことでもあった。力なき我輩に選せん択たく肢しなどなかったのだ」

　カルトは悲ひ壮そうな眼まな差ざしで俺を睨にらみ返してきた。

　その瞳の奥にある煮にえ滾たぎるような感情に気け圧おされて、俺は息を呑のむ。

　恋人を犠牲にしなきゃ世界を守れないなんて……そんな選せん択たく、ツラいに決まってるよな。

　俺だってひとつ間ま違ちがえれば、誰かを守れなかったかもしれないのだ。そして、そうせずに済んだのは単に運がよかったからだと思う。

　俺は自分が恵めぐまれていたことに気づいて、カルトにかける言葉を失った。

「悪魔を封印するのに使った媒介というのは、あの白い宝石のペンダントか？」

　響がカプセルの中のメイファを指差し、淡たん々たんと尋たずねる。

　彼女の指先を辿ると、確かに眠り姫の胸むな元もとに大きな白色の宝石が嵌はまったペンダントがかけられていた。宝石の中心には奇妙な紋もん様ようが浮かび、彼女の呼吸に合わせて明めい滅めつをくり返している。

「これも魔科学的なアイテムなのか？」

「その通りである」

　響の問いにカルトは頷く。

　もう一度俺おれは白色の宝石に目を向けた。

　あの中に世界を滅ぼす力を持った悪魔が封印されてるのか……。

「媒介となっている宝石が砕くだけるか、メイファが何らかの要因で目覚めない限り、ゾルフィアクドが復活することはない」

「なるほどな」

　カルトの補足に響は小さく頷くと――ため息をついた。

「てっきり今回の『物語』に関係があるのかと思って聞いていたが、ただの無む駄だ話ばなしだったな」

「なっ無駄話って……！　おい、何だよその言い方は！」

　落らく胆たんするような響の物言いに俺は食ってかかる。

「フンッ。波乱烈火、勘かん違ちがいするなよ？　ボクらはそいつのお涙なみだ頂ちよう戴だいな話を聞くためにここまで来たんじゃない。現在進行形で起こっている『物語』を解決しに来たんだ」

　そりゃ確かにメイファと悪魔の話と、今回カルトが響を狙ねらってきたことは、別々の『物語』かもしれないけど……無駄話呼ばわりするのはヒドいんじゃないか？

　つい彼女に非難の視線を向けてしまう。

「……フンッ」

　しかし、響は鼻を鳴らして俺の無言の抗こう議ぎを退けた。

　彼女はそのままカルトに詰つめ寄より、襟えりを締しめ上げる。

「さぁ、無駄話は終わりだ。お前がボクを狙った目的を吐はけ」

「ぐぐぐぐ苦しいのである」

「おい、やめろって」

「いちいち止めるな。話が進まない」

　ひと悶もん着ちやくが起こり、しばし俺と響は言い合った。

「……もういい。いいからさっさと話せ」

　ようやく落ち着いた響がイラ立たしげにカルトを促す。

「う、うむ」

　カルトは若じやつ干かん怯おびえた様子で頷いた。だが、彼の瞳ひとみにはわずかな敵意が宿り、それが響に向けられている。

　まずいな……やたらと関係を悪化させると、ちゃんと彼の話を聞かせてもらえないかもしれない。

　それに段々と俺はカルトがただの悪人とは思えなくなっていた。彼の目的は未いまだに分からないが、もしかしたらお互たがいに協力することで、響を犠牲にすることなくその問題を解決できるかもしれない。

　そうするためにはまずお互いに歩み寄らないと……。

「続きを話す前に、我わが輩はいを椅い子すに座すわらせてはくれまいか？　そろそろ立っているのがツラくなってきたのである」

「そのまま立ってろ」と響。

「ああ、いいぜ」と俺。

　カルトの申し出に正反対の返事をする俺たち。

「……」

　響が俺を睨んできたが、あえて無視した。

「えーと、椅子はどこにあるんだ？」

「ありがたい。椅子はそっちである」

「ああ、あの机のところか」

　俺は壁際の機械の間にちょこんと置かれた、やたらと散らかっている作業机のところへカルトを連れていく。

「ふぅ、足がすっかり痺しびれてしまった」

「もういい加減話せ」

　椅子に座ってひと息つくカルトを、響がイライラと急せかす。

　なんだか俺も一緒に睨まれてる気がした。ちょっと居い心ごこ地ちが悪い。

「うむ。では……あっ！」

　不意にカルトがメイファの方を見て声を上げる。

「何だ!?」

　響がそちらを振り向き、俺も何事かと身構えた。

　しかし、特に変わった様子はない。

「いや、すまぬ。メイファが動いたように見えたが、錯さつ覚かくだったようである」

　錯覚って……まぁ俺はいいけどさ。

「……」

　響はさらにさらに不ふ機き嫌げんになった顔で、タンタンと床をつま先で蹴けっている。もうすぐブチ切れそうだ。

　早く話した方がいいぞ～と俺は視線を送る。

「わ、我輩がお主を必要としたのはこの世界を救うためである」

　カルトも空気を察したらしく、冷ひや汗あせを垂らしながら話し始めた。

「？　この世界はもう救われたんじゃないのか？」

「そう、メイファのおかげで一度世界は救われた――だが、今この世界は二度目の滅びの危機を迎むかえているのである」

「二度目の、滅び……？」

　俺は驚きよう愕がくに目を見開く。

　響も少し衝しよう撃げきを受けたようで、床を蹴るのをピタリと止めた。

「どういうことだ？」

「先さき程ほど説明した通り、ゾルフィアクドは『闇』エネルギーを喰くらう悪魔であった。ゾルフィアクドそのものはメイファが封印したが、奴が喰らったエネルギーがこの世界に戻もどってきたわけではないのである」

「そりゃまぁ、そうだよな」

　喰った本人を封印してしまったのだから。

「お主たちは『世界は冷えていく』という法則を知っているか？」

「？　何だそりゃ？」

「チッ……」

　俺が首を傾げると、響は舌打ちした。

「熱力学第二法則のことだろ。簡単に言うと、熱いコーヒーをテーブルの上に放置してそのままにしておくと、コーヒーは冷えてしまうっていう単純な法則だ」

「そんなのフツーじゃねーのか？」

　俺がまたまた首を傾げると、響の表情が今度は侮ぶ蔑べつに変わる。

「ちゃんと理解しているか？　『冷える』っていうのは『熱エネルギーを失っていく』って意味に置おき換かえられる」

「エネルギーを……失う？」

「そうである。世界というのはただ何もしなくても徐々にエネルギーを失っていく――つまり『世界は冷えていく』のだ。ゾルフィアクドによって大量のエネルギーを奪うばわれたこの世界は『冷え切る』のが早まった」

「宇宙の『熱的死』……か」

　脳のう裏りに世界が凍こおりついた光景が思い浮かぶ。

　世界がそんな風になっちまうなんて、考えただけでゾッとする。

「何だよそれ……」

　ここは、メイファが望んで、カルトが恋人を犠牲にしてまで救った世界なんだろ？

　それがまた滅びそうになってるって、何だよ。

「あんまりじゃねぇか……」

　そんな『物語』残ざん酷こくすぎるだろ。

　だが、響は何の反応も示さない。

「この世界が『熱的死』を迎えようとしてるのは分かった――で、それとボクにどんな関係があるんだ？」

　響はカルトを淡々と問い詰める。

　……こんなヒドい話を聞かされて、彼女は何も感じないのか？

「ドライですねー」

　アールも俺と似た感想を持ったようだ。若じやつ干かん軽いが。

　そんな響の態度がまたカルトの反感を買ったらしく、彼は眉み間けんにシワを寄せる。

「……我輩はこの世界を救うため、まずは残ったエネルギーをかき集めて箱庭を作った」

「あの展望台から見えた光の壁か？」

　俺は少しでも空気をやわらげようと相あい槌づちを打つ。

「そうである。ああやって世界を最小化することで、何とか人が生きていけるだけのエネルギーを箱庭の中に留とどめているのだ」

　サラッと言ってるけどそれってかなり凄すごくないか？

　時々お間ま抜ぬけなところもあるが、やっぱ天才ってことか。

「だが、エネルギーを留めておくだけでは足りぬ。放って置けば『世界は冷えていく』のだから。ゆえに我輩はこの世界を救うアイテムを探すため、異世界へ渡わたる道具を発明した」

　あの『青い扉とびら』と『赤い扉』か。

「我輩はダウジングペンデュラムと探し物を映す水晶球を頼たよりに異世界を渡り歩あるいた。そして、ようやく我輩の目的に適かなう物をひとつ見つけたのだ。それがあの鎧よろいだ」

　そう言ってカルトは部屋の反対側をアゴで指した。

　部屋が広くて気づかなかったが、確かに壁かべ際ぎわに全身を覆おおうタイプのプレートアーマーが置いてあった。その全身鎧は睡すい眠みんカプセルとは別の機械につながれ、篭こ手てや脚きやく甲こうの辺りが微び妙みように光っている。

「あれはとある世界の勇者が使用していた鎧を改造した物なのである」

「勇者が？　でも、何で鎧？」

　勇者の鎧ってのは確かに凄そうだが、それがこの世界のエネルギー枯渇問題の解決にどう役に立つんだ？

「ふぅ、話は最後まで聞くのである」

　疑問符を浮かべる俺を哀あわれむようにカルトがため息をつく。

「あの鎧には装着者の運命律をパワーに変へん換かんする能力がある」

「運命律？　どっかで聞いたな……？」

「キミの家でそいつがボクのことを『巨きよ大だいな運命律を持つ者』と言ってただろ」

　話の腰こしをいちいち折る俺に響がイラ立ちを隠かくそうともせずに告げる。

「運命律というのは、簡単に言えばその者が持つ運命の重さである。起き伏ふくのない人生を送る者の運命律は小さく、波は瀾らん万ばん丈じような人生を送る者の運命律は大きい。勇者となるほどの者の運命律は当然巨大であるゆえ、装着者に強大なパワーを与あたえるというわけだ」

　ふむ、『万丈の血筋』を引く響の運命律が巨大ってのは頷ける話だ。

「我輩はこの鎧を改造し、運命律をパワーではなくエネルギーに変換して世界に還かん元げんする装置『インフィニティ・リヴァイヴァー』を造り上げた。あとは動力となる巨大な運命律を持った人間を『インフィニティ・リヴァイヴァー』の中に入れれば、この世界を救う永久機関が完成するのだ」

　カルトはそう言うと、響をギラギラとした目で見つめる。

「メイファがその身を犠牲にしてまで守ったこの世界を、我輩は救わねばならぬ」

「フンっ、なるほどな」

　響はカルトの視線を視線ではじき返すと、『インフィニティ・リヴァイヴァー』の方をジッと見る。

　あの中に彼女を眠らせるなり凍らせるなりして閉じ込めれば、宇宙にエネルギーを供給し続ける永久機関となるらしい。

　そうすれば『カルトの物語』は解決だ。

　だが、そのためには響が犠牲にならなければならない。

「…………」

　俺は黙だまってふたりの間に立っている。

『カルトの物語』はおおよそ理解できた。

　その動機や、目的を果たすための手段も。

　彼の悲しい過去も。

　だが、『カルトの物語』を救うために、響を犠牲にするなんて選択肢はもってのほかだ。

　何か別の方法を探さなければならない。

「カルト。いくつか質問があるんだけど、いいか？」

「……何だ？」

「さっきの話に出てきた探し物を映す水晶球だけど、それを使ってあの鎧以外にこの世界を救えるアイテムを探すことはできないのか？」

　この世界を救えるアイテムが『インフィニティ・リヴァイヴァー』だけとは限らない。それさえ見つかれば、響を犠牲にしなくて済む。

「不可能ではないだろうが、難しいのである。あの水晶球は有用ではあるが、探し物の検けん索さく範はん囲いは次元を超こえられぬ」

「次元を？」

「探し物が次元を超えた異世界にある場合、水晶球は何も映さぬということだ。たとえばお主の世界に無限のエネルギーを生む永久機関があったとしても、今この場で水晶球を使ったところで何も映らぬ」

　ってことは、この世界を救う別のアイテムを探すには、そのアイテムがある異世界へ渡らないといけないのか……しかし、どの世界にそんなアイテムがあるのか分からないのだから、アテもなく探し回るしかない。

「ん？　じゃぁ響を見つけたのも偶ぐう然ぜんってことか？」

「……まぁその通りである」

　つまり水晶球を使って世界を救う別手段を探すのは完全に運頼だのみってことか。

　この世界にどれくらい時間が残ってるのかは分からないが、カルトの態度を見る限りそれほど猶ゆう予よはない。運に頼って地道に探す暇ひまがあるかどうか……。

「……」

　眠らされたハリッサを救いたいだけなら、ここでカルトを脅おどして『睡魔スリープ』の魔法を解く手段を聞き出せばいいんだろう……でも、できるなら俺おれは彼のことも見捨てたくない。

　状じよう況きようは相変わらず厳しく、ロクなアテもない。

　グズグズしていたら俺もこの世界の『熱的死』に巻き込まれるかもしれない。

　それでも誰も見捨てたくない。一度は敵と思ったカルトのことも、彼の過去と事情を知った今、助けてやりたいと思う。誰もが笑えるハッピーエンドを俺は目指したい。

　ところが。

「波乱烈火。もう無駄話はいい」

　突とつ然ぜん、響が横から割って入る。

「率そつ直ちよくに言う。カルト・グラフィモア、この世界を捨てろ」

「何ィ!?」

「響、お前何言ってんだ？」

　あまりにも唐とう突とつな提案にカルトはもとより俺も驚愕する。

「大事なのは人の命だ。そいつは異世界に移動できる道具を持っている。それでどこへなり好きな世界へ移住すれば、この世界の全員を助けることができる」

　響の言うことは単純明快で、有効な解決策だった。この世界の生き残りはカルトが造った箱庭の中に集まっているから、全員を異世界へ移住させるのはそんなに手間のかかることじゃない。

　だが、提案されたカルトは難しい顔をしている。

　……待てよ？

　どうしてこんな単純な解決策をカルトは思いつかなかったんだ？　『青い扉』と『赤い扉』を作ったのも彼なのに、いったいなぜ……？

「何か異世界に移住できない理由でもあるのか？」

「……その方法では、メイファをここに置き去りにしていかねばならないのだ」

　カルトは険しい表情のまま答えた。

「ゾルフィアクドを封ふう印いんした術式は繊せん細さいで、とても『扉』の次元移動に耐たえられん。無理をすれば封印が破れてしまうのである」

「そうなのか……」

　永遠に眠り続ける恋人でも、滅んでいく世界に置き去りにはできないとカルトは言う。

「無論、みなの者はこの世界が消しよう滅めつする前に異世界へ逃にがすつもりだ……だが、我輩は可能性が一パーセントでも残っている限りメイファを見捨てぬ。たとえ、この世界とともに朽くちようとも」

　カルトの瞳に宿る強い光が、彼の意思の固かたさを示していた。

　彼の強い想いに俺は感動すら覚えたが、

「フンっ、くだらない」

　響はバッサリと一いつ蹴しゆうした。

「確実に世界を救う方法があるのに、なぜすぐに実行に移さない？　そんなことでもたもたしてる内に、思わぬトラブルが起きて犠牲が出たらどうする？」

「いや、そうかもしんねーけど、カルトの気持ちだって少しは考えてやれよ」

「人の命とその男のくだらない感傷とどっちが大事だと思ってるんだ？　バカかキミは」

「うぐっ……！」

「カルト・グラフィモア、お前もだ。ボクはお前も死なせるつもりはない。早々にこの世界を脱出してもらう」

　響の言うことはいちいち正論で、ぐぅの音も出ねーけど……でも。

「メイファはどうなるんだ？　人の命ってんなら、その方法だと彼かの女じよは犠牲になるぞ？」

　俺は睡眠カプセルで眠る彼女を指差す。

　それに対して、響は顔を顰しかめる。

「どうして男っていうのはこう……。彼女はどうせもう目覚めない、いや、目覚めちゃいけないんだろ。悪魔をその身に封印しているんだから――だったら、いっそのことこの世界と一いつ緒しよに永遠の眠りにつかせてやれ。その方がむしろ慈じ悲ひになるし、『闇喰らいの悪魔』も完全に始末できていいだろう」

「貴様ァ！」

　カルトが叫さけび声を上げ、憤ふん怒ぬの表情で響を睨みつける。

「……響」

「何だ？　ボクが何か間違ったことを言ったか？」

　間違ってはいないかもしれねーよ……でも。

「まだ何か方法があるかもしれねーだろ？　この世界も、メイファのことも救う方法が」

「そんなあるかどうかも分からない方法を探して無む駄だに『物語』を引き伸のばし、さらに無関係な誰だれかを巻き込んだらどうする？　その責任がキミに取れるのか？」

「ぐっ……！」

　痛いところを突つかれて、俺は呻うめく。

　無関係な誰かを巻き込みたくない――それは響にとって最優先事じ項こうであり、俺が彼女と行動をともにしているのもそれが理由だ。

「ボクらはただでさえ周りに不幸をもたらす。それを最小限の範はん囲いに留める努力を、常にするべきだ」

「それでも……俺はこれが最高のハッピーエンドだなんて思えない」

「最高のハッピーエンド？　そんな物をボクらが手にすることができるはずないだろう……身近な誰かも守れないのに」

　言葉の端はしから、響の過去の罪悪感がにじみ出る。

　彼女の心の傷だって分かる……でも！

「だからって諦あきらめたらそれで終わりだ！」

「黙れ。キミの意見は自分が罪悪感を背せ負おいたくないってだけの我わが侭ままだ」

　また痛いところを突かれる。

　ああ、分かってる。こんなの所しよ詮せんは俺の我侭だ。

　だけど、それでも――

「あがきもせずに諦めるなんて、俺は嫌いやだ」

　――俺はあくまで主張を曲げない。

「あらあら、これは大変ですね」

　いつも通りアールはお気楽に空中で寝ねそべった格好で、俺たちの言い争いを無表情に見下ろしている。

　膠こう着ちやく状態の中、先に動いたのは響だった。

「……フッッッ！」

「ぐふっ！」

　一歩で間合いを詰められ、腹を殴なぐられる。

「少し夫の教育が必要だな」

「夫って、まだその話引っ張ってんのか」

　俺は脂あぶら汗あせを流しながら床ゆかに膝ひざを突く。

「弱いな。ついでに少し鍛きたえるか」

「ンなッ、舐なめんじゃねぇ！」

　俺は痛みを押おし殺ころして立ち上がるが、足あし払ばらいをかけられて再び倒たおされる。

「グハッ！」

「弱すぎる」

　ちっくしょう！　まるで歯が立たない！

　倒れた俺を響は容よう赦しやなく追つい撃げきしてくる。

「グハッ！　ッテ、痛すぎだろ！　その安あん全ぜん靴ぐつ、鉄板仕込んでるだろ！」

「気のせいだ」

「死ぬ！　死ぬからこれ！」

「加減してる」

「絶対ウソだ！　ギャッ！　ミギャッ！　グゲッ！　ヤメッ！　ドハッ！」

　何度も何度も蹴られながら俺は背中を丸め、響からの攻こう撃げきに耐える。

　どうせ俺じゃ響に勝てない……！　なら、耐えて耐えて説得するしかない。

「まだ時間はあるんだ！　結論を急がなくても、知ち恵えを絞しぼればきっと全部何とかする方法が見つかる！」

　口の中で血の味がしたが、構わず俺は響に向かって叫んだ。

　だが、返ってきたのは無言の蹴りだった。

　くそっ、まさかこんなところで意見の衝しよう突とつがあるとは……！　何とか彼女に考え直してもらわないと……。

　ん……？

　視界の隅すみで何かが動いた。

　睡眠カプセルで眠ねむるメイファの胸元辺りで黒いモヤのような物が……？

「へぶっ！」

　後頭部に衝撃が走り、目から星が出る。

　クッ……！　よく分からんモヤのことを考えるよりも響の説得が先か。でも手も足も出ねー。

「しばらくそこで反省してろ。あとはボクが」

「この……っ！」

　悔くやしくて、俺が響を見上げた時だった。

　彼女の後ろで、なぜか両手の縛いましめを解いたカルトが椅子から立ち上がったのは。

「右に跳とべ！」

　反射的に叫びつつ、俺も響と一緒に床を蹴る。

　直後、カルトの投げたカプセルが割れて閃せん光こうが迸ほとばしり、一いつ瞬しゆん前まで俺たちがいた場所が凍りついていた。

「フハハハ、油断大敵である！」

　大笑いするカルトの足元には切られた針金と、ニッパーらしき工具が落ちていた。

　……あんの野や郎ろう。椅子に座りたいってのは、あの散らかった机の上か引き出しの中にニッパーがあるのを知ってたからか。あの時突然声を上げたのも、俺たちの気を逸そらして工具を取り出すため……！

　ひとしきり笑ったあと、カルトは俺たちをギロリと睨みつける。

「我輩はッ、最後まで諦めないッ！　何よりもメイファと約束したのだ！　彼女が守ったこの世界を何としても守ると！　そのためなら我輩は、どんなことでもしようぞ！」

　そのセリフは彼が未だに響を犠牲にし、『インフィニティ・リヴァイヴァー』を用いて世界を救うつもりでいることを示していた。

　俺は誰も犠牲になんかしたくないのに……！

「カルト！　頼たのむから少し待ってくれ！」

「問答無用である！」

　ダメか。話し合いには応じてくれそうにない。

「いったん退くぞ。中・遠えん距きよ離りじゃ勝ち目がない」

　響の判断は冷静だった。

　この場は退たい却きやくし、再度罠わなを張ってカルトを捕つかまえようってことだろう。

「分かった、それで行こう。でも単に逃げたんじゃダメだ。この箱庭世界はかなり狭せまい。建物も少ない上にどれも小さいし、開けた平地ばっかりだ。待まち伏ぶせや罠を張るには不向きだと思う」

「逃げたとしても、すぐに追おい詰められて一巻の終わりか。ならどうする？」

「……地球へ逃げよう。三階の『赤い扉』は『青い扉』みたいに消えてなかった。あれをくぐれば、たぶん元の場所に戻れるはずだ」

「……それしかないか」

　小声での相談を終える。

「さぁ、観念するがいい！」

「走れ！」

　カルトが叫ぶと同時に響が合図し、俺たちは反転。脱だつ兎とのごとく逃げ出す。

「ぬぅ！　待てぃ！　逃げられんぞ！」

　背後からカルトの制止する声が上がる。

「振り返るな！　全力で走れ！」

「お、おう！」

　逃げるとなったら一目散だ。俺たちは脇わき目めも振らずに走り抜ぬけ、二段飛ばしで階段を駆かけ上がった。

「ま、待つのでっ！　あっ！　るっ！　ぐふぅ！」

　遠くから再びカルトの怒ど鳴なり声が聞こえるが、なんか苦しそうだった。

　ああ、そうか。響にバックパックを壊こわされたから空が飛べないのか。もしかしたら走るのも久しぶりなのかもしれない。明らかに運動不足だ。

　ノロい魔ま科か学がく者を置き去りにして、俺たちは三階に辿たどり着く。

「波乱烈火！　早く開けろ！」

　響が階段の方を警けい戒かいしながら叫ぶ。

「お、おう！」

　俺は『赤い扉』のドアノブを掴つかんで、ひねった。

　すると。

　ガチャチャチャチャ

　ん？　なんかノブが変な音を立てたような？

「早く入れ！」

「うわっ！」

　背中を蹴られ、俺はまた『赤い扉』の向こう側の、ぐんにゃりとした空間に頭から突っ込む。

　粘ねばり気けのあるプールに入ったみたいな感覚が全身を包つつみ、どことも知れない方向へと進んでいく。

　やがてその感覚も終わり――

「ギャッ！」

　――また地面に顔面を打ちつけた。

　さらに後ろから続いてきた響に背中を踏ふまれる。

「ふぎゃっ！」

「……何で地面に寝てるんだ？」

「いいから早くどいてくれ、重い」

「……」

　グリッ

「ギニャッ！」

　何でわざわざもう一回踏み直すんだよ！

　まったく踏んだり蹴ったりだ。

　起き上がって振り返ると、ちょうど『青い扉』が宙に消えるところだった。

『青い扉』は一定時間で消えて、『赤い扉』はずっと消えないのか。違いは分からないが、そういう仕組みらしい。

「……おい、ここはどこだ？」

　ふと、響が疑ぎ問もん符ふつきで尋ねてきた。

「どこって、そりゃ学校の裏山に決まって……る？」

　フツーに答えかけて、途と中ちゆうで声に詰まる。

　顔面打ったり背中踏まれたりでさっきは気づかなかったが……何？　あのケタケタ笑う木とか木とか木の実とか。

「怖ッ！」

　何このファンシーだけどマッドな森。今は外が明るいからいいが、夜だったら間ま違ちがいなくホラーだ。

　当然、俺の知ってる学校の裏山にはこんなサイコな植物は生えてない。

　あれ？　ていうか何で空が明るいんだ？　確か研究所に行く前、地球は夜だったよな？

　その時、ポトッと何かが響の肩に落ちてきた。

　えーと……なんかゼリーみたいな感じの……毛虫？

「響。肩に変なのが」

「ん……キャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」

　ゼリー毛虫に気がついた響が、もうこの世の物とは思えないような悲鳴を上げ、俺に抱だきついてくる。

　意外とやわらかい！

「ちょっ！　待っ！」

　胸の辺りに押しつけられてる感かん触しよくがヤバいって！　何かが！　何かがくにゃんっと潰つぶれてる！　顔も近い！

　慌あわてて引き剥はがそうとするが、抱きついてくる力が強すぎてどうにもならない。

「お、おい響っ！　離はなれてくれ！」

「ヌヌヌヌ、ヌルッとしてる！　ヌルッとした虫！　どっちも嫌きらい嫌い嫌い！　取って取って取って～！」

　俺の声が届いてないのか、響はますますギュッと抱きついてくる。

　段々首が絞しまってきて別の意味でもいろいろヤバかったので、俺は急いでそのゼリー毛虫を彼女の肩から払はらい落とした。うわ、緑色の汁しるがちょっとついた。

「ほら、もう取れたから」

「……そ、そうか？」

　やや涙なみだ声ごえになりながら、響は恐おそる恐る自分の肩の上を見やる。

　もうゼリー毛虫がいないことを確かく認にんして、ようやくといった感じで彼女は安あん堵どのため息をついた。

　直後、俺と目が合う。

「……」

「……」

　何コレ……妙みように気まずい。

「烈火さんってベタなイベントはしっかりこなしますよね。これも『波乱の血筋』の性質なんでしょうか？」

　アールの変にマジメぶったコメント。無視。

　しばらくして、響は俺の体を突き飛ばすように離れた。
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「わ、悪かったな……」

「いや、別に……」

　真っ赤になって視線を逸らす響が、今までとギャップがありすぎて、俺は何と反応したらいいのか分からず頬ほおをかいた。

　それにしてもヌルヌルした物と虫が苦手って、響も結構フツーに女の子らしいとこあるんだな。

　まぁ……ちょっとしたハプニングもあったが、そろそろ本題に入ろう。現実から目を逸らし続けるのもいい加減限界だ。

　顔を上げ、もう一度周囲を見み渡わたす。

「ここ、どこだ？」

　俺の問いに、笑う木々がケタケタケタと返事をした。







間章二







　時計を見れば、もう夜の十時を過ぎていた。

　さすがに疲つかれてきたので、皐さ月つきはいったん解かい呪じゆの手を休め、小さく息を吐はく。

「すぅ……すぅ……」

「……」

　もうかれこれ四時間ほど休みなしで解呪を続けているというのに、ハリッサは相変わらず起きる気配を見せない。

　もしかしたらこのまま二度と起きないんじゃないか――そんな想像がよぎり、皐月は慌てて首を横に振った。ハリッサにかけられた強制睡眠の魔ま法ほうが思った以上に強固で、少しばかり心が折れそうになってしまった。

　ハリッサとは出会ってまだ少ししか経たっていないが、皐月はこの異世界の小さな魔導師のことをかわいいと思っていた。

　突然元いた世界に帰れなくなってしまった少女。

　彼女は烈れつ火かの家に居い候そうろうすることになってすぐ、皐月に家事のやり方を教えて欲ほしいと頼んできたのだ。

　烈火の役に立ちたいのだと、皐月に頭を下げた。

　元々家事はよくできた方なのだろう。皐月がこちらの世界の電化製品の使い方や買い物の仕方を教えただけで、あっという間にハリッサはひとりでも波なみ乱だれ家の家事を取り仕切るようになった。

　烈火のためにと一いち途ずに頑がん張ばる姿は見ていてかわいかった。

　まぁキッチンの使い方を教えたのはちょっぴり後こう悔かいしているけれど……おかげで烈火に手料理やお弁当を作ってあげる機会が減ってしまった。その上ハリッサの料理は異世界風なのかやや味付けが独特で美お味いしく、皐月も気合いを入れて頑張らないと負けてしまいそうだ。

　そういう意味で烈火を巡めぐる恋こい敵がたきのひとり――複数いるのがまた恐ろしい――であるハリッサなのだが、やはり個人としては彼女のことが嫌いではなかった。

　妹がいたらこんな感じだろうか……と皐月は思う。

　だから、絶対に助けたい。

「……よしっ」

　皐月は解呪作業を続行する。

　再度彼かの女じよの手の平に青い光が集まり、眠るハリッサの体をやさしく包み始めた。

「……」

　解呪を続けながら、ふと皐月の頭によぎるのは幼おさな馴な染じみの顔だ。

「烈火……」

　今はここにいない彼かれの名前を思わず呟つぶやいてしまう。

　いつもなら心に温かな光を灯ともすはずの名前が、今は暗い影かげを落とす。

　きっと烈火はハリッサを助けるために行動している。それだけは疑わない。皐月の幼馴染はそういう少年だった。

　面めん倒どう臭くさがりなところがあって、めだつのが嫌いで、喧けん嘩かもしない。

　波風の立たないフツーが大好きな少年。

　でも、だからって、波風を立てないために困ってる人を見捨てられる少年でもないのだ。面倒だとか、代わりに誰かやってくれるならやって欲しいと口では言うけれど。

「結局、見捨てられないのよね、烈火は……」

　言いながら、皐月は昔のことを思い出す。

　皐月が捨すて猫ねこを拾ってきてしまって、両親に捨ててきなさいと言われた時のことだ。

　猫を捨てられずに泣いている彼女を見て、烈火は「一緒に飼かってくれる人を探してやる」と言ってくれた。

「この前とーちゃんが川で猫助けて、そいつを飼ってくれる人探すの手伝ってたんだ」

　だからどこに飼い猫募ぼ集しゆうの張り紙を貼ったりすればいいのか分かる――とのことだった。

　しかし、

「や！　自分で飼いたいの！」

　その時の皐月は我侭を言った。

　すっかり猫に情が移っていたのだ、子供ながら。

　最初は烈火も皐月の説得を試みたが……ダメだと分かると、彼女を近所の神社へと連れていった。

「ここで面めん倒どう見よう」

「うん！」

　それからしばらく神社の縁えんの下に通う日々が続いた。

　ミルクをやったり寒くないように毛布を敷しいたり。

　一年ほどして、大きくなった猫はどこへともなくいなくなってしまったけれど。

　烈火は最後まで皐月につき合ってくれた。
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　彼は人が笑っていられることがフツーだと思ってる。

　それを守るのもフツーなことだと思ってる節がある。

　なのに……彼は強く皐月を拒きよ絶ぜつし、結果彼女を傷つけた。

　そんなつもりはなかったのかもしれない。

　何か理由があったのかもしれない。

　皐月が勝手に烈火の言葉を重く受け止めて、勝手に傷ついて、勝手に悩なやんでいるのかもしれない。

　それでも。

　深く戸と惑まどう。

　幼い頃ころからずっと一緒にいて、こんなことははじめてだったから。

　烈火のことが――大好きだから。

　ほんの少しのズレが、大きく彼女の心を揺ゆさぶって、亀き裂れつを入れる。

　いくら考えたところで彼の気持ちが――どれほど好きでも――分からない。分かるなら、苦労しない。

　森羅の大魔法でも人の気持ちまでは分からないのだ。

　その真っ暗な不確かさが皐月の心を苦しめる。

　ズキズキ

　ズキズキ

「……ッ」

　皐月は痛みを堪こらえるようにギュッと目を閉じた。

　痛みはやまない。

　ズキズキ……

　ズキズキ……







第三章　引き裂さかれる絆きずな、滅ほろびを望む







　笑う木の実。

　変な色の虫。

　踊おどり回る雲。

　どれも地球ではあり得ない物ばかりだった。

「いったいここはどこなんだ!?」

「知るか！」

　珍めずらしく声を荒あらげる響ひびきに俺も怒鳴り返す。

　お互たがいに肩かたで息をするまで大声を出し合ったあと、急に頭の熱が引いて、

「「はぁ～～～」」

　同時にため息をついた。

　まぁ、叫んだって物事は解決しねぇよな……ってのに気づいた。

　俺と響は改めて周囲を見回す。

「にしても変な世界だな」

「響はこういう異世界には来たことないのか？」

「いいや、異世界は初だな。キミは？」

「俺もここまで変な世界ははじめてだなぁ。中世っぽいとこには行ったけど」

　さっきのカルトの世界も異世界と言えば異世界なのだが、こんな異世界異世界した世界は初かもしれない。

　さて、ここで問題。

「どうしてボクらはこんなところにいるんだ？」

「そんなの俺が聞きてぇよ」

「波なみ乱だれ烈れつ火か。キミが『赤い扉とびら』をくぐれば地球に帰れると言ったんだろ」

「そうだけどさ。フツー元の場所につながってると思うだろ？」

「ならここはどこだ？」

「……分かんね」

　手がかりのひとつもない状況じゃ、ここがどこか見当もつかない。

「これからどうする？」

「待ってればカルトが響を探しに来るかもな」

「ふむ……消極的だが、それしかアテはないか。だがジッと待っているのもまずい。今度こそ奴やつは本気でボクを捕まえるために、入念に準備してくるはずだ。それまでに奴を出し抜くための罠を仕し掛かけないと」

　ド　ウゥゥゥゥゥウンッ！

　俺たちが今後の方針を話し合っていた時、突然地面が激しく揺らいだ。

　まるで巨きよ人じんが思いっきり山を蹴けりつけたような、そんな衝しよう撃げき。

「ゲダゲダゲダゲダ」

　気味の悪い木の実が笑い声を上げていくつも落下する。

「何だ？　今のは？」

　頭をかばいながら響はガサガサと藪やぶをかき分ける。

「おい、どこ行くんだ？」

「もっと視界の利きくところへだ！　ここでは状況が分からない！」

　その言い分はもっともだったので、俺も響に続いて藪の中を移動する。

　しばらくして俺たちは山を切り開いて作られた山道に出た。

「こういう道があるってことは人がいるってことか？」

　俺は曲がりくねった道を見上げながら呟く。

「人ではないかもな？」

「え？」

「こんな世界だぞ。人以外の生き物がいても不思議じゃない」

「……かもな」

　できれば勘かん弁べんして欲しいけど。

　出るにしてもなるべく怖こわくない生き物が出てきて欲しい。

　なんて思っていたら、またズドンッと山が揺れた。

　続けて、「ザワザワ」という声が山やま裾すそから聞こえてくる。

「さっきの木の実たちだ……」

　不気味に笑ってばかりいた木の実が何でこんな不安そうな声を？

　俺たちの周りの木の実たちもついに「ザワザワ」と騒さわぎ始める。

　……下から何か来る？

「なんかヤバい……隠かくれよう！」

「ボクも同感だ」

　ふたりで頷うなずき合い、木々の生おい茂しげった山道の脇わきへと退たい避ひする。

　やがて背の高い木々を飛び越こえるようにして、そいつは山を登ってきた。

　木と藪の陰かげに隠れながら、俺たちは山登りをまるで苦にしないその生き物を観察する。

　最初は白い塊かたまりにしか見えなかったそいつは、近づくにつれ一部がキラキラと光っているのが分かった。

　さらに近づくと、それが金色の尻しつ尾ぽだと分かる。

　金毛の立派な尾おを九本持つ四足の獣けもの。

　その正体は……。

「あれって狐きつねか？」

　見た目は確かに狐なんだけど、あんまり自信が持てない。だって大きさが動物園で見たライオンの五倍くらいある。牙きばも大きくて鋭するどく、ギョロリと動く目なんか俺の頭と同じくらいある。

　そのバカデカい狐は飛ぶように山道を駆け、あっという間に俺たちの頭上を飛び越えて言った。

　九つの尻尾が小さくなっていくのを、俺たちは呆ぼう然ぜんと見送る。

「尾が九本……まさか、九きゆう尾びの狐か？」

「九尾の狐？」

　響の呟きに俺は首をひねる。

　そうしたら物もの凄すごいバカな子を見るような目で見られた。

「……面倒なので端折はしよるが、インド・中国・日本を荒あらし回った伝説の妖よう怪かいだ。もちろんボクらの世界の九尾と同じとは限らないがな。近づかない方が無難だろう」

「だよな」

　俺もあんなのに近づくのはごめんだ。

「九尾は山頂へ登っていったし、俺たちはふもとを目指すか」

「そうだな。下りながら、カルト・グラフィモアを迎げい撃げきするポイントを探そう」

　その時、またもや木の実たちが騒ぎ始めた。

「今度は何だ!?」

　ややうんざりしながら俺は怒鳴る。

「さっきみたいなデカい音はしなかった。もう少し様子を見よう」

「りょーかい」

　俺たちは浮うかせかけた腰を再び下ろす。

　しばらくして山裾から現れたのは、九尾の狐にも劣おとらない、もしかしたらもっと凄すごくて変な奴らだった。

「あれって狸たぬきか？　カワウソか？」

「あの頭に皿が載のってるのはどう見ても河かつ童ぱだな」

「顔面に車輪がついてる……」

「デカいムカデだ」

「石の壁かべが走ってやがる。でも遅っ」

「冷たい感じの美人……雪女か」

　などなど。

　隠れている俺たちの上や横を何十何百という集団が通り過ぎていく。その多くがとても人間とは思えない異形の姿だった。

「どうやらここは妖怪たちが住む世界のようだな」

　通り過ぎていった奴らを見送ったあと、響は呟いた。

　さっき山を駆け登っていった九尾の狐も妖怪らしいし、彼女の言う通りっぽいな。

「妖怪の山、か」

　そう思って改めて山頂を見上げると、突然火柱が上がった。

　……って火柱ぁ!?

　続いて轟ごう音おんと怒ど号ごう。

　何度か感じたことのあるこの気配……戦いの気配。

「もしかして、さっきの九尾と妖怪たちが戦ってるのか？」

「かもしれないな。妖怪たちは九尾を追っていたようだし……」

「つーかあの炎ほのおの柱とか何なんだよ？」

「妖怪なんだから妖よう術じゆつのひとつも使うんだろ」

「妖術って……」

　あ、今度は巨きよ大だいな氷の塊が落ちた。

　そんなとんでもない妖術が飛び交かう戦場が、山の頂でドンドン激化していく。

　……巻き込まれたらひとたまりもないよな。

「逃にげるか、響」

「そうだな。さっさと下山してカルト・グラフィモアを迎むかえ撃うつぞ」

　お互いの意見が一いつ致ちしたので、急いで危険地帯から逃のがれるために山道を駆け下りる。

「時間を喰くった。急いで罠を仕掛けないと」

「罠はどこに張るんだ？」

「走りながら探す。前と同じ奇き襲しゆうは通じないだろうから、何か別の……」

　話し合いながら、山道のカーブにさしかかった時だった――先頭を走っていた響の目の前に、カーブの陰から小さな狐が飛び出してきた。

　坂道で加速がついていた響はすぐに止まれない。

「うわっ！」

「コンッ！」

　ひとりと一匹ぴきが思いっきり正面衝しよう突とつし、悲鳴を上げる。

　その瞬しゆん間かん、ボフンッ、となんとなく間ま抜ぬけで大きな音がしたかと思うと、ピンク色の煙けむりが広がって俺の視界を埋うめ尽つくす。

「ひ、響!?」

　何なんだこのピンクの煙！　響の姿が見えない。

「クソッ！」

　俺は舌打ちし、必死に煙をかき分けるが、指の間をすり抜けるばかりだ。

　だが、謎なぞのピンクの煙は唐とう突とつに霞かすみのようにかき消える。

　そして、煙の中から地面に倒れた響の姿が現れた。

「響っ！」

「……」

　抱き起こすが、反応がない。

「響っ！　おい、しっかりしろ！　響！」

「……んぅ」

　さらに呼びかけると、かすかに反応があった。

　ひとまず響が無事であったことに安堵し……とある異変に気づく。

「ん……」

　ピクんピクん

　響の口から吐と息いきが漏もれるのに合わせて、彼女の頭から生えた狐耳がピクピクと動く。

「えーと……」

　何がどうして響に狐耳が生えたんだ？

「アール。この耳、どういうことだ？」

「かわいいですね。普ふ段だんクールな響さんとのギャップがいい感じです」

「お前何言ってんだ？」

「萌もえ萌えきゅんっ、な話です」

　いや、萌えって……そんな無表情のまま言われてもな。

　俺が困り果てていると、腕うでの中の響が「んくっ……」と喘あえいで、ゆっくりとまぶたを開いた。

「響。気がついたのか？」

「……響？」

　弱々しく自分の名前を呟くと、響は自身の体や手足を見下ろし、徐じよ々じよに顔を青ざめさせていった。

「これ……っ、しまった！　おいらまたやっちまった！」

「おいら？」

　何だ？　唐突に響の口調が変に、っていうか様子も変だ。

「どうしたら～どうしたら～」

　響は奇き妙みようなほど狼ろう狽ばいし、ブツブツ言い続けている。

　いったいどうしたっていうんだ？

「おい……響？」

「ひゃうっ！」

　ビクンッと肩を跳はねさせ、響は恐る恐るといった感じで俺を見上げる。

　顔は真っ青で、涙なみだ目で、ガタガタ震ふるえて……何ていうか、

「そこはかとなくエロいですね」

「そうそうエ……って違ちがうわ！」

　絶ぜつ妙みようなタイミングでくちばし突っ込んできたアールにアッパーをかます。ひらりと避よけられた。

「ひぃ……！」

　って、響にはアールが見えないんだよな。目の前でいきなり大声を上げて謎の寸劇を始めた俺に、彼女は物凄く怯おびえている。

「うううぅ……」

　……にしてもちょっとビビりすぎじゃないか？

　今までの響からは想像もつかないような反応に俺の方が戸惑い始める。

「何が『どうしたら』なんだ？　はっきり言ってくれ響」

「うっううぅ……響さんは今気絶してるんだ」

「は？　何言って」

「おいらの名前はココモ」

「…………は？」

　響が言っていることの意味が分からなくて、俺はさらに首を傾かしげる。

　ただなんとなく思った。

　もしかしてまた話がややこしくなってきたんじゃねーのか……と。

　その時、再び山頂付近で轟音。

「おいおい、今度は落らく雷らいか」

　しかも四本くらいの稲いな妻ずまが束になって地面に突つき刺ささった。ここから見ても山やま肌はだが大きく削けずられたのが見える。

　さっさとここを離れないと。

「大変だっ！　急がないと！」

　ところが響はそこで予想外の行動に出る。

「は？」

　何が、と尋たずねる間もなく、響は全力疾しつ走そうで山道を駆け登り始めた。

「って、おい待て！」

「ご、ごめんなさい！　でもおいら急がなくちゃいけないんだ！」

「バカ野や郎ろう！　ふもとに向かうんじゃなかったのかよ！」

　怒鳴りながら俺も彼女の背中を追い駆ける。

　ああもうわけ分からん！

「どうして上に向かってるのか説明しろ、響！」

「だからおいらは響さんじゃないんだ！　さっきぶつかっちゃった時に憑ひよう依いの術が暴走して、合体しちゃったんだよ！」

　ぶつかっちゃった？　響じゃない？　憑依の術？　合体だって？

　俺はさっきのカーブで彼女と狐がぶつかったのを思い出す。

　……まさかココモって名乗ってるのはさっきの子狐か？　あいつ妖怪だったのか！

「なるほど。それであの狐耳ですか。プリティーですね」

　確かに狐耳の謎は解けたがアールの感想は相変わらず暢のん気きだ！　響の体がそのココモって子狐のせいで妖怪たちの戦いに巻き込まれそうだってのに。

「いいからその憑依の術とかいうのを今すぐ解いて響の体を置いてけ！」

「暴走した術はおいらじゃ解けないんだよ～！」

「だったらせめて止まれ！」

「それもダメなんだ！　おいらが、おいらが行かないと！　みんなが！　だから、ごめんなさい！」

　さっきから謝あやまってばっかりだが、ココモはいっこうに走る速度を緩ゆるめない。憑依の術とやらで身体能力が上がってるのか元々の響の体力が凄いのか、山道をまるで苦にせず走ってる。

　俺はもうそろそろ限界。中学の頃の持久走だって学校全体で真ん中より下だったんだぞ……！

「ぐへぇ、あぁ……ああ！　ちくしょう！」

　だがここで置いていかれたら、連れ去られた（？）響の体がどうなるか分かったもんじゃない！　意地でもついてってやる！

「……ったく！　この山で何が起こってんだよ!?　それくらい教えやがれぇ！」

　叫んだ代だい償しように呼吸が詰つまってゲホゲホと咳せきが出る。

「おかあ……当代九尾の長おさが瘴気を吸いすぎて暴走してるんだよ！　この国の住民ならみんな知ってることじゃないか！」

　うるせぇな、こちとら地球育ちの地球人なんだよ！

　さすがにもう怒ど鳴なり返すだけの息が続かなくて、ぜぃぜぃと呼吸が荒くなっていく。脳が熱を持ってダルくなり、肺が破は裂れつしそうなほど苦しくなった。

　つーか……九尾の長ってのは、要するにさっきの九尾の狐だろ？

　ちょっとずつ話が見えてきた。

「つまりその瘴気を吸いすぎて狂くるった九尾さんを、妖怪さんたちが総がかりで止めるか倒たおすかしようとしているということですかね」

　そうそう俺おれもアールの言う通りだと思う……。

　事情は分かった。でもまだよく分からないことがある。

　それはココモが九尾と妖怪たちの戦場へ向かう理由だ。

　もうどのくらい山頂に近づいただろうか？

　そう思って上を見た俺に向かって、何か巨大な物が落下してきた。

「どぅわぁっは！」

　山道からコースアウトするように避け、藪に足を取られて転ぶ。俺がコケたその背後でズズンッとその何かが着地した。

「ブハッ！」

　藪の中に突っ込んだ顔を引っこ抜き、慌ててその場で振り返る。

　デッカいギョロ目と目が合った。

「ウギャー！」

　噂うわさをすれば九尾の狐と鉢はち合あわせてしまった！

「グルッルルルル……！」

　体重が確実にトンを超こえるであろう化け狐は、激しくうなりながら口くちの端はしからよだれを滴したたらせる。歯ぐきが見えるまで剥むいた牙は噛かまれれば上半身を丸ごと持って行かれそうだ。

「……チッ！」

　あまりにも分かりやすい死のイメージ。

　ドラゴンやバハムートとの戦いを経験してもまったく慣れない。慣れるわけがない恐きよう怖ふが背中を突き抜ぬけ、俺の脚あしを震えさせる。

「グルル……」

　俺をただの腰こし抜けと判断したのか、九尾の狐は視線を響と合体したココモへと移す。

「うぅぅ！　きゅ、九尾、おおおいらが封ふう印いんを……！」

「グゥウウウ！」

「ヒィ！」

　殺気の漲みなぎった九尾の視線にさらされ、ココモは悲鳴を上げて腰を抜かした。

　それはつまり響の体が無防備になるということで――

「響！」

　――気がつけば俺の足は地を蹴っていた。

「グウゥ！」

　数すう瞬しゆん遅おくれて九尾もココモに飛びかかる。

　距きよ離りが近いのも先に動き出したのも俺だが、素す早ばやさは九尾の方がはるかに上だ。

　硬こう直ちよくしているココモを中心にして、俺と九尾が交こう錯さくする。

「く……おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ああありがと」

「無事ならいい。すぐ逃げアグッ！」

　熱湯を浴びせかけられたような痛みが背中に走り、ついでグシャリと濡ぬれたシャツが肌はだに吸いつく感かん触しよくがする。さっきココモを押し倒した際、九尾の爪つめにやられたようだ。

　傷はそこまで深くなさそうだが、痛みで動きが止まる。

　最悪のタイミングで再び九尾と目が合った。

　しまっ……！

　致ち命めい的てきな隙すき――死が脳のう裏りをよぎる。

　その時、俺たちと九尾とを隔へだてるように火か炎えんの雨が空から降り注いだ。

　手の平から火炎を出しながら現れたのは、頭部が異様に長いひとつ目の妖怪だった。

「ココモ！　ヌシはここで何をしている！」

　気配か何かで見分けがつくらしく、まっすぐに響の顔を見ながら狐妖怪の名を呼んだ。

「早く長を封印しろ！」

「ははははい！」

　ココモは慌てて返事をすると、二本立てた指で自分の目の前の空間に三角形と逆三角形を重なるように描えがく。

　その図形なら俺でもゲームとかで見知ってる、六ろく芒ぼう星せいって奴だ。

　ココモの指先からはほとんど透とう明めいに近い白い炎が出ていて、彼が何度も指を動かす度に六芒星の形がよりハッキリと宙に顕あらわれていく。

　あれが狂った九尾を封印するのに必要な儀ぎ式しきなのだろうか？

「グルゥッ！　シャァ！」

　当の九尾は四方八方から集まってくる妖怪たちの妖術を迎撃するのに忙いそがしく、その場に完全に足止めされていた。

　あとはココモの術が完成すれば九尾は封印できる――と思った時だった。

「あ、ああ！」

　突とつ然ぜんココモが悲鳴を上げる。

　見れば、彼が描いていた六芒星の線がぐにゃぐにゃにゆがみ、解ほどけてバラバラになるところだった。

「何をしているココモ！　瘴気の封滅術はヌシら一族にしか使えぬのだぞ！」

「ごごごめんなさい！」

　響の顔で半泣きになりながらココモは謝って、再び六芒星を描こうとする。しかし、線はさっきよりもゆがんでしまって直線すら描けない。
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「グルウルウゥジャァア!!」

　九尾が一ひと際きわ大きな咆ほう哮こうを上げる。

　そうすると九尾を中心とした大おお竜たつ巻まきが突とつ如じよ発生し、地上にいる者も空中にいる者もまとめて風の刃やいばで薙なぎ払われた。

「うわぁぁーあ！」

「ンなロ！」

　俺は足の浮いたココモを受け止めるが、結局一いつ緒しよに吹ふき飛ばされてしまう。

「痛いてて」

　十メートルは飛ばされた。ぶつけた後頭部がジンジンと痛む。

　だがとっさに受け止めたおかげで響の体には傷ひとつない。

「ひび……いや、ココモは大丈夫か？」

「う、うぅ、やっぱおいらじゃダメなんだ……」

　本物の響なら絶対に浮かべないような表情で、ココモは彼かの女じよの声を借りて自じ虐ぎやくする。彼の気持ちを表すように頭の狐耳もシュンと垂れ下がった。

　大竜巻で包囲を破った九尾の狐はまたしても跳ちよう躍やくし、どこかへ行ってしまった。妖怪たちもそのあとを追い、内の何名かはこちらに侮ぶ蔑べつの視線を送ってくる。おそらく響の中にいるココモに対する物だろう。

　そして戦いの爪つめ痕あとだけを残して、誰だれもいなくなった。

「一件落着……ってわけにはいかねーよな」

　目の前の危機が見えなくなったからと言って、何かが解決したとは言い難がたい。

「あうぅぅぅ……い、行かなきゃ。おいら、行かなきゃ」

　ブツブツと呟きながらココモが立ち上がり、フラフラと妖怪たちが去っていった方へと歩き出す。

「待てコラ」

　何度も何度も響の体を持っていかせるわけにはいかない。

「は、離はなしてくれよぉ」

「ついさっき何にもできなかった奴が何言ってんだ。俺が助けなきゃお前が勝手に体を使ってる響も一緒に死んでたんだぞ」

「う、うぅぅぅ……」

　何にもできなかったというフレーズが効いたのか、ココモはその場に崩くずれ落ちるように倒れ、さめざめと泣き始めた。

　なんか子供をいじめてるみたいで気分悪いな……。

「いいから、事情を話してくれ。場合によっては、協力できるかもしれない」

「ど、どうして？」

「それは――」

　――俺は『波乱の血筋』についてココモに聞かせた。

「で、九尾の狐が瘴気を吸いすぎて暴走して、それをココモと妖怪たちが封印しようとしてた……って流れでいいんだっけ？」

「うん。そうだよ。でも……」

　ココモはそこで口ごもる。

　まぁ、自分の失敗を話すのは嫌いやだよな。それは分かる、ただ……。

「それなんだけど、どうしてその封印をココモがやらなきゃいけないんだ？」

　直接戦うわけではないとはいえ、あんな凶きよう悪あくな妖怪にこんな子供を立ち向かわせるのは無む謀ぼうな気がする。実際、九尾を前に彼はビビッて手も足も出なかった。

「今のおか……九尾を封印できるのは、おいらの封滅術だけなんだ」

「？　何だよその封滅術って？」

「ちょっと長くなるんだけど……」

　封滅術というのは「瘴気」と呼ばれる疫えき病びようや自然災害の元となる悪あしき気を封印・消しよう滅めつさせる妖術らしい。やり方はさっきの通り六芒星を描いて瘴気を捉とらえ、封印ないし消滅を行うそうだ。

　今の九尾は瘴気に侵おかされてほぼ同質の存在となっているから封滅術で封印できる、とのことだ。

「ん？」

「？　どうかしたの？」

「いや……」

　なんかその「疫病や自然災害の元となる悪しき気」って、つい最近どっかで聞いたような……まぁいいか。

　それよりも肝かん心じんな質問がある。

「にしてもその封滅術だっけ？　何でその術はココモにしか使えないんだ？」

「封滅術は特とく殊しゆな術で、代々九尾の一族にしか使えないんだ」

「九尾にしか……？」

　って、瘴気で狂ったのも九尾の狐なんだよな？　どういうことだ？

「九尾の一族は代々妖怪の長として、この国の土地に湧わき出る瘴気を払はらうのが役目なんだ。けど……今の九尾は長く瘴気を払う仕事を続けすぎて」

「……狂っちまったってことか」

　合が点てんがいったが……不意に新たな疑問が湧く。

「待てよ。その封滅術が使えるってことは、ココモは……」

「……うん。おいらも九尾なんだ」

「じゃぁ」

「おいらのお母さんなんだ、狂っちゃった九尾っていうのは」

　やっぱり……そうか……。

　響と合体する前に見たココモの姿は狐の妖怪だったし、まさかとは思ったけど。

　てことは。

「ココモは自分の母親を封印しようとしてんのか？」

　俺は信じられない気持ちで尋ねる。

「……だって、おいらが未熟なせいだから」

「ココモのせい？」

「瘴気っていうのは災害とかの元にもなるけど、心にも悪い影えい響きようを与あたえるんだ……おいらの場合は、恐怖」

　ブルリとココモは肩を震わせた。

　その目に涙が浮かぶ。

「瘴気を払おうっていざ封滅術を使おうとすると、途と端たんに怖くてたまらなくなるんだ。失敗すれば瘴気に侵されて狂うかもしれない、病気になるかもしれない、四し肢しが腐くさり落ちるかもしれない……そう思うといつも術が働かなくなって、逃げ出しちゃう……」

　泣きながら体を震わせ続けるココモ。

「お母さんはいつもダメなおいらの代わりに、歴代の九尾の倍近く瘴気を払い続けたんだ……だから、おいらが勇気を持てないせいで、お母さんは……瘴気を吸いすぎて、狂っちゃった……」

「…………」

　ああ、まったく。

　今回は何でこんなヒドい話ばっかりなんだ。

　俺だって弱いちんけなガキのひとりだ。毒ガスが充じゆう満まんする場所へひとりで行って何とかしろなんて言われたら一発で逃げ出す自信がある。

　ココモの弱さを分かってやれない奴がどこにいる？

　彼の母親だって、自分の子供が成長するまで……そのつもりで長の仕事を肩かた代がわりしてたんだろ？

　子供を想おもう母親の気持ちにどんな罪がある？

　その結果が狂った母親を子供に封印させる残ざん酷こくな『物語』か？

　ふざけんな。

　そんなもんにまた俺の『血』が巻き込まれたってんなら。

「分かった。そういうことなら俺も協力して」

「……何に協力するんだ？」

「ンなもん決まって……え？」

「波乱烈火。キミは何の話をしている？」

　ん？　「キミ」って、この口調は……。

「響か？」

「何を当たり前のことを……」

　響は訝いぶかる視線を俺に返してくる。

　ココモとの合体のショックで気を失っていた響の精神が目を覚ましたらしい。

「えっと、じゃぁココモはどうした？」

「ココモ？　誰だそ――おいらは響さんの中だよ」

　響のセリフを遮さえぎって、ココモの物だと思われるセリフが彼女の口から発せられる。

「おい、これはどうなってるんだ？　ん？　頭の中で妙みような声が……おい！　本当にどうなってるんだ!?」

　うーん、響の中に彼女の意識とココモの意識がふたつあるのに、口はひとつしかないからセリフが混ざってややこしいな。

「えーと、実はな……」

　何が起こってるか分かってない響に今までの経けい緯いを説明する。

「ふたつ目の『物語』だと……？」

　驚おどろきを隠せないといった表情で響は言う。

　しばらく響は下を向いていたが、突然顔をキッと上げて、

「まったく……普ふ通つうじゃないな」

　と、皮肉げに呟つぶやいた。

「本当にヒドい話だ。最悪だな……。それで波乱烈火、キミはどうするつもりだ？」

「俺はカルトもココモも助けたい」

「……そうか」

　一いつ瞬しゆん、響は難しい顔をしたが、すぐに首を縦に振った。

「ココ……苗みよう字じはないのか？　チッ、仕方がない。じゃぁココモ。今からいくつか質問する。頭の中で答えろ」

　自分の中にいるココモに話しかけ、響は目を閉じる。

　彼女のまぶたがぴくぴくと何度か動いているのを眺ながめながら、俺はふたりの対話が終わるのを待った。

　やがて彼女はまぶたを持ち上げる。

「妖怪たちは九尾を弱らせたのち、ココモの封滅術で封印するという作戦らしい」

「そうだったのか……でも」

　俺は先さき程ほどの九尾と妖怪たちの戦いを思い返す。

「正直、九尾一匹に全然歯が立ってなかったぞ」

「その辺りはさすが三国を滅ほろぼした大妖怪といったところだな」

　響はこともなげに頷く。

「だが瘴気の封滅術というのはその九尾のみが使える術だけあって、かなり強力な物らしい。おそらくボクの役割というのは、ココモと協力してその封滅術を上う手まく使いこなすことなんだろうな」

　なるほど。マンガとかラノベとかでも、事故で合体したふたりが力を合わせて何かと戦うってのは定番の話だ。

「だけど、実の母親を封印させるなんて……」

「波乱烈火。キミはまたそんなことを」

　響が「また」っていうのは、さっきカルトの研究所で言い争ったことだろう。今回も変な感傷に囚とらわれて九尾の狐きつねの封印を躊躇ためらえば、被ひ害がいがより拡大する――そう言いたいに違いない。

　そりゃ俺は理想論ばっかり並べるかもしれねーけど……だけどよ。

　誰かが泣いて終わるのがハッピーエンドなんかじゃねーだろ？

「……あの、おいらなら大丈夫」

　その時、ココモがおずおずと響の口を通して俺に話しかけてくる。

「でもよ……」

「封滅術は瘴気の封印も消滅もできるけど、基本的に消滅の技わざを使うんだ。当たり前だけど。でも、九尾の妖力でも消滅させられないほど強い瘴気が出た時は封印の技を使う。そのあと封印の中の瘴気をゆっくり散らしていくんだ」

「散らす？」

「徐々に無害にしていくってこと」

　……それってつまり。

「封印さえ上手く行けば、お母さんは助けられるんだ……千年くらいかかるけど」

「そう、なのか」

　助けられるならよかったが……千年ってのは、長すぎないか？

　だってココモはまだまだ子供だ。もっとお母さんに甘あまえたいんじゃ……？

　それともこれは彼かれなりの親おや離ばなれなんだろうか？　今の九きゆう尾びが妖よう怪かいの長だったんだから、次の長はココモのはずだ。その責任を背せ負おうためにあえて封印の役目を引き受けて……？

　いや、でも。

「なぁココモ」

「話はまとまったな。ならココモはもうボクの口を勝手に使うなよ」

　彼の真意を聞こうとしたところで、響にそれを遮られてしまった。

「待てって。もうちょっと……」

　俺がもう一度ココモと話させてくれと響に頼たのもうとした時――シュゴゴゴゴゴゴ――と、なんか聞き覚えのある炎の噴ふん射しや音が空から聞こえてきた。

「ようやく追いついたのである！」

　追い打ちとばかりに降ふってくる聞き覚えのある声。

　ああ、そういや俺たちこいつから逃げてる最中だったんだっけ。

　俺は振り返って空を見上げる。




　異世界の魔ま科か学がく者カルトが俺たちを追ってきた。
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「おい、なんか前より空飛ぶメカがデカくなってないか？」

「フヌゥーハッハッハ！　天才である我わが輩はいは同じ過あやまちはくり返さないのである！　お主たちには到とう底てい届かない高度にいれば反はん撃げきされる心配もないのだ」

　……その高笑いは凄くバカっぽいけど、やってることは理に適かなってる。

　実際、カルトは前回の五倍はあろうかという巨大なバックパック――というか空飛ぶ機械椅い子す？――に乗って、俺たちのはるか頭上を飛んでいるのだ。あれでは手の出しようがない。

「響。さすがに銃じゆうなんて持ってないよな？」

「さすがに、な」

「だよなぁ」

　参った。マジで反撃のしようがない。

「あ、あれ誰ココモはボクの口を勝手に使うなご、ごめんなさい」

　カルトのことを知らないココモが尋ねようとするが、響に怒おこられてすぐに黙だまらされる。今の全部ひとりで喋しやべってるんだから傍はた目めにはコントだ。

　つーかそれは置いといて、この場をどう切り抜けるか……。

　いや、待て待て。さっきは悲しい行き違いがあったが、俺は別にカルトと敵対したいわけじゃないんだ。ここで説得できれば……。

「なぁカルト！　話を聞いてくれ！」

「フフンッ、命いのち乞ごいであるか！　そんな物は無む駄だである！」

「いや、そうじゃなくてな」

「容よう赦しやはせん！　そのための新発明なのだ！」

　そう言うとカルトは空飛ぶ椅子の肘ひじかけに取りつけられたボタンをポチッと押おす。

　瞬間、彼が座すわっている機械椅子が大きく変形し始めた。

「おいおい……何だそりゃ？」

「グッハハァッ！　見たか！」

　俺は唖あ然ぜんとして変形したカルトの発明品を見上げる。

　何て言うか……個人用の飛行戦せん艦かんみたいな……なんかそんな感じ。相変わらずカルトの体は剥き出しなのだけれど、彼の座っている椅子の台座から物ぶつ騒そうな兵器が飛び出してる。

　ガトリングガンっぽい砲ほう身しんが計八門。

　拳けん銃じゆうどころか盾たてすら持たない俺たちには脅きよう威いすぎる武力だ。

「さぁ我がバトルカルトシップの威い力りよく！　とくと味わうがよい！」

　カルトが宣言した瞬間、ガトリングの銃じゆう口こうが全すべて俺たちを向く。ヤバッ！

「森へ逃げろ！」

「喰らえぃ！」

　俺が叫んだ瞬間、カルトも叫び、同時にガトリングが火を噴ふき、地面一帯が凍こおりつく。

「瞬間インスタント魔法ソーサリーのカプセルを吐はき出してんのか!?」

　カルトのへなちょこピッチングとは比べ物にならない威力と密度。

　俺たちが逃げ込んだ森の木々も、物凄い勢いで凍りついていく。最初の二、三秒は枝葉がカプセルを受け止めてくれるが、バトルカルトシップは凍った木々を次々と砕くだいて砕さい氷ひよう船せんみたいに直進してくる。

「ゲギャー！　ゲギャー！　ゲギャー！」

　仲間をドンドン凍らされた笑う木の実たちが悲鳴を上げまくった。世界の終わりでも来たみたいな悲鳴の大合唱で頭が割れそうだ。

「ダァー！　やっぱり響が殴なぐりすぎたせいで話聞いてくんねぇ！」

「うるさい！　今はこの状じよう況きようを打開する方法を考えろ！」

「ごもっとも！」

　選せん択たく肢しは三つ。

　一、バトルカルトシップもしくはガトリング八門を破は壊かいする。

　二、この場はひとまず逃げ切る。

　三、突とつ如じよ詐さ欺ぎ師し並みのトークセンスを身につけた俺がカルトを説得する。

　まず奇き跡せき頼だよりの三はなし。

　一も具体的な手段が思い浮かばない。

　まぁどう考えてもこの場は逃げるが勝ちだよな！　でも空飛ぶ相手からどうやって逃げ切る!?

「ああクソッ、いい案が思い浮かばない！　響は何かないのか!?」

「……ジャケットの裏にもう一本予備の特殊警棒が隠してある。それをブン投げてあのバカの頭にぶつけて気絶させる、くらいしかないな！」

「そんなんで上手くいくか!?」

「物を投げるのは得意だ！」

　そういや学校の裏山でも見事にカルトの手からカプセルを撃うち落としていたな。

「けど投げる暇ひまなんてあんのかよ？」

「キミが囮おとりになってくれれば……だが」

　片っぽが囮になってもう片っぽが隙を突く。ありきたりな作戦だ。

　ところがそれは使えない。なぜなら。

「カルトの狙ねらいは響だもんな」

　仮に俺たちが二手に分かれたとしても、カルトは響の方を狙う。つまり俺じゃ囮になれない。

「クソッ、手がねぇ！　ココモは何かないか!?」

「う、うぇい？」

　突然話を振ったせいかココモはやたらと狼狽した声を上げ、響に不ふ機き嫌げんな顔をさせる。それでも状況が状況なので彼女も今だけは文句を言わなかった。

「俺たちの都合に巻き込んじまってワリィけど、ここでやられちゃ俺もココモもおしまいだ！　何でもいい、何かひとつくらい使える妖よう術じゆつとかないのか？」

「お、おいらに使えるのは一番基本的な妖術しかないよ……」

　自信なさげな前置きをしてから話し始めたココモの声に、俺は全神経を注いで耳を傾かたむけた。このピンチを、打破するために！
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「ぜぇ、ぜぇ……！」

　いい加減、俺の呼吸も限界だ。

　ジリ貧になる前に覚かく悟ごを決めるっきゃねぇ！

「響！　ココモ！　やるぞ！」

　俺のかけ声と同時に、響がカーゴパンツのポケットから手の平サイズの筒つつのような物を取り出す。

「あんまり煙けむりを吸うなよ！」

　そう言って響が筒のピンを抜くと、あっという間に煙えん幕まくが俺たちの姿を包つつみ込んだ。

「ぬぬっ!?」

　カルトの驚きの声が聞こえ、ガトリングの音がやむ。

「烈火さん！」

　ココモの声が聞こえ、彼が響の手を借りて俺の胸の辺りを触さわる。

　……ん？　いいのか、これ？　自分じゃ分からねーんだけど。

「ちゃんと俺に術かかってるか？」

「うん。大だい丈じよう夫ぶだよ！」

「よしっ、分かった！」

　それが合図。

「スぅッ！」

　俺はあまり煙を吸わないようにひと呼吸すると、テキトーな方向に全速力で駆かけ出した。

「ぬぅ!?」

　煙幕から飛び出てきた俺にカルトが反応する。

　出てきたのが響かどうかを確かく認にんするためだろう。

　そして、カルトは――

「そっちであるか！」

　――俺に向かって銃口を向けた。

「……ッ！」

　炸さく裂れつする氷の魔ま法ほうから必死に逃にげながら、俺は内心でほくそ笑えむ。

「おお、烈火さんのブサイクな笑いも響さんの顔なら見られる物になりますね」

「やかましい！」

　余計なことを言うアールにツッコミつつ俺は必死に走り続ける。

　ココモにかけてもらったのは人の姿形を変える変化の術だ。確かに狐や狸たぬきと言えばこれが定番だ。その術で俺の外見を響に変えてもらっている。

　おかげで上手い具合にカルトを騙だますことに成功した。

　その時、消えかけていた煙幕を真っ二つに切り裂さき、響の投げた特殊警棒がカルトの後頭部を強きよう襲しゆうする。

　それは狙い違わず彼の頭へと吸い込まれる――直前、

「ぬっ！」

　第六感でも働いたのか、カルトは飛んでくる特殊警棒に気づいて左手でガードする。

　ガキィィィィィン！

　異様に甲かん高だかい音がして、特殊警棒は彼の頭に当たることなくあらぬ方向へと飛んでいった。

「失敗した!?」

　俺は近くの木の幹に掴つかまって急ブレーキをかける。

　まずい。こうなったら響とココモだけでも逃がさないと！

　俺はあえてカルトへ向かって突とつ進しんする。

　ところが、なぜか響もカルトの方へと駆け出した。

「!?」

　このままじゃふたりとも捕つかまっちまう！

　響だってここは片方が囮になるべきだと分かってるはずなのに、何でそんな行動に出る？　彼女の意図が分からず、俺は混乱した。

「おのれ！　どちらが本物なのだ!?」

　だが混乱しているのはカルトも同じだった。

　バトルカルトシップは火力を集中させるために前面にしかガトリングの銃口が向いていない。急にふたりになった〝響〟のどちらを狙えばいいのか、とっさに判断がついていないみたいだ。

　ならッ！

「波乱烈火！　キミは逃げろ！」

　俺おれは響の声で叫ぶ。

　カルト！　天才ならすぐ気づくだろ。ふたりいる響の内、片方が「波乱烈火」と呼ばれたなら、もう片方は？

「そっちが本物であるか！」

　そうだ！　こっちを狙え！

　まんまとカルトを騙すことに成功した俺は踵きびすを返して全力で逃とう走そうする。

　あとは本物の響からできるだけ離れて……。

「ダメだ！　ボクの方へ来い！」

　って、何だよもう！

　走りながら俺は後方を確認した。すると、ちょうど響は地面から何かを拾いあげ、俺に見せるように高く掲かかげてみせる。

「あれはッ！　そうか！」

　再度俺は方向転てん換かん、さっきから進行方向が行ったり来たりだ。足首が悲鳴を上げるが、とにかく俺はガトリングの銃口から逃のがれるようにして響のいる場所を目指す。

「待ぁてい！」

　カルトも声を上げ、飛行戦艦で追ってくる。

　だがこれが最後のスパートだ。俺は息を吸うのも忘れて全力で手足を振り回す。

　そうしてついに視界の正面に響の姿を捉えた。

　彼女はずっと掲げていた物――カルトが左手にしていた指輪の紫むらさきの宝石を回し、異世界へ通じる『青い扉とびら』を召しよう喚かんする。

「ゲゲェ！　あれは！」

　現れた『青い扉』を見て、カルトは慌あわててガトリングの連射を止める。指輪が凍るのを恐おそれたのだろう。

「き、貴様！　いつの間に我輩の指輪を？」

「さっきボクの警棒を左手で防いだだろ。その時落としたんだ」

　あの時の甲高い音は指輪に当たった音だったのか。

「ぬがー！　貴様ぁ、返すのである！」

「返して欲ほしいか……？」

　響は指輪を再び高く掲げ、

「なら、頑がん張ばって取ってこい！」

　思いっきりはるか彼か方なたまで指輪を投げ飛ばした。

「ギャアアアアアアア！」

　カルトの悲鳴が絶ぜつ叫きように変わる。

　あれがなければ彼も元の世界に帰れないのだから当然だ。

「よし、今の内に行くぞ！」

「おう！」

　カルトが指輪を追い駆けて飛んでいった隙に、響は『青い扉』のドアノブに手をかける。

　ガチャチャチャチャ

「ん？」

　この音、俺が『赤い扉』を開けた時も聞こえたような？

　ドアノブをよく見てみると、そこには不思議な模様が描かれたダイヤルが取りつけられており、響はノブとダイヤルを一緒に回していた。

「あっ！　ちょ、ちょっと待った！」

　俺は猛もう烈れつに嫌な予感がして響を止めようとする。

「グズグズするな！　『扉』が消える！」

　しかし、彼女は躊躇ためらう俺おれを無理やり引っ張り、『青い扉』の中へ引きずり込んだ。

　直後、視界が暗転する。
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　目を覚ましたのは、ちょうど頭上で『青い扉』が消えたところだった。

「背中痛いてぇ……」

　どうやら『青い扉』をくぐった時、今度は背中を打ったらしい。

「波乱烈火。大だい丈じよう夫ぶか？」

「ん？　ああ……イテテ」

　俺は響の手を借りて立ち上がる。ていうか、彼女はいつもちゃんと着地するよな。コツでも教えてもらおうか。

「……本当に大丈夫なのか？」

「ああ、平気だって」

「だがその背中の傷は……」

　ん？　さっき九尾にやられた傷か。

「そんな深くねぇし、もう血も止まってるから大丈夫だろ」

「…………」

　響は俺の背中を見ながらしばし沈ちん黙もくする。

「ボクを庇かばった時の傷なのか」

「え？　響あの時まだ気絶してたんじゃ？」

「今ココモに聞いた」

　そういや頭の中で会話できんだっけ。

「まぁ今も言ったけどたいした傷じゃないって、気にすんな」

「……フンっ」

　なぜか響はそっぽを向いた。

　……何か気に障さわるようなこと言ったかな？

　それから俺はココモに変化の術を解いてもらう。

　やっぱり自分の体というのは落ち着く。女の子の体ってのはいろいろとアレだからなぁ……まぁ、胸とか、いや、何でもない。まぁともかく。

「さてと……」

「うむ……」

　俺と響は揃そろって小さくため息をつき、周囲を見回した。

　目の前に広がるのは草木一本生えていない荒こう野や。

　見み渡わたす限り不毛の大地が続いている。

「案の定、知らない場所に来たな……。ここは地球なのか？　それともまた別の世界なのか？」

「あ～それなんだけどな」

　響の呟きに、俺が手を上げる。

「何だ？」

「さっき気づいたんだけど、あの『扉』のノブにダイヤルついてただろ？」

「ダイヤル？」

「そう。こう回すタイプの」

「言われてみればノブを回す時に何か一緒に回したような気が……」

「たぶんあのダイヤルは『扉』の行き先を決めるためのダイヤルだと思う。俺もカルトの研究所で『赤い扉』を開ける時に回しちまったし」

「……」

「な、何だよ？」

「フンっ、つまりキミがその時ダイヤルを回していなければ地球に戻もどれて、こうして余計な『物語』に巻き込まれずに済んでいたってことだろ」

　うわーまた呆あきれたような顔された。自分だって気づかなかったくせにー。

　まぁいいけどな。悪いのは俺だし。

「…………フンっ」

　響は肩かたを竦すくめる。

「こんな何もないところでグズグズしてても仕方がない。行くぞ、波乱烈火」

「ん……ああ……」

「？　どうした、ボクの顔に何かついてるか？」

「いや、今いま更さらすぎるんだけど、毎度フルネームで呼ぶの面めん倒どうじゃねーか？」

「…………」

　やっぱ今更すぎたか。メチャクチャ憮ぶ然ぜんとした顔された。

「……かしいだろ」

「はい？」

「男を下の名前で呼ぶのは恥はずかしい」

　今度は俺が呆れた顔をする番だった。

「な、何だ!?　ボクが変だとでも言うつもりか？」

「別にそういうわけじゃねーけど」

　そういやカルトもフルネームだったし、ココモですら苗字がないか尋ねてたな……。

「男、嫌きらいなのか？」

「そういうわけじゃない。ただボクは男となんて接する機会が全然なかったから……って何を言わせるんだキミは！」

「ゴフゥ！」

　み、鳩みぞ尾おちを思いっきり殴りやがった……今日一番のダメージかもしんねーぞこれ。

　なんてコントをやってた時だった。

　響の頭に生えた狐耳がピクンッと動いた。

「あ、あの！　ふたりともだからボクの口を勝手に！」

　ココモが何か言おうとしたのを響が遮ろうとして、
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　天地を揺ゆるがすような雄お叫たけびが俺たち全員の声をかき消した。

「な、何だ!?」

　いちおう人の声……だとは思う。

　しかし、鼓こ膜まくを震ふるわせ頭をガンガン殴りつけてくるこの轟ごう音おんが、本当に人の声だとは信じ難がたかった。

　だが、間ま違ちがいなく人のノドが大気を震わせる音だ。

「あっちだ！」

「！」

　響の指差す方を振り向き、俺は怒ど涛とうのごとく押し寄せる大軍勢を目にする。

　地平線を覆おおい尽つくす武装した人間たち……だが、何だかシルエットがおかしかった。

「金色の……人型？」

　それは非常口とかの上にある緑の看板の人型、あれをもうちょっと潰つぶして横よこ幅はばを広くしたような……まさに「人型」といった感じの、まるで粘ねん土どで作ったみたいな人間たちだった。

　金色の粘土人――クレイマンたちは各おの々おの弓や槍やり、剣けんや盾などを掲げてこちらへと押し寄せてくる。

「反対側からもだ！」

「！」

　振り返ると、響の言う通り背後からもクレイマンの軍勢が迫せまっていた。

　こちらの色は白い。あと金クレイマンに比べて数が少なかった。やはりこちらも武器を持って雄叫びを上げている。

　どんなに鈍にぶい俺でも今ここで何が行われて、いや、行われようとしているのか気づく。

「戦争……？」

　言葉にすればあまりにも現実味のないシンプルなただの二文字――だが現実として受け止めるにはあまりにも重すぎる出来事。

　それが目の前で始まろうとしている。

「何を呆ほうけている！　逃げるぞ！」

　思わず現実逃とう避ひしかけていた俺の肩を響が強く揺さぶる。

「お、おう！」

　俺と響は迫りくる戦場から必死の思いで逃げ出した。




　　　　　▽




　命からがらクレイマンたちの戦場から逃げ出した俺たちは、アテもなくもう何時間も荒野を彷徨さまよっていた。

「はぁ、はぁ」

　荒野の気温は思ったよりも高く、陽ひはジリジリと肌はだを炙あぶった。

　日ひ陰かげも見当たらず、飲み水も持っていなかった俺たちはすでにバテバテだ。さすがの響も時折体をフラつかせている。

　できれば休きゆう憩けいを取りたいが、こんな真っ平らな土地ではもしカルトに追いつかれた時、上空から狙い撃ちにされる。止まっているわけにはいかなかった。

「……カルトはあとどのくらいで来ると思う？」

　つい歩き続けるのに耐たえきれなくなって俺は響に尋ねてみる。

「……ダウジングペンデュラムがあるから指輪を見つけられないということはないはずだ。その内来る」

「……つまり分からないってことか」

「……うるさい」

　そこで会話がブツ切りになる。

　おかしな状況だが、俺は心のどこかでカルトが追ってくるのを心待ちにしていた。今来られたら一方的にやられるだけなのだが、少なくともこの重苦しい時間は終わる。

　俺も響もそろそろ精神的に限界が近かった。

　心が萎なえてくると、思考も暗い方へと転がり落ちていく。

　たとえば俺の『血』について。

　主人公不在の『物語』に巻き込まれ、主人公の代役を担になわされる『波乱の血筋』。

　なんて厄やつ介かいで面倒な体質なんだろうと最初は思った。

　けど現実はそれ以上だった。

　俺だけが危険ならまだよかった。

　だが俺がいるだけで周囲に危険をまき散らす。

　名めい探たん偵ていのすぐ傍そばで殺人事件が起きなければお話が成り立たないミステリー小説のように、俺の周りでは大事件が次々と起こる。

　フィクションならともかく、そんな奴やつが現実にいたら迷めい惑わくなだけだ。

　実際、一度助けたはずのハリッサが俺のせいで傷ついた。

　……つまり、こういうことか？

　誰も巻き込まないようにひと箇か所しよに留とどまらず、近しい人間も作らず、行く先々で身を削けずって危険な『物語』を解決しては、また人から離はなれる――それが『波乱』の宿命か？

　そんな聖人じみた苦行、大人になるまでの期間限定とはいえ、ガキの俺に耐えられそうにない。

　ずっとフツーに生きてきた俺の中に突然生まれた異物――それがこの『血』と体質。まるで悪性の腫しゆ瘍ようだ。到底受け入れられない。

　とっとと消えちまえと思う。

　こんなもんフツーじゃない。

　響の言うように、こんな『血』はもう根絶やしにするべきなのかもしれないな……。

　そんな風に暗あん澹たんたる思考に沈しずんでいた時、不意に視界の先で何かが太陽の光を反射するのが見えた。

　あれは……建物か？

　建物があるってことは……人がいる？

　人がいるってことは……食い物がある!?

　隣となりを歩く響も気づいたようだ。

　俺たちは顔を見合わせる。

「「……！」」

　お互たがい頷うなずきもせずに、同時に駆け出した。




　　　　　▽




　俺たちが辿たどり着いたのは、どうやら白クレイマンの前線基地のようだった。

　幸いなことに少数の見張り以外に人ひと影かげはなく、俺たちは難なく基地の敷しき地ち内ないに侵しん入にゆうできた。それから空腹で鋭えい敏びんになった嗅きゆう覚かくを頼たよりに歩き回り、彼らの食しよく糧りよう庫こを発見する。

「食ってから言うのもあれだけど、いいのかな勝手に食っちまって」

「奴らの食い物が土でなくてよかったな。黙って食え」

　ごもっとも。今は道徳より胃い袋ぶくろに従おう。

　最後に水で口の中の物を流し込み、俺たちはようやく人ひと心ごこ地ちがついた。

「さて、まずは情報収集だ。行くぞ、波乱烈火」

「行くってどこにだよ？」

「ここがクレイマンの基地なら、たぶんどこかに武器庫がある。そこでカルト・グラフィモアと戦うための武器を探す」

「武器か。でもあんま強力なのは……」

「目的はあくまで捕ほ獲かくだ。それにさっきの戦場で見た限り、クレイマンの武器はみな原始的な弓や剣だった。むしろあのガトリングに対たい抗こうできる物があるといいが……」

「……何とか戦う前に話し合いができればいいんだけどな」

「カルト・グラフィモアはボクを捕まえて『インフィニティ・リヴァイヴァー』にブチ込めば世界を救えるんだ。その上ボクを捕まえるのに必要な戦力が充じゆう分ぶんにあるんだから、ボクらと交こう渉しようするメリットがない」

「そりゃそうか……」

「何か奴にとってもメリットのある交渉材料があれば別だが？」

　そう言って響は問うように目を細める。

　カルトとの交渉材料になる物――それはつまり『カルトの物語』を救う別の方法にほかならない。それがあるなら、カルトだって話を聞いてくれるはずだ。

「……」

　しかし、残念ながらまだその方法を思いついていなかった。

「言っておくがボクの案はあくまでカルト・グラフィモアに『インフィニティ・リヴァイヴァー』の使用を諦あきらめさせ、アイツらの世界の住人をまとめて別世界に移住させることだ。それが一番だと思ってる」

「分かってるよ」

「波乱烈火。キミがキミのやりたい通りに『物語』を解決したいなら、今度カルト・グラフィモアと対たい峙じする時までにその解決案を考えておけ」

　響は厳しい口調で俺に釘くぎを刺さした。

　それから俺たちはココモの変化の術で白クレイマンに化けたあと、食糧庫を出る。

「……なぁ、もっと隠かくれながら行った方がいいんじゃないか？」

「道の真ん中を普通に歩いてる奴と、電柱に隠れながら歩いてる奴、どっちが怪あやしいと思う？　ココモの妖術で外見はアイツらと同じなんだ。堂々と歩け」

　基地内は建物と建物の間かん隔かくが広く、道も見通しがよすぎるほど広い。隠れる場所もほとんどないし、誰かが角を曲がってきたら即そく見つかってしまう。

　幸い今のところ誰ともすれ違っていないが。

　……ていうか、人がいなさすぎないか？

　ジープなどの車輪跡あとが残る広い道には俺たちしかいない。

　好都合ではあるが……何だか妙だ。

「なぁ、ひび……」

　俺が前を行く彼女に声をかけようとした時だった。

「貴様らそこで何をしている!?」

「「ッ!!」」

　突然の怒ど声せいを浴びせられ、俺たちは揃って身を固くする。

「おい、まさかバレたんじゃ？」

「慌てるな。少し様子を見るんだ」

　俺たちが小声で会話していると、また背後から「貴様らこちらを向け！」と怒ど鳴なられた。

　思いっきり緊きん張ちようしながら俺は思わず背筋を伸のばして振ふり返る。

　案の定そこにいたのはヘルメットをかぶった白クレイマンだった。

「すでに総統閣下の演説は始まっているぞ！　早く演習場の方へ移動しろ！」

　目も鼻もない口だけののっぺりフェイスなので表情は分からないが、怒っていることだけは間違いなさそうだ。

　どうやら正体がバレたわけじゃなさそうだけど……この状況どうしたらいいんだ？

　俺があたふたしていると、隣で響がビシッと敬礼をする。

「申し訳ありません！　先日こちらに配置されたばかりで道に迷ってしまいました！」

　スゲェ、まるで澱よどみなくウソつきやがった！

「迷っただと！　たるんどるぞ貴様！」

「重ね重ね申し訳ありません！　私たちも一刻も早く総統閣下のお言葉を頂ちよう戴だいしたいと思っております！　お忙いそがしいかと存じますが演習場までの道をお尋たずねしてもよろしいでしょうか？」

「む…………仕方ない。ついてこい」

　まだまだ言いたいことがありそうだったが、早く総統の話を聞きたいと言ったのが効果的だったのか、その白クレイマンは俺たちを先導して歩き始めた。

　道中も散々怒られたが、とりあえず正体はバレずに済んだようだ。

「…………同志諸君[image: ]　我々は………が……[image: ]」

　やがて総統の声らしき物が倉庫の陰かげから聞こえてくる。

　そのまま倉庫の角を曲がると、見渡す限りの広い土地に千を超こえる数のクレイマンたちが整然と列を揃えていた。クレイマンたちの外見は全員まったく一いつ緒しよで背格好も同じなので、それはそれは綺き麗れいな整列だった。

　俺たちはそんな彼らの最さい後こう尾びに並ばされる。

「総統閣下の最終決戦へ向けた大演説だ。よく拝はい聴ちようしておくように」

　そう言い残し、先導してくれた白クレイマンは去っていった。

　彼の姿が見えなくなったのを確認してから、俺は響の耳元に口を寄せる。

「どうする？　響」

「動いてもめだつ。今のボクらはここの兵士だと思われているんだから、演説が終わったあと堂々と武器庫の場所を聞けばいい」

　そうか。兵士が武器庫に用があっても不思議じゃない。

　俺は響に頷き返し、この集会が解散するまで総統とやらの話を静かに聞くことにした。

「諸君[image: ]　長きに渡わたる戦争をよく今こん日にちまで持ち堪こたえてくれた[image: ]」

　木箱を重ねて作った壇だんの上に立つ総統の声は耳にズギャンと突つき刺さるほど大きかった。もし目の前で聞いていたら鼓膜が破は裂れつしそうだ。

「我らを劣れつ等とう色と呼び、一方的に戦いを仕し掛かけてきた下品なメッキ野や郎ろうども!!　奴らの精神はそこらの汚お泥でいにも劣おとるクソ以下である!!」

　総統の声に応こたえるようにそこかしこで怒ど号ごうが上がった。

「なぁ……」

　俺はひとつ前に並ぶ白クレイマンにこそこそと話しかける。

「ん？　何だ？　遅ち刻こくしてきた奴らか」

「少し聞きたいんだが」

　小声で「おい！」と言いながら響が脇わき腹ばらを小こ突づいてくる。

　しかし俺は前の奴に話しかけるのをやめなかった。どうしても聞いておきたいことがあったからだ。

「メッキ野郎ってのは、あの金色の奴らのことだよな？　あいつらは何で俺おれたちと戦争をしてるんだ？」

「はぁ？　今更何を言ってるんだお前は。たった今総統閣下が仰おつしやっただろうが。あのクソメッキどもは俺たちのことを劣等色と言いがかりをつけてきて、この大陸から一いつ掃そうしようとしてやがるんだよ」

「……劣等色って、つまり肌の色のことか？」

「そうだよ！　あいつら俺たちを『陽の光を浴びてキラキラすることもできない出で来き損そこない』とか散々バカにしやがったんだぞ。クソが！」

　キラキラって……く、くだらねー。

　そんなくだらない理由でこいつらは戦争なんかしてんのかよ……いや、くだらねーのは戦争をふっかけてきた金クレイマンの方か。

　俺に戦争の理由を教えてくれた白クレイマンは嫌いやなことでも思い出したらしく、荒あら々あらしく前を向いて総統の演説に合わせて叫さけび始めた。

　白クレイマンたちはついには叫ぶだけでは足りなくなったのか、力任せに地面を踏ふみ鳴ならし始めた。千人以上がいっせいに行う地じ団だん駄だに、冗じよう談だんではなく地面が揺らぐ。

「勇ゆう敢かんなる純白の兵士たちよ[image: ]　その怒いかりの叫びに偽いつわりはないか[image: ]　いかなる手段をもってしてでも奴らに思い知らせる覚悟はあるか[image: ]」

　演習場の地鳴りはますます大きくなる。

「よろしい[image: ]　ならば見せよう[image: ]　我が軍の切り札を[image: ]」

　轟音が響き渡り、演習場の隣にあった倉庫の壁かべが突とつ如じよ四方に向かって倒とう壊かいした。

　そして、その中から出てきたのは巨きよ大だいな木製の構造物だった。大おお雑ざつ把ぱに見れば所々突とつ起きの出たとてつもなくデカい箱なのだが、遠目にはそれがどんな物なのかよく分からない。装そう飾しよくはほとんどなく、側面に竜りゆうとおぼしきレリーフが彫ほられていた。

　なんか、前に見たリヴァイアサンの姿のリアに似てるな。

　デカい箱。

　リアに似た竜のレリーフ。

　俺が真っ先に抱いだいた印象はそのふたつだった。

　あれが総統の言う〝切り札〟なのか……？

「名を『玉ぎよく砕さい埜の久く遠おん』[image: ]　奴らを地じ獄ごくへ叩たたき落とす最終兵器である[image: ]　我が国の科学者の血と汗あせの結けつ晶しようである永久機関を搭とう載さいし、それを暴走させることで大規模な爆ばく発はつを引き起こす！」

　兵士たちが歓かん声せいを上げた。

　暴走させて大爆発ってことは、要するに爆ばく弾だんか。

　あんなバカデカい爆弾の爆発の規模なんて想像もつかない……しかも動力が。

「響。あれに永久機関を積んでるってホントだと思うか？　俺には全部木製に見えるんだけど」







[image: ]







「……現存していないが、近代のヨーロッパにとある天才が車輪を使った永久機関を作ったという伝説がある。それもほぼ木製だったそうだ」

「てことは、あり得るってことか？」

「どうかな……。だが、ウソはついていないと思う」

「何でだよ？　……たとえば、兵士を鼓こ舞ぶするためにあえてウソついてるとか、そういう可能性だって。ほら、背水のなんたらとか」

「キミは総統が言っていたアレの名前をちゃんと聞いてなかったのか？」

「……えーと」

　ぎょ、ぎょく……ろ？　じゃない。何でお茶？　違ちげぇよ、なんだかもっと難しい感じの長い名前で……ぎょく、ぎょくさ……玉砕？

「！」

　ハッとして俺は兵士たちが情熱的な視線を注いでいる兵器を見やった。

　まさか……!?

「玉砕、特とつ攻こう、道連れ……。自分も死ぬ覚悟って時に、ウソをつく意味なんてあると思うか？」

「……」

「それによく見ろ。白クレイマンたちの兵士の数は、さっきの戦場で見た金クレイマンたちに比べて明らかに少ない……おそらく、この戦争の勝敗はすでに決定しているんだ。そして、金クレイマンたちは白をこの大地から一掃しようとしている……つまり、彼らにとって降こう伏ふくは死と同義なんだ」

　勝ち目もなく、生き残る道もない兵士たちが取れる最後の手段が特攻――それも敵も大地もまとめて砕くほどのド派手な玉砕――ってことなのか……。

「英えい雄ゆう諸君[image: ]　あと数時間だ[image: ]　あと数時間奴らを足止めすることができれば、『玉ぎよく砕さい埜の久く遠おん』の内部機関は臨界に達して暴走する[image: ]　そしてこの大地諸もろ共とも奴やつらを全ぜん滅めつさせ、地獄に送るだろう[image: ]　我らは『玉ぎよく砕さい埜の久く遠おん』と神の御み遣つかいである竜に導かれ、天の国へ還かえるのだ[image: ]」

「……だそうだ。どうする、波乱烈火？」

「どうするって？」

「玉砕まであと数時間。おそらく、白クレイマンは死に物狂ぐるいで時間を稼かせぐ。あれを止められるのは部外者であるボクらだけだ……」

　何とかできるのは俺たちだけ。

　バッドエンドへ向かう『物語』を救える最後の可能性というのが、俺と響が受け継つぐ『波乱』と『万ばん丈じよう』の『血』が持つ特性――それはつまり逆に考えれば、「俺たちだけにしか何とかできない状況」に巻き込まれているということは、俺たちはすでにその『物語』に巻き込まれているということだ。

『クレイマンたちの物語』――戦争。

　すでに始まっている戦争を……俺たちが、止める？

　ふたりで？

　どうやって？

「どうすんだよ、おい……」

　俺の呟つぶやきは、クレイマンたちの怒号に飲み込まれた。




　　　　　▽




　俺たちは人ひと気けのない倉庫の中に隠れていた。

「……」

「……」

　積み上げられた荷物の陰に隠れて、お互い、何も喋ろうとしない。変化の術はすでに解いていた。

　戦争――それに『玉ぎよく砕さい埜の久く遠おん』。

　総統の言葉をそのまま信じるなら、『玉ぎよく砕さい埜の久く遠おん』には金クレイマン・白クレイマンを全滅させ、この大地を粉ふん砕さいするほどの威い力りよくがある。搭載している永久機関がどういった物かは分からないが、無限にエネルギーを生み出す機関の暴走だ……おそらくハッタリではない破は壊かい力りよくの爆発が起きるだろう。

　そうなれば『クレイマンの物語』は一気にバッドエンドを迎むかえる。

　かといってどうする？

　白クレイマンたちはすでに玉砕を決意するほど追い詰つめられてる。戦争を止めない限り、彼らは必ず『玉ぎよく砕さい埜の久く遠おん』を使うだろう。

　いや、戦争を止めるだけじゃ足りない。

　戦争の根本的な原因は色の差別らしい。ということは、差別そのものをなくさなければ同じことのくり返しになる。

　そんなもん……ただの高校生にできることか？

　そういうのは歴史上でも、ほんのひと握にぎりの英雄にしかできなかったことじゃないか。

　……いちおう、俺も宇宙戦争なら止めたことならある。

　でもあれは事前に相手の弱よわ味みを握って、戦争が起きる前に回かい避ひしたにすぎない。

　しかもその弱味を探さぐれたのも、森羅の大魔ま法ほう使つかいである皐さ月つきの協力があってこそだ。

　始まってしまった戦争を止める手段なんて俺は持ってない。

　だが止められなければこの『物語』の破は滅めつは免まぬがれない。

　……あるいは『玉ぎよく砕さい埜の久く遠おん』を破壊して……いや、ヘタに破壊して爆発したら元も子もない。俺にそんな爆弾処理の知識はないんだ。

　宇宙の最新科学技術に触ふれているイリスなら、あるいは『玉ぎよく砕さい埜の久く遠おん』も解体できるだろうか？

　って、『玉ぎよく砕さい埜の久く遠おん』を解体しても戦争を止めなきゃ、白クレイマンは金クレイマンに皆みな殺ごろしにされる。

　皐月の森羅の大魔法でクレイマンの歴史を調べてもらえば、何か差別を終わらせる糸口が掴めるか？

　テトラに相談して、擬ぎ似じ地球に白クレイマンたちを受け入れてもらうのはどうだろう？

　…………そういえば。

　俺は『玉ぎよく砕さい埜の久く遠おん』に彫られていた竜のレリーフを思い出す。

　総統は竜を神の御遣いと言っていた。おそらくクレイマンたちにとって竜は信しん仰こうの対象なのだろう。

　そして、レリーフに彫られた竜はリヴァイアサンの形態になった時のリアとそっくりだ。

「そうだ……」

　彼かの女じよの協力さえあれば、もしかしたらクレイマンたちを止められるかもしれない。

　だがそれで戦争を止められても、根づいた差別意識を払ふつ拭しよくできるかどうか。

「……って、何を考えてんだ俺は」

　ここにいないみんなの力をアテにするなんて……だいいち、もうみんなのことは巻き込まないって決めただろうが。

　俺は頭を振っていつの間にか忍しのび寄ってきた弱気を振り払はらう。

「何とかしてやる……ッ」

　俺は自分の弱さを握り潰すように拳こぶしを作った。

「響……やるぞ」

「何をだ？」

「決まってる……！」

　立ち上がり、作った拳で自分の胸を叩く。怯おびえる自分を奮い立たせるために。

「全部、何とかするんだよ……！　俺たちふたりで」

「！　キミはいったい何を言ってるんだ!?」

　途と端たんに響は狼ろう狽ばいした声を上げる。

「あのな！　もうボクらは厄介な『物語』をふたつも抱かかえてるんだぞ!?　これ以上……しかも戦争なんて、そんなの止められるわけないだろ！」

「止めるんだ、それでも」

「できるわけない！」

　響は頑かたくなに首を横に振る。

「俺たちの『血』は『物語』にとって最後の希望なんだ。どんなに困難でも、本当に『物語』が終わるまで諦めるべきじゃない」

「ああ、キミの言い分は立派だな！　でもボクはできる範はん囲いを考えろって言ってるんだ！　現実を見ろ！」

　……だよな。たぶん、響の言ってることの方がフツーだ。

　だけど、やっぱり……せめて俺だけでも最後まで諦めたくない。

「響が無理だって言うなら、俺ひとりでもやる」

　俺は自分の覚悟を響に伝えたのだが、




「そんなことはボクが許さない!!」




　返ってきたのは、これまでで一番大きな怒声だった。

「ひ、響？」

「ひとりで三つの『物語』を解決するだって……？　ちょっと考える脳みそがあれば、それがどれだけ危険なことか分かるだろうが！」

「まぁそーだけどさ。仕方ねぇだろ、見捨てられねーんだから」

「キミは自殺志願者か!?」

「違ぇーよ……まぁ、死ぬ気はねーけど死ぬ気でやるさ」

　響の説得にも俺が頑なに首を横に振ると――なぜか彼女は顔をくしゃっとゆがめ、泣きそうになった。

「えっ？」

　予想外の反応に俺は戸と惑まどう。

「……キミは、ボクをひとりにするつもりか？」

「え？」

「もうボクがこの世で一緒にいていいのはキミだけなんだぞ!?」

　叫びながら、響の頬ほおをひと粒つぶの涙なみだが流れ落ちる。あとからあとから新しい涙が溢あふれてそのあとを追った。

「……どういう意味だよ？」

「分からないのかバカ！」

　響は泣きながら罵ば声せいを浴びせてくる。

「友達を傷つけて、もう誰だれかと一緒にはいられないと思った。でも……誰かと一緒にいることを知ってしまったから、ひとりになんて戻れなかった……。だから、こんなボクでも一緒にいていいキミのことを頼って……！」

　響が俺のところへ来たのは、俺たちふたりが巻き込まれる『物語』の総計を減らしたいから……確かに彼女はそう言っていた。

　だが、本当は違った……いや、それもあるんだろうが、もうひとつ理由があったんだと、今彼女は告白した――「ひとりになんて戻れなかった」と。

　だから俺のところへ来たのか。俺となら「一緒にいてもいい真っ当な理由」があるから。

「ボクがどんな想いでキミに会いに行ったと思ってるんだ……！」

　響の涙声を聞きながら、俺も彼女と一緒に行こうと決めた時を思い出す。

「……」

　あの時俺は彼女の顔を見て何て思った？

　ハリッサが倒れ、俺は周りを傷つけると知って、みんなの許を去ると決めて……でも、俺はひとりじゃないんだって、安心したんじゃないか？

　そして、それは響も同じだったんだ。

「響は……俺が死ぬかもしれないのが嫌なのか？」

「……」

　コクリ、と響は頷く。

「じゃぁ、どうせ無理だと思うから『物語』を見捨てたいわけじゃないんだよな？」

　コクリ。

「そっか」

　響がクールな態度の奥おくに隠していた本音を聞いて、俺は頷いた。

　俺は全ての『物語』を救いたい。響だって本当は見捨てたくない。けれど俺が死ぬかもしれないから、手に負えない数の『物語』には関かかわりたくないと彼女は言う。

　だったら話は簡単だ。

「約束する」

「……？」

「俺は死なない」

　響の濡ぬれた瞳ひとみから目を逸そらさずに、俺は誓ちかう。

「何があっても、絶対に死なないって約束する！　響を置いてひとりで犠ぎ牲せいになんかなったりしない！　俺みたいなフツーのガキじゃ頼りないかもしれないけど――でも！　響が望むなら……俺は、不死身のヒーローにだってなってやる！」

　響が感じている不安を全部吹ふき飛ばせるようにひと言ひと言に力を込めて、ありったけの言葉をぶつけた。

「だからっっっ頼たのむからっ！　俺は死なねぇから！　俺と一緒に『物語』のことも最後まで諦めないでくれ！」

　響は決して心の底から冷たい人間じゃない。

　でなけりゃ、ひとりでいることに耐えられないのに、唯ゆい一いつできた友達を二度と巻き込まないために離れていくことができるか？

　なら、きっと……！

「響。俺と一緒に戦ってくれ」

「……」

　響は逡しゆん巡じゆんするように俯うつむいて、何度かまばたきをした。

「…………今回だけだ」

　やがて、彼女の唇くちびるが掠かすれるように動く。

「今回だけ、キミと、その……ギリギリまで、やってみる」

「本当か!?」

「ああ、だが、キミが死ぬかもしれないと判断したら引きずってでも逃にげ出すからな」

「努力するよ」

　冗談っぽい響のセリフに俺はクスリと笑う。

　その反応に彼女はやや憮然とした表情を浮うかべたが、すぐに真しん剣けんな表情になって。

「いいか、約束は守れよ？　キミは、ボクの『物語』の、不死身のヒーローになるんだ」

「分かった」

　ふたりの間で確かな誓いが交かわされる。

　さぁ、やるか――




　――全ての『物語』をふたりの力で乗り越こえよう。







間章三







　すでに日付は変わり、あと一時間ほどで朝陽も昇のぼる頃ころ合あいだった。

　皐さ月つきはほとんど休みも取らずにハリッサにかけられた『睡魔スリープ』の解かい呪じゆを続けていた。

　女性らしい丸みを帯びた胸が大きく上下する。

　長時間の解呪は皐月から体力を奪うばっていた。

　彼女は驚きよう異い的てきな集中力と気力だけで不ふ眠みん不ふ休きゆうの解呪を続けている。

　そして。

「――闇やみと光の境を越え、解き放て」

　パキンッ、と魔法使いにしか聞こえない音を立てて、ハリッサにかけられた『睡魔スリープ』の魔法が解けた。

「～～～はぁ……」

　一気に全身の力が抜ぬけて、皐月は大きく息を吐はきながら椅い子すの背もたれに体重を預けた。

「すぅ、すぅ」

　未いまだにハリッサは寝ね息いきを立てているが、あとは普ふ通つうの眠ねむりと同じようにゆっくりと目覚めるはずだ。

「…………」

　さぁ、どうしよう……と皐月は思った。

　こんなにも彼女が驚異的な集中力を発揮できたのは、ある事実から目を逸らすためだ。そのことを考えないために、あらゆることを考えるのを拒きよ否ひして解呪に集中してきた。

　それが終わってしまった。

　そうしたらもう、

「烈れつ火か……」

　彼かれに置いていかれたことを思い出さずにはいられない。

「……っ！」

　眠りもせずに保ってきた集中力が切れたのも手伝って、皐月の涙るい腺せんは一気に緩ゆるんだ。

　一いつ瞬しゆんで溢れた涙が頬を何度も、何度も濡らす。

　強く唇を噛かみ、皐月は声を漏もらさぬように耐えようとした。

「……ふ、ぐっ……！　う、ぐっ、ぅん……！」

　涙と声を幾いく度ども嚥えん下かし、鼻とノドの奥のツンとした痛みに耐える。

　その時、ベッドの上のハリッサがわずかにまぶたを開いた。皐月が堪こらえきれずに漏らした声に反応したようだ。

「……あれ？　サツキ、さん？　どうして、泣いてるんですか？」

「ううん、何でもないの。ちょっと……」

　慌てて皐月は手で顔を拭ぬぐい、取り繕つくろう言葉を探す。

　まだぼんやりとしているハリッサは彼女の様子を呆けたように見続け……不意にシーツを勢いよく跳はね飛ばして上半身を起こした。

「そうです！　レッカ様は!?　レッカ様はどうしたんですか？　ウチ、二階にいたら下から変な物音がして、降りていったら変な人がいて、それで……」

　その先の記き憶おくを探るようにハリッサは目を左右に泳がせる。

「えーと、えーと」

　どうしても思い出せないらしく、ハリッサは段々と涙目になっていく。

「烈火は……いないわ」

「え？」

「烈火はハリッサちゃんを預けて、あの響ひびきっていう娘ことどこかへ行ってしまったの」

　皐月は自分がまた泣かないように、できるだけ淡たん々たんと答えた。

「どこかへ……！」

　オウム返しに呟いたかと思うと、ハリッサはすぐさまベッドを下りようとする。

　彼女の手を皐月はとっさに掴んだ。

「待って！　どこへ行くつもり？」

「決まってます！　レッカ様を助けにいくんです！」

　今まで眠っていて事情をほとんど知らないはずだが、ハリッサは躊ちゆう躇ちよなく言い切った。おそらく手元にある情報から、烈火がまた『物語』に巻き込まれたのを確信したのだろう。

　純じゆ粋んすいに「助けにいく」と言える彼女を、皐月は羨うらやましいと思った。

　けれど告げなければならない。

　彼のあの言葉を――。

「――烈火は来るなと言ったの」

「来るな？」

「ええ……。私たちについてこられると迷惑だって、そう言ってたの……」

　悲しいことだけれど、それが事実だった。事実は伝えなければならない。

「レッカ様がそう言ったんですか？」

「ええ」

「ウチが行くと、レッカ様に迷惑がかかるんですか？」

「ええ」

「理由は何なんですか？」

「……分からないわ」

　皐月にもほとんど事情を聞かせてくれなかったのだから、分かるはずもない。

　逆に言えば事情を聞くのも忘れるほど、烈火の言葉が彼女にショックを与あたえていたということだ。

「…………」

　ハリッサはしばし口を引き結んで、俯いていた。

　だが、やがて……

「やっぱりウチはレッカ様を助けにいきます」

　彼女は顔を上げ、ハッキリと言った。

「ハリッサちゃん。気持ちは分かるけど、でも……」

「ウチはレッカ様に二度も助けられてるんです」

　ハリッサは皐月の目をまっすぐ見て話し始めた。

「サツキさんに、ウチが助けられた時のことを詳くわしく話したことはありませんでしたよね」
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「確かレーザー銃じゆうで魔ま王おうを倒したって聞いたけど、詳しくは……」

「あの時もレッカ様はひとりで魔王と戦うと仰いました」

「……！」

　皐月は一いつ瞬しゆん驚おどろいたが、あの幼おさな馴な染じみならそう言うだろうと思い直した。

「しかも、ウチもあとから聞いたんですが、レッカ様は別にレーザー銃で魔王を倒せると確信していたわけではなかったそうです。倒せたのは運がよかっただけと仰ってました――ですが、ウチはそうは思いません」

　その時のことを思い出しているのか、ハリッサの頬が少し紅に染まった。

　彼女の目に力強い光が宿る。

「レッカ様は魔王と戦う前に、元の世界に帰して欲しいとウチに頼んでいました。それなのにウチの話を聞いたら……今度は魔王を倒すって言ってくれたんです」

　その部分だけを聞くと、波なみ乱だれ烈火という少年はさらりと意見を百八十度変える優ゆう柔じゆう不ふ断だんな男に思える。

　絵本やファンタジー小説に出てくる勇者や騎き士しなら、そんなことはないだろう。

　ただひと言「みんなのために魔王を倒す」と言って、全すべてを護まもるのだろう。

　けれど波乱烈火は普通の、どこにでもいる、決して特別ではないただの少年だ。

　そのことを皐月はよく知っている。

「勝てると思ったからとか、勇者様だからとかじゃないんです」

　ハリッサの話は続く。

「レッカ様は『助けたい』と思ったから、ウチを助けようとしてくれたんです。異世界のことなんて関係ないのに、逃げてもいいのに、ただそれだけで――そんな〝やさしい〟人だったから、レッカ様は魔王に勝てたんだと思います」

　だから、とハリッサは言葉をつないだ。

「レッカ様がひとりでやると言ったのも、きっとウチやサツキさんのための〝やさしさ〟なんです。……そして、レッカ様はご自身の〝やさしさ〟を貫つらぬくためなら、自分はいくらでも傷ついていいと思ってるんだと思います」

「！」

　皐月は自分よりも年下の少女の言葉にハッとした。

「ウチはそんなレッカ様を放っておけません」

　烈火は今まで助けたいからみんなを助けてきた。

　ハリッサも放っておけないから烈火を助けると言う。

　それは時として相手の気持ちを考えない行こう為いだ。実際、烈火もリアが拒きよ絶ぜつした時、強ごう引いんにその手を取って彼女を助けた。

　だが、それでも――手を振り払われても、迷惑だと言われても――相手が困っていることが分かっていて、本当にそれを助けたいと思うなら、行動を起こすべきなのではないだろうか？

　その結果、相手に疎うとんじられても、嫌われても――




（――私は烈火のことを助けたい？）




「そうね」

　皐月の中で答えはすぐに出た。

「私も、烈火を放っておけないわ」

　それが彼女の素す直なおな気持ち。

　だいいち……烈火という少年がただ迷惑というだけで、幼馴染の皐月を傷つけるようなことを言うだろうか。ハリッサが言うようにそこには彼の〝やさしい〟ウソがあったのではないか。

　何ひとつとして確証はない。

　だが皐月は信じることにした。

　自分自身の気持ちと――幼馴染の〝やさしさ〟を。

　……もしも、烈火が何か恐おそろしいモノに直面し、とても耐えられぬような苦しみに身を苛さいなまれた時――それを癒いやすのは自分の役目だと、皐月はずっと思っていた。

　だが少しばかり心構えが足りなかったらしい。

　幼い頃ころ子こ猫ねこを拾った時。つい最近メサイアに狙ねらわれた時。

　いつでも烈火は皐月のことを助けにきてくれた。

　そのせいでいつの間にか皐月はこう思い込んでいたらしい――きっと烈火が彼自身のことで困った時も、向こうの方から彼女に悩なやみを打ち明け、頼りにきてくれると。

　バカだなぁ、と皐月は苦く笑しようする。

　助けたいと思うなら、そうじゃない。

　自分から助けに行かないと。

　リアを助けた時の烈火のように。

　こちらの助けを拒絶しようとしたリアの手を、彼は強引に掴つかんで離さなかった。

　その強引さが今の私にも必要だと、皐月は細い手を握り締しめた。

　あの幼馴染の手を引くには、この手はあまりにもか細い。

　それでもギュっと握り締める。

　精いっぱいの力を込めて。

　まだ足りないと言うならば――

「――行きましょうハリッサちゃん。みんなで」

「え？　みんな、ですか？」

「そう、みんなで」

　何しろ相手は昔からずっと隣にいた幼馴染を振り切って、ひとりで勝手に突っ走ろうとする大たわけ者だ。

　助けを求めていない人間を強引に助けるには物もの凄すごい力と、力強い言葉が要いる。

　特にあのやさしい幼馴染の場合は。







第四章　希望が絶望に変わる時、己おのれを支えるもの







　白クレイマンの前線基地から少し離れた何もない荒こう野やで、俺はひとりカルトを待っていた。

　やがて遠くから空を飛んでくる影かげを発見する。

「ぬぬっ、貴様は」

　バトルカルトシップに乗って現れた魔ま科か学がく者が、地上に立つ俺を見つけて停止する。

「あの少女はどこにいる？」

　カルトは見通しのいい空からキョロキョロと地上を見み渡わたす。辺りには草木一本なく、大きな岩いわ陰かげもない。響ひびきが隠れられるような場所はなかった。

「響はここにいない。向こうの基地の方にいる」

「ほう、ならば貴様に用はないのである。いざ行か……」

「やめておいた方がいいぞ」

　俺を置いていこうとしたカルトはピタリと動きを止める。

「なぜだ？」

「この世界の人たちを見たか？　粘ねん土どでできた人形みたいで、全員同じ外見だったろ」

「ふむ、それがどうかしたのであるか？」

「妖よう怪かいの山で響がふたりに増えて混乱しただろ？　あれはとある方法で俺が響の姿に変身していたからだ。つまり、俺たちには姿形を変えられる術がある」

　そこまで俺が言ったところで、カルトはむむむと顔を顰しかめた。

「あの基地だけでも千人近いクレイマンがいる。あいつらと同じ外見に化けた響をあの中から見つける方法がお前にあるのか？」

　ダウジングペンデュラムでは探している物のおおまかな方向しか分からない。密集したクレイマンたちの中から響を見つけるのは不可能だ。

「それで……我わが輩はいの目を誤ご魔ま化かす方法があるのに、わざわざお主がここで待っていたのはなぜなのだ？　いざとなれば我輩はお主を人ひと質じちに取るやもしれんのだぞ？」

　カルトは片かた眼め鏡がねの奥の目を細めながら凄すごんでみせる。

「取引がしたい」

　俺は率そつ直ちよくに切り出した。

「取引？」

「この世界には『玉ぎよく砕さい埜の久く遠おん』っていう永久機関がある。勇者の鎧よろいを改造して『インフィニティ・リヴァイヴァー』を造れたお前なら、その永久機関から『熱的死』を食い止められる発明が産み出せるんじゃないか？」

　永久機関っていうのはつまり永久にエネルギーを生み出す装置なのだから、おそらくカルトなら可能だろうと俺は踏んでいた。

「……その話は本当であるか？」

　予想通り、カルトは半信半疑ながらも食いついてきた。

「ウソだと思うなら、お前の水すい晶しよう球で確かく認にんしてみろよ」

『玉ぎよ砕くさ埜いの久く遠おん』が本物の永久機関なら、カルトの望む物足り得る。水晶球に映るはずだ。

　カルトは水晶球を取り出して呪じゆ文もんを唱える。

「『玉ぎよく砕さい埜の久く遠おん』というのは竜のレリーフが彫られた巨大な木箱で間ま違ちがいないか？」

「ああ、それだ」

　俺は頷く。

「『玉ぎよく砕さい埜の久く遠おん』を盗ぬすむ気になってくれたなら、俺たちも手を貸す。俺たちが協力すればクレイマンに化けて簡単に『玉ぎよく砕さい埜の久く遠おん』に近づけるしな」

「それが取引であるか。で、お主の望みは？」

「話が早くて助かる。望みはふたつ。ひとつはハリッサ、お前が『睡魔スリープ』の魔ま法ほうをかけた少女を眠りから目覚めさせること。もうひとつは『インフィニティ・リヴァイヴァー』を少しの間俺たちに貸してくれ」

『玉ぎよく砕さい埜の久く遠おん』があればカルトの世界の『熱的死』は止められる。

　さらに『玉ぎよく砕さい埜の久く遠おん』を盗むことでクレイマンの世界の崩ほう壊かいも防げる。

　そして『インフィニティ・リヴァイヴァー』は元々「巨大な運命率をパワーに変へん換かんする鎧」だ。それを使って大だい妖よう怪かい九きゆう尾びの狐きつねと戦い、弱らせたところをココモに封ふう印いんさせる。

　これらが俺の頭の中で組み立てた三つの『物語』を解決する作戦だった。

　だがまずはカルトを説得し切れなければ、この作戦は始めることすらできない。

　カルトは厳しい目で俺を睨にらみつけてくる。

「……わざわざ苦労してまで『玉ぎよく砕さい埜の久く遠おん』を盗まずとも、お主を人質にしてあの少女を捕つかまえる方がよほど容た易やすい。この取引には我輩のメリットがないのである」

　そう。結局そうなる。

　俺は三つの『物語』を救いたい。けれどカルトにとって自分の世界以外のことは関係のないことだ。彼には俺に協力するメリットなんてひとつもない。

　だが。

「メリットならあるさ」

「ほう？　それは何だ？」

「響を犠牲にしないで済む」

「……？」

　カルトの首がナナメに傾かしぐ。

「アンタは悪い奴じゃない」

　俺は確信を持って告げる。

「ハリッサに『睡魔スリープ』の魔法をぶつけた時、アンタは『しまった』って言ってた……。わざとじゃなかった。だからあの時隙すきができたんだ」

　その隙がなければ俺の投げた七味のビンなんて当たらなかったに違いない。

「……」

　カルトは黙だまっている。

　彼が響に犠牲を強しいようとしていたのは、『インフィニティ・リヴァイヴァー』以外に世界を救う方法があの時点でなかったからだ。

「犠牲を出さないで済む方法があるなら、それを試ためしてみたっていいはずだ」

　俺は言葉を重ねる。

「先に俺たちが『玉ぎよく砕さい埜の久く遠おん』を手に入れるのを手伝う。『玉ぎよ砕くさ埜いの久く遠おん』の中の永久機関を使って『熱的死』を回避する見通しが立ったあとで、『インフィニティ・リヴァイヴァー』を貸してくれればいい。そっちに損はないはずだ」

　できる限りの説得をして、今度は俺が黙った。

　あとはカルトの判断次し第だいだ。

　実際のところあんなデカい『玉ぎよく砕さい埜の久く遠おん』を盗み出すより、俺を餌えさにして響を捕まえる方が楽だろう。いくら損がないからって手間はかかる。

　彼にとって無む駄だな手間をかけて得られるのは、響の命ひとつ。本来、彼には何の関係もない少女の命だ。

　ただ数字や損得だけを並べて客観的に見たなら、これは分の悪い賭かけだろう。

　なにしろカルトの良心以外に賭けられる物がない。

　だがそれでも俺は彼の節々の態度から垣かい間ま見みた「彼は悪い奴じゃない」という、自分の直感に賭けた。

「……よかろう」

　果たして、カルトから返ってきた答えは、イエスだった。

「そうか……ありがとよ」

「勘かん違ちがいしないで欲ほしいのである。このまま逃げ回られるよりは話が早いと判断したまでなのだ。『玉ぎよく砕さい埜の久く遠おん』が手に入らなければ、再び我輩はお主たちを狙うであろう」

「分かってる」

　俺はカルトにここで待つように言い、響を連れてくるために基地の方へと駆かけ出した。

　第一関門であるカルトの説得が上う手まく行ったおかげで足取りも軽い――とはいかなかった。

「烈れつ火かさん。本当にあの方法で『物語解決』をしていいんですか？」

　後ろをついてくるアールが尋ねてくる。

　たぶんその顔はいつも通り無表情なんだろう。

「……」

　俺は彼女の問いに答えられなかった。




　　　　　▽




　カルトが指輪をイジり、『青い扉とびら』を召しよう喚かんする。

「ではまず『玉ぎよく砕さい埜の久く遠おん』を奪うための準備を整えるのである」

「了りよう解かい」

「ああ」

　俺と響が頷くと、カルトは『青い扉』のドアノブ……ではなく、その脇わきに並んだ赤いボタンをポチッと押おした。

「カルト。そのボタンは？」

「短縮メモリーボタンである。移動した異世界の座標を新しい物から順に最大三つまでメモリーできるのだ。ちなみにこの赤のボタンは我輩の研究所に戻もどる時のボタンである」

「へぇー」

『扉』にはノブのダイヤル以外にもそんな機能があったのか。

　まぁそりゃそうだよな。同じ世界に何度も行きたい時、毎回いちいちダイヤルを調整するのは面めん倒どうだろうし。

　あれ？　ということは……。

「そのボタンにお前が気づいてれば地球に帰れたんだな」

　なんかデジャブっぽいことを、響にジト目で言われた。

「……スンマセン」

　俺は素直に頭を下げる。

「では行くのである」

　カルトに続いて俺たちも『青い扉』をくぐる。

　段々慣れてきた不ふ均きん衡こう感を経へて、俺は研究所の床ゆかに華か麗れいに着地、

「ぐへっ！」

　できなかった。

　何でふたりともそんなアホを見る目で俺を見るんだ！

　つーかどうして俺だけ上手く着地できないんだろ……。

「烈火さんはダメダメですねー」

　アールにまで言われるし。自分がダメダメに思えてきた。

　俺は恥はずかしい思いをしながら立ち上がる。

「そ、それで準備ってのはどこでやるんだ？」

「そうだな、まずは二階の研究室で必要な発明を造り、それから……」




　ビイイイイイイイイイイイィィ！　ビイイイイイイイイイイイィィ！




　突とつ如じよ、研究所中に響ひびき渡った騒そう音おんによってカルトの声はかき消された。

「おい！　何だこの音は？」

　響が耳をふさぎながら怒ど鳴なる。

「これは一階の警報装置……？」

　カルトはそこまで言ってから、ハッと顔を青くする。

「メイファ！」

　一階の睡すい眠みんカプセルで眠る恋こい人びとの名を呼ぶと、カルトは白衣を振り乱みだして走り出した。

「「……！」」

　俺と響は頷き合い、彼のあとを追って階段を下りる。

　目指すのは睡眠カプセルのある一階の大部屋。

　そこへ響ともつれるようにして駆け込む。

　そして、急停止した。

「メイファー！　メイファー！　しっかりするのである！」

　部屋の中央には眠る恋人の体を抱くカルトと――




　――壊こわれた睡眠カプセルの上に立つ悪あく魔まがいた。




「ほう、新たな客だ」

　悪魔は思っていた以上に流りゆう暢ちように話した。

　だが言葉づかいとは裏腹に、その顔に浮かべる笑えみは好印象よりも邪じや悪あくさが感じられる。耳元まで裂さけた口からは真っ赤な歯ぐきと牙きばが覗のぞき、まぶたのない目の奥には赤い光が怪しく揺ゆらめく。全身を覆おおう鎧のような皮ひ膚ふや頭から生えた角は、岩のようにゴツゴツとしていた。背中からはこうもりに似た、いかにも悪魔的な翼つばさまで生えている。

　聞くまでもない、こいつがかつてカルトの世界を滅ほろぼしかけた……！

「『闇やみ喰くらいの悪魔』……ゾルフィアクド」

「ほう、この世界の者でもないのに余の名を知っているのか」

「！　何で俺が異世界から来たって分かった？」

「その程度のこと造作もない」

　ゾルフィアクドはニィと口くちの端はしを吊つり上げ、カチカチと何かを手の中で弄もてあそぶ。

　それはメイファが首から下げていたペンダントだった。以前見た時は白かったはずの宝石が黒く濁にごり、大きなヒビが入っている。

「あ――！」

　俺はこの部屋で響と言い争あらそっていた時、メイファの胸むな元もとに黒い煙けむりのような物が一瞬見えたのを思い出した。

　クッ……あのあとすぐカルトに追われたとはいえ、あんな分かりやすい兆候からこうなる可能性を考えられなかったなんて、バカか俺は！

「この封印を破るのはなかなか骨が折れた。それなりに楽しめる余興であったぞ、カルト・グラフィモア」

　そう言って悪魔はペンダントをカルトの足元に放ほうり投げる。黒く染まった宝石は床で跳ね返り、いくつもの破は片へんに砕くだけ散ちった。

「貴様……どうやって封印を……？」

　顔をぐしゃぐしゃにゆがめたカルトが悪魔を睨み上げながら問う。

「簡単なことだ。封印の器うつわとなり永遠の眠りについていたその女の精神は、夢を通じて余とつながっていた。そのつながりを通じ、悪夢を見せたまで」

「悪夢……？」

「そうとも。その悪夢から生まれる『闇』エネルギーを余が喰くらい、封印を破ったのだ」

『闇』のエネルギーってのは不幸や災わざわいの源って聞いてたが、悪夢からでも吸収できるらしい。マイナス方面の物事は全て『闇』に属ぞくし、奴やつのエネルギー源になるってことか。

「では貴様はッ、眠りの中でまでメイファを苦しめて……！」

「勘違いをするでないぞ。封印されていた余に操あやつれる『闇』は極ごくわずか。余はただその女が元々抱えていた『闇』に悪夢という指向性を与えたに過ぎん」

「メイファが抱えていた、『闇』……？」

「聞くが、お前は本当にその女がかけらほどの後こう悔かいもなく、余の封印の器となり永遠の眠りについたと思っているのか？」

「！　……バカなっ、メイファは……彼女はこの世界を守るためにっ、自らっ！」

「己を取り巻く不都合な事実を無視する時、人間というのは『覚かく悟ご』などという意味のない言葉を使う。『闇』はどこにでもある。つまり不幸も絶望もあらゆるところにあるのだ。人間の生も、この世界もことごとく絶望に塗まみれている――その圧あつ倒とう的てき現実を前にして、果たして『覚悟』などという虚きよ構こうの言葉に意味があると思うのか？」

　悪魔のささやきにカルトの顔が蒼そう白はくになる。

「夢の中でこの女はお前に対する恨うらみ言を延々と余に語っていたぞ」

「そ、そんな……！」

　メイファを抱くカルトの全身から力を抜け落ちたのが俺にも分かった。強い決意を秘ひめて世界を救おうと臨のぞんでギラギラと輝かがやいていた目が、今は死んだ魚のように虚うつろになっている。

　その様子を見て愉ゆ快かいそうに笑い、次いで悪魔は俺と響に視線を移す。

「さて異世界人よ。お前らは余を楽しませてくれるのか？」

　楽しそうに問うゾルフィアクドの暗い目の奥で、赤い瞳が炎ほのおのようにチリチリと燃えている。

「くっ……！」

　視線を向けられただけで皮膚が粟あわ立だつ。

　魔王やバハムートと対たい峙じした時にも感じた戦せん慄りつ。

　気を抜けば虫けらを潰つぶすみたいに一瞬で殺される。

「響……『インフィニティ・リヴァイヴァー』のところまで走れ」

　この部屋の隅すみに屹きつ立りつする異世界の勇者の鎧――『インフィニティ・リヴァイヴァー』。おそらくこの場を乗り切れる可能性があるとしたら、あれを響が手に入れるしかない。

「だが、奴に妨ぼう害がいされたらどうする？」

「俺が囮おとりになる」

「……だが！」

「ほかに方法がない」

　そう告げると、響が苦しそうな顔をする。

「……危険すぎる。もしキミが死んだら！」

「死なねぇよ。約束しただろ？」

　俺は顔に無理やり笑みを貼はりつける。

「行けッ！」

「！」

　俺の合図と同時にふたりして走り出す。

　俺はゾルフィアクドに、響は『インフィニティ・リヴァイヴァー』に。

「ほう、余に対してよく立ち向かってきたものだ」

　圧倒的力を持つ悪魔は無力な俺を嘲あざける。

「ウオォォォォ！」

　腹の底から声を出して自分を鼓こ舞ぶし、ありったけの力を込めて拳を握った。

「いわゆる『決死の覚悟』という物を固めたのであろうな」

　ゾルフィアクドが裂けた口角を吊り上げる。

　その瞬しゆん間かん、強きよう烈れつな殺気が俺の背筋を貫いた。

「ッッッ!!」

　膝ひざが折れそうになる。

　拳が解ほどけそうになる。

　全身が硬こう直ちよくする。

「……ダァ！」

　再び拳を握り締める。

　俺にはこれしかない。

　拳を握って、震ふるえる膝を叱しつ咤たして、何ひとつとして勝てる見込みがなくても、前進するしかない。

「アァァァアア！」

　ニタリと笑ったまま動かないゾルフィアクドに遠えん慮りよすることなく、俺は全力で腕うでを引き絞しぼり、ガチガチに固めた拳を振り抜いた。

　そして、空振る。

「―――ッ！」

「ククク、言ったであろう――それが『決死』だろうと何だろうと、人間ごときの『覚悟』に何の意味もないと」

　不ふ吉きつなささやきを耳元に残し、ゾルフィアクドから放たれていた殺意が消える。

　俺はスッ転んだ勢いのまま壊れた睡眠カプセルに頭から突っ込んだ。割れたガラス片へんが体のあちこちを切り、血まみれになる。

「クソッ！」

　そんなことに構わず、俺はすぐさま跳ね起きる。

　だが、その時にはもう決着はついていた。

「響！」

　俺が名前を叫さけんだ少女は――ゾルフィアクドの腕の中でグッタリと動かなくなっていた。見る限り外傷はない……どうやら気絶させられただけらしいが……ッ！

「これが絶望という物だよ小こ僧ぞう」

「テメ……っあグッ！」

　駆け出そうとした瞬間太ももに激痛が走る。

　クソッ、ガラスか……！　結構深く刺ささってやがる。

　引き抜こうと手を伸ばすが、

　にちゅり……

　肉の奥で嫌な感かん触しよくがする。

「ぐっくぅ……！　ア、ヅッ！」

　下半身からぞわぞわと悪お寒かんが腹の底にたまって、吐はき気けと涙が込み上げてくる。にじゅ……ぶぷっ、と湿しめり気を帯びた音を立ててガラス片を抜くと、血がドクドクと溢れ出した。

　立ち上がることが……できない……！

「いいザマだな」

　絶対的優位に立ちながらゾルフィアクドは俺を見下す。

　その視線がふと腕の中で眠る響へと移る。

「ふむ、次の遊びを探すまでの手てな慰ぐさみにはちょうどいいか」

「遊び……手慰みだと？」

「そうとも。所しよ詮せんこの世の全ては余の退屈しのぎの道具に過ぎん」

「テメェッ、は……！　退屈しのぎなんかのために世界を滅ぼそうとしたのか!?」

「その程度のこと、余を退たい屈くつさせる罪に比ぶればくだらぬ些さ事じよ。この女もせいぜい長く余を楽しませられるとよいな。飽あきれば殺すだけなのだから」

「このクソ野や郎ろう！」

　叫ぶがしかし、足に力が入らなくて動けない。

「ちくしょう……！」

　これで終わりなのかよ……ッ！

「ククク、さてと。ではそろそろ外に出るとするか。余はもう自由なのだから」

　ゾルフィアクドはそう言って、ゴツゴツの指をバキンっと鳴らした。

　瞬間、空間が爆はぜる。

「なっ！」

　黒い閃せん光こうがまたたく間に視界を埋うめ尽つくして、吹き飛ばされた。

「ぐはっ！」

　数秒の浮ふ遊ゆう感のあと背中から地面に叩たたきつけられる。

　何が起きやがった……？

　爆ばく発はつのショックでしばらく目も見えず、音もやけに聞き取りづらかった。

　遠くで何かがガラガラと崩くずれる音がする。

「……ぁ」

　墨すみ色いろに塗ぬり潰されていた視界がようやく回復し始めた。

　そうして最初に俺が視界に捉とらえたのは、真っ黒に焦こげた芝しば生ふだった。

「……は」

　ノドが熱い。息が苦しくなる。

　肌はだを撫なでた風で、俺は自分が外に投げ出されたのだと自覚した。

　必死に首をもたげて見えたのは、ほぼ全ぜん壊かいしたカルトの研究所だった。内側から破は裂れつしたように真っ二つに裂けた建物からは火の手が上がり、残ざん骸がいがあちこちに瓦が礫れきとなって散らばっている。

「う、ぐぐぐ」

　カルトはすぐ傍そばに倒れていた。眠るメイファをかばったのか、頭から血を流している。片眼鏡もヒビ割れ、レンズの半分がなくなっていた。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつとしていた彼ですら恋人を守ったというのに、俺ときたらパートナーのひとりも守れやしない。

　あまりの役立たずさに唇を噛み切る。

　舌の上に血と負け犬の味が広がった。

　ゾルフィアクドは燃え立つ研究所から余よ裕ゆうの足取りで出てくる。奴とその腕に抱かかえられた響は無傷だ。

「おいおい、何だあの壁かべは？」

　箱庭の世界を覆うドーム状の光の壁を見て、ゾルフィアクドはこの日はじめて困こん惑わくの声を上げた。

「ふむ……ああ、なるほど。さっきから少しおかしいとは思っていたが、この世界はもうおしまいなのか。つまらぬな」

　奴はあっさりとこの世界の状じよう況きようを把は握あくすると、今度は辺りをキョロキョロと見回す。

「ん？　あれは何だ？」

　ゾルフィアクドがクイッと指を動かすと、散らばった瓦礫と瓦礫の間から見覚えのある『赤い扉』が顔を出し、そのまま宙をスライドして奴の手前に着地する。

「ふむ、かすかにだがこの向こう側から異界のエネルギーが感じられるな。通じているのか」

　さらりと奴は『赤い扉』の機能を言い当てる。

　エネルギーを喰らう悪魔だけあって、エネルギーの微び細さいな違いに気づくのはお手の物ってことか……そういやさっきも俺たちを異世界人と言い当てやがった。

　悪魔の手が『赤い扉』のドアノブにかかり――グシャッと音がした。奴の手の中でドアノブがダイヤルごとひん曲がって潰れていた。

　ゾルフィアクドは舌打ちをして、壊れたドアノブを投げ捨てる。

　それからノブの横にあったメモリーボタンをテキトーに押し、これも壊す。

「ふむ、肉体を動かすのが久しぶりすぎて力加減が分からんな」

　なんてことを暢のん気きに呟く。

　その時、新たなる異変が起きた。

『赤い扉』がバチバチと放電を始めたのだ。

　続けて『赤い扉』の周囲の空間がぐにゃりとゆがむ。

　ワームホールのような穴が三つ、ぐるりぐるりと折り重なり合い、『赤い扉』がバキバキと音を立ててヒビ割れる。

　ヒビはまたたく間に大きくなり、すぐに限界に達した。




　バキンッ




　まるで空間が割れたような音がして、『赤い扉』から溢れた空間のゆがみが一瞬でこの世界を覆い尽くした。




　　　　　▽




　今日何度目かの、自分の体が不確かにあやふやになる感覚。それが今までの何倍にもなって俺を襲おそった。

「ぐああぁぁ！」

　巨きよ人じんに頭と足首を握られて雑ぞう巾きんのように体を絞られたみたいだ。

　痛みはなく、腹の中身をシェイクされたような吐き気が込み上げてくる。

　だがそれらの感覚は唐とう突とつに消きえ失うせた。

「がァッ！」

　後頭部を思いっきり痛打する。相変わらず着地具合は最悪だ。

　仰あお向むけに倒れたまま目を開けると、まず視界に飛び込んできたのは群ぐん青じよう色いろの空だった。

　もう少し頭を動かすと、破は壊かいされたカルトの研究所とその残骸が見える。

「あれ？」

　世界を移動してない？

　そんなバカな。確かに『扉』をくぐった時と同じ感覚を味わったのに。

　どういうことだ？

　戸惑いながら周囲を見渡すと、メイファをかばうように覆いかぶさるカルトが目に入った。ひとまず彼らは無事らしい。『インフィニティ・リヴァイヴァー』も彼らの傍に倒れていた。

「そうだ！　響は!?」

　それにゾルフィアクドはどこへ？

「ククク、誰を探している？」

「！　テメッ、グ……！」

　俺は太ももから上ってきた灼しやく熱ねつの痛みを堪えて立ち上がり、歯を食い縛しばって空を振り仰あおぐ。

　ゾルフィアクドは背中の翼を羽ばたかせて空中で停止しながら、その腕に響を抱えて楽しそうに視線を左右に往復させていた。

「なかなかおもしろい世界に出たな。あちらのあれは戦争か？　変な生き物たちだな。反対側も何やら戦せん闘とう中だが……ふむ、この世界の種族は統一性がまったくないな」

「……？」

　あいつは何を言ってるんだ？　研究所がある以上、世界は移動してないはず。

　ゾルフィアクドを見上げながら奴の言葉の意味を必死に考え……不意に違い和わ感かんに気づく。

　群青色の空が見えるだって？

　バカな。カルトの世界は光の壁で覆われている――空なんて見えるわけがない。

　それにカルトが造った箱庭世界は物凄く狭せまかったのに、何で陸地がずっと向こうまで続いてるんだ……しかも、芝生で整備された土地がいきなり途と切ぎれて、その先に荒野が続いて……！

　その時、荒野の向こうからわずかに人の怒鳴り声のような物が聞こえてきた。

「まさか！」

　地平線の向こうを凝ぎよう視しすると無数の何かがキラキラとまたたいた。

　あの反射光は見覚えがある……クレイマンたちの戦場で。

「じゃぁ、ここはクレイマンたちの世界なのか……？」

　ゾルフィアクドが『扉』を壊した影えい響きようで、カルトの箱庭世界ごとクレイマンの世界に移動した？

　だから芝生の先に荒あれた大地が続いているのか？

　そんな推測を俺が思い浮かべた時――今度は逆方向から別の轟ごう音おんが響き渡わたる。

「次から次に何なんだ!?」

　半ば錯さく乱らんしながら俺は振り返り、再び愕がく然ぜんとする。

　そこには山があった。芝生で整えられた真っ平らなカルトの世界には当然存在していなかったものだ。

　山には気味悪く笑う木の実がなった木々が生えていた。その間から天まで届くような火柱や時には局所的な吹ふ雪ぶき、山やま肌はだを切り裂く目に見えない斬撃などが飛び交かっていた。

　その超ちよう常じようの技わざを繰くり出すのは異形の者――妖怪たちだ。

　彼らが戦っている相手の姿は俺の位置からでも確認できる。巨きよ大だいな獣けもの――九きゆう尾びの狐だ。

「妖怪の山まで、ここに……」

　疑問を挟はさむ余地もない。

　つまり。

「三つの世界が一か所に集まったってことか？」

　それ以外に考えられなかった。

　いや、待て。

　まだ考えていないことがある。

　だが俺はそのことを考えるのを心のどこかで拒きよ否ひしていた。

　だって……そんなの……あんまりじゃねぇか……。

　俺はこうなることを回かい避ひしたくて、みんなの許を去ったのに。

　どうして、こんなことになる!?

「……」

　最後の望みを託たくすように、俺はアールを見上げた。

　彼女が否定してくれることを心底願った。

　だが。

「ええ、烈火さんの思っている通りです。おそらくですが、『扉』のメモリー機能の暴走により、今日貴あな方たが行った三つの異世界全てがここ――地球に出現してしまったようですね」

　アールはやはり淡々と事実を告げた。

　そのあとも未来人は「おそらく太平洋上」とか「『扉』が小さかったためか、各異世界の一部しか移動しなかったみたいで」とか、何やら説明の補足らしきことを続けていた。

　しかし、そんなことどうでもいい。

　目の前にある圧倒的な現実――絶望に比べれば。

　俺は――

「俺は……」

　狂くるい暴れる大妖怪、九尾の狐。

　世界を巻き込む自じ爆ばく装置、『玉ぎよく砕さい埜の久く遠おん』。

『闇喰らいの悪魔』、ゾルフィアクド。

　――三つの災さい厄やくをみんなのいる地球に持ち込んだんだ。

「何で……どうして、こうなっちまうんだよぉ！」

　頭がどうにかなりそうなわけの分からない感情が噴ふき上がって、俺は衝しよう動どう的てきに叫んだ。泣いていたかもしれない。それも額から流れ出た血が目に入ったせいで分からない。

「ではそろそろ余も行くとするか」

「ま、待ち、やがれ！」

　勝手にいなくなろうとするゾルフィアクドに向かって俺は叫ぶ。

　そんな俺の絶ぜつ叫きようを悪魔は嘲あざ笑わらった。

「断る。余を楽しませる見世物があちらにもこちらにもあるではないか。余は見物に行く。お前もあとは好きにするがよい。まぁ、その傷ではすぐにくたばるだろうがな」

　半分赤く染まった視界の中で、ゾルフィアクドの影がゆっくりと遠ざかっていった。

「チク、ショウ……！」

　必死に奴を追い駆けようと手を伸のばすが、二歩も歩かない内に足に激痛が走って無様に倒たおれる。血がさらに溢あふれる。

　段々と下半身が冷たく、重たくなっていく……。

　そういや太ももの辺りにも重要な血管があるって、何かのマンガで読んだなぁ。

　死ぬのか……俺……目の前も少しずつ……真っ暗…………に……。




「烈火さーん。まだ生きてますかー？」




　ああ……ったく、こいつはいつでも暢気な。

「まだギリギリ生きてるよ……」

「あらまぁそれは何よりです」

　アールは俺の顔を覗き込みながら言った。

「何か用か？」

「烈火さん。逃にげないんですか？」

「……そりゃこの状況を全部投げ出して、俺だけ逃げろって言ってんのか？」

「いえいえ、本官はあくまで中立。質問しているだけですよ？」

「ハッ……」

　とぼけた喋しやべり方もいつも通りだ。

　で、何だって？　逃げるかだって……？

　この世界が滅ぶような災厄を三つも抱え込んで。

　味方は誰もいなくて、この場には俺ひとり。

　おまけに死にかけときてる。

　こんな状況で、お前……俺にできることなんて何かあると思ってんのか？

　何にもできねぇなら、おとなしく逃げろだって？

　ああ、きっとそれがフツーの選せん択たくなんだろう。

「誰が逃げるかよ……」

　それでも俺の口から出たのは真逆の言葉だった。

　たとえそれが客観的に見ればフツーの選せん択たく肢しでも、俺にとってはあり得ない。

　俺の望むフツーのことってのはこんなんじゃない……！

「そうですか。ですがそもそも烈火さんが先さき程ほど立てた作戦では、ココモさんの母親や白クレイマンさんたちを助けることができませんよね？」

「……ッ！」

　痛い事実を突つかれ俺は言葉に詰まる。

　そうなのだ。さっき立てた作戦では、結局狂ってしまった九尾の狐は封印するしかなく、白クレイマンたちに対する差別も戦争も終わらない――あくまで最悪の事態を回避するだけの策なのだ。

　それが、俺の限界。

　いくら強がりを言ったところで今の俺にはその程度のことしかできなくて、おまけにくたばり損ぞこないで、しかもその作戦も響が連れ去られた今、もはや使えない。

　響との約束も守れない。

　ああ、ちくしょう。

　足に力が入らない。

　視界もグシャグシャだ。

　俺には何もできない。

　何も……。

　俺には、俺じゃ……。

　俺ひとりじゃ……………………何もできない。

「……おや、間に合いましたね」

　不意にアールが呟つぶやいた。

「ふぅやれやれ、意味のない会話で時間稼かせぎした甲か斐いがあったようななかったような？　彼女たちが来た時に烈火さんの意識がなくなっていては困るかもしれませんしね？」

　アールは何の話をしてんだ……？

　わずかに頭を動かすと、閉じたまぶた越ごしに光が見えた――夜が明けて、朝あさ陽ひが昇のぼり始めたんだ。

　そして、誰だれかの気配が俺おれのすぐ傍に降り立つ。




「烈火」




　最初、俺を呼ぶその声が現実の物だとは信じられなかった。

「え？」

　顔を上げる。

　血と涙なみだで前がよく見えない。

　拭う。

　クリアになった視界に、皐さ月つきが……イリスが、ハリッサが、つみきが、テトラが、リアが……太陽の光の中に、みんなが、いた。

「どうして、ここに……？」

「私が何の魔法を使えるか忘れたの？」

　この世の全ての情報を検けん索さくできる森羅の大魔法。

「烈火の居場所を探すくらいわけないわ」

　こともなげに皐月は言う。

「あわわ、レッカ様ヒドい傷だべ！　ウ、ウチに診みせるべさっ」

　ハリッサがあわあわしながら俺の傍かたわらに座すわり、呪文を唱える。木の杖つえの先から温かい光が生まれて、俺の脚あしの傷を癒し始めた。

「ハリッサ……体はもう平気なのか？」

「はい！　サツキさんに解かい呪じゆしてもらいました！」

「皐月に？」

　俺は視線を幼馴染に移す。

「そうよ。最初から私を頼たよってれば、そんなケガをすることもなかったのに」

　ややわざとらしく呆あきれ気味に皐月はそう言った。

　彼女を置いてカルトを追い駆けたことを揶や揄ゆしているのだろう……今の俺の不ふ甲が斐いない姿を見れば、当然の感想だ。

「烈火～。それでさっ、これっていったいどうなってるの？　なんかあっちじゃみーんな同じ見た目の人たちが金組と白組に分かれて戦ってたし、こっちじゃ宇宙生物みたいな変な生き物たちが戦ってるし」

「そうよ。皐月さんに呼ばれて来たけど、どうなってんのよこの状況！」

　イリスとつみきが口々に言う。

　みんなここへ来るまでの間に、この辺りで起きている惨さん状じようを見てきたようだ。

「……俺のせいだ」

「それはどういうことなのです？」

　こちらを気き遣づかうような声こわ音ねでテトラが尋たずねてくる。

　……言わなければならない。

「全部俺が巻き込まれた『物語』なんだ……それを俺が全部地球に持ち込んじまった……」

「！」

　誰かが息を呑のむ音が聞こえた。

「なんてことをしてくれたんだ！」――と、次に浴びせられる罵ば倒とうを予想して、俺は身を竦すくめる。

「……だから烈火はひとりでいなくなったのか？」

　予想外にやさしい声で尋ねてきたのはリアだった。

　彼女は少し寂さびしそうな目で俺を見つめてくる。

「烈火は私を助ける時に言ってくれたではないか。自分だけでは解決できない時、誰かに助けを求めるのは当たり前のことだと」

「ああ……言ったよな……。カッコワリィよな、テメェで言ったことも守れねーなんて……けど」

　俺はリアの失望する表情が怖こわくて顔を伏ふせる。

「けど……俺が『物語』に巻き込まれれば、その被ひ害がいはみんなにも及およぶ。それは俺が『波なみ乱だれの血』を引いてる以上、自分じゃどうしようもないことで……バハムートみたいに、倒せば終わりって問題でもない。だから……」

「だから烈火は私たちを巻き込まないようにいなくなったの？」

　皐月がこちらの言葉を遮さえぎり、俺のことを睨んできた。

　幼おさな馴な染じみの鋭するどい視線に怯おびえながら、俺は小さく頷うなずく。

「そうだ……現にハリッサだって」

「ハリッサちゃんだって大だい丈じよう夫ぶだったわ。どこかへ行く前に私にちゃんと相談してくれれば、充じゆう分ぶんに解決できた」

「そ、そうですよ！　ウチ、ピンピンしてます！」

　ハリッサが両手を振って元気さをアピールしてくる。

「烈火。この世に一ミリも他人に迷めい惑わくをかけずに生きていける人間が存在すると思う？　人と人はいつでも触ふれ合って生きているんだもの、時には迷惑をかけたり、諍いさかいを起こすことだってあって当たり前だわ」

「……」

　段々と、俺にも皐月が何を言いたいのか分かってきた。

　彼女の気持ちが、傷だらけの俺の心に染しみ渡っていく。

　……だけど。

　ハリッサに治してもらった足で立ち上がり、俺はできるだけ強く皐月を見返す。

「ンな勝手なこと、言うなよ。俺みたいな……いるだけでみんなを危ない目に遭あわせるような危険な存在が、誰かの傍にいていいはずがねぇんだ！」

　ずっと胸の奥おくに抱えていた俺の気持ちを吐と露ろする。

　俺なんかが人の隣となりにいていいはずがない。

　聖人じゃあるまいし、こんな『血』の役目なんて今すぐ捨てたい。耐たえられるはずがない……それでも、耐えなきゃならない。

　たとえ俺の心が壊れてしまっても、みんなが傷つくなんてもっと耐えられないから。

「知らないわよそんなこと」

　だけれど俺の絶叫にも、皐月は目を逸そらさない。

「烈火は〝やさしい〟からきっとそんな結論に達したんでしょうね。でも、まだ烈火は肝かん心じんなことを私たちに聞いてない」

「聞いてないって……何をだよ？」

「烈火がいるだけで私たちを危険な目に遭わせる存在だとしましょう。烈火は周囲に災厄を振り撒まくとしましょう……だとして――それと私たちが烈火と一いつ緒しよにいたいかどうかは別問題だわ」

「……！」

「さぁ、私たちに聞いてみなさいよ――『俺は危険な存在だけど、それでも一緒にいてくれるか？』って」

「……」

　質問しろと言われて、俺は茫ぼう然ぜんとしてしまった。

　なぜなら……俺を見るみんなの表情で、その質問をした時どういう答えが返ってくるのか分かってしまったから。

「ねぇ、考えてみて？　私たちは烈火がまた何か大変なことに巻き込まれてるって、ちゃんと知っていながらここに来たのよ。危険を承知の上で、それでも烈火を助けにきたの。つみきさんなんて即そく答とうだったわ」

「ちょっ、それは言わなくてもいいでしょ！」

　つみきが顔を真っ赤にして叫ぶ。

　皐月はあえてそれを無視して、なおも俺のことをまっすぐ見つめてくる。

　その視線に、グラリと揺れる。

　みんなを巻き込みたくない……そう決意していたのに……。

「……こんな『血』を引いてても、俺はただのフツーのガキなんだぞ。いつか本当にみんなを守れなくなる日が来るかもしれない」

「かもなんて話、知らないわ」

　バッサリと皐月は俺の反論を切り捨てる。

「森羅の大魔法でも未来のことは分からない。それはこれから私たちが作っていくの。烈火……私たちはあなたと一緒にいる未来が欲しいわ。あなたはどうなの？」

「俺、は……」

　俺が望むこと……。

　そんなの……決まってる。当たり前だ。俺だってみんなと一緒にいたい。そう答えたい……でも、もしかしたらって思うと、声が詰つまるんだ。

　今回が無事に乗り切れたとしても、その次はもしかしたら、その次は……その次は……。

　俺が歯を食い縛っていると、人の目の前でアールがふわりと宙返りする。

「烈火さん。これが貴方のしたことじゃありませんか？」

　いつか出会った時と同じように、アールは逆さまに浮きながら俺に話しかけてくる。

「烈火さんが今いま更さらご自分の『血』から逃げようが、すでに彼かの女じよたちを救ったという事実は変わらないんじゃないですか？　たとえ貴方が大人になって『波乱の血』が力を失おうが、もう彼女たちの心は変わらないんじゃないですか？」

　無表情なアールの目に、小さな感情が宿ったように見えた。

　それは……怒いかり？

「烈火さん。貴方はさっき『逃げない』と仰おつしやいませんでしたか？　その言葉が本当なら、貴方は彼女たちの想おもいからも逃げるべきではないのではありませんか？」

　逃げちゃ……いけない？

　俺はみんなを巻き込みたくなくて離はなれたんじゃなくて……逃げてたのか――

「さぁ、皐月さんの仰る通り、聞いてみたらどうですか？」

　――『俺は危険な存在だけど、それでも一緒にいてくれるか？』っていう問いから？

　本当はみんなと一緒にいたいくせに。

　自分が危険な存在だとみんなに知られた時……拒きよ絶ぜつされること、失望されること、「傍に近寄らないで」と言われること……そういった恐おそろしい可能性から、俺は逃げ出していたのか？

　俺自身をみんなに否定されたくないから、先に自分で自分を否定して。

「烈火」

　皐月は真しん剣けんな表情で――

「烈火」

　イリスは満面の笑みを浮かべ――

「レッカ様」

　ハリッサは胸の前でギュっと杖を握にぎり――

「烈火」

　つみきは少しアゴを引いてこちらを睨みつけ――

「烈火さん」

　テトラは微ほほ笑えみながら――

「烈火」

　リアはやさしく目を細めて――

　――彼女たちは俺を見つめている。

「……いいのかよ？」

　俺は本当にただのガキで、何の力もないんだぞ？

　本物のヒーローみたいにみんなを救えるとは限らないんだぞ？

　弱音だっていくらだって吐はくぞ？

　その弱音もみんなは受け止めてくれるのか？

　危険を承知でみんなはこんな俺の傍にいてくれるのか？

「俺はみんなの傍にいていいのか？」

「いいわよ」

　まるで当たり前みたいに、あっさりと答えが返ってくる。

　ボロボロと……俺の肩かたから何かが落ちた気がした。

「だったら――」

　みんなが俺の傍にいて弱い俺を守ってくれるっていうなら。

「――俺は、代わりにみんなを守れるくらい強くなってやる！」

　俺は拳こぶしを握り締める。

　怯えは未いまだにある。この手を、脚を震えさせる。

　大切なモノを失うんじゃないかと、俺の弱さが拳を解ほどこうとする。

　けれどそんな俺の弱さをみんなが支えてくれるなら。

　俺はなおさら強くこの拳を握ろう。

　俺にとってもみんなにとっても最高に幸せな未来を掴み取るために――この『血』に流れる宿命になんか負けないために。

　俺は戦う。

　俺といてくれるみんなのために。

　俺の助けを必要としている『物語』のために。

　そして、今この拳を振るうべき先は――。

「響」

　俺は遠くの空を――ゾルフィアクドが響を連れ去った方角の空を見やる。

　万ばん丈じよう響。俺と似た『万丈の血筋』を引く少女。

　元はと言えば俺は彼女に誘さそわれて、みんなから離れようとした。だが、今俺は再びみんなと一緒にいる。

　そしたら響はまたひとりぼっちになってしまう。

　そんなのダメだろ。

　彼女だって俺がフツーであるのと同じように――フツーの女の子なんだから、その傍で支えてやる奴が必要だ。

　それが俺の役目だっていうなら、異世界の破は滅めつも、狂った妖よう怪かいも、戦争も、恐ろしい悪魔だって、俺が――俺たちが全部ブッ飛ばしてやる。

　俺は何もかもが変わった状況をもう一度洗い直すため、周囲に視線を走らせた。

　そして視界に『インフィニティ・リヴァイヴァー』を捉える。

「……！」

　瞬間、噛かみ合う。

　俺がひとりで立てた作戦には限界があった……だけど、みんなが力を貸してくれるなら、そんな限界は突とつ破ぱできる。

　カルトの世界とメイファの『物語』も！

　九尾の狐の親子の『物語』も！

　クレイマンたちの差別と戦争の『物語』だって！

　全員の力を合わせれば助けられる!!

「頼たのむ、みんな！　俺に力を貸してくれ！」







第五章　そして、俺は救い救われる







　悩なやみはもう吹ふっ切れた。

　俺は弱い。その弱さはみんなに補ってもらう。足りない力は貸してもらう。その上で、みんな助ける。全てを守る。『物語』を救う。

　それが俺の選んだ道だ。

　その第一歩は、最初に巻き込まれた異世界の魔科学者の『物語』。

「おい、カルト！」

「メイファ……メイファ……ん？　ああ……」

　眠ねむる恋人の体を抱だいて名前を呼び続けていたカルトは、のろのろと顔を上げた。この短い間に十歳さいは老ふけてしまったように頬ほおがやつれていた。

「しっかりしてくれ！　お前の協力が必要なんだ」

「フ、ン……今更、我輩に何ができると言うのだ？　もう放っておいてくれ」

　カルトは弱々しく呟き、メイファの体を抱き寄よせる。

「我輩は何も守れなかった。世界どころか、愛する者の心さえ……」

「ゾルフィアクドが言ってた悪夢の話か？　そんなのあいつのデタラメだ」

「デタラメだとなぜ言えるのだ？　デタラメなら、どうしてゾルフィアクドは復活したのだ？」

　封ふう印いんされていたゾルフィアクドが復活したということは、奴は力の源である『闇やみ』エネルギーをどこからか摂せつ取しゆしたということ――そして奴が『闇』エネルギーを吸収できるとすれば、それは封印の器として精神的にリンクしていたメイファからしかない。

　つまりメイファは悪夢を見たってことだ。

　カルトの目に涙が浮うかぶ。

「話すべきではなかったのだ、メイファにしかゾルフィアクドを封印できないなどということは……やさしい彼女がそれを聞いて、何もせずにいられるはずがない……。そのやさしさに甘あまえて、我輩は彼女にこの上ない苦痛を強しいてしまった。いくら償つぐなっても償いきれぬ……」

「だったら……！」

　俺は弱音を吐き続けるカルトの白衣の襟えりを掴み上げる。

「いくらでも償ったらいいだろ！」

「な、何？」

「償う前から償い切れないなんて諦あきらめるのは卑ひ怯きようじゃねぇか？」

「……だが、目覚めさせたメイファにこのような惨状を見せれば、彼女は自分を責めてしまう」

「ああ」

　世界のために自ら犠ぎ牲せいになれるような女性だ。もしゾルフィアクドが復活したのを目にすれば、きっと自分を責めてしまう。

「分かってる。だから、彼女を目覚めさせる前に全部何とかするぞ」

「そんなことが可能なのか？」

　カルトは目を丸くして尋ね返してくる。

「そのためにカルトの力が必要なんだ」

「……」

「なぁ、もしかしたら本当にメイファは永遠の眠りについたことを後悔して、悪夢を見ていたのかもしれない――でも、それがカルトに対する恨みとは限らないんじゃないか？」

「どういうことである？」

　ゾルフィアクドは確かに復活した。ならメイファが悪夢を見ていたというのは本当だろう――だがその内容まであの悪魔が言った通りとは限らない。

「誰だって恋人と永遠の別れをしなきゃならないってなったらツラいだろ？」

　年ねん齢れい＝彼女いない歴の俺が言うのも何だと思うが、この際そこは気にしない。

「だいたい恋人を犠牲にするなんて、カルトだって本当はツラかったんじゃねぇのか？　だったら信じてみろよ。彼女もお前と同じ気持ちだったって。そして、今度こそ目指さないか？」

「何をである？」

「決まってる」

　俺はありったけの笑え顔がおを浮かべて、力強く言った。

「誰もが笑える、最高のハッピーエンドだよ」




　　　　　▽




　俺は今リヴァイアサンの姿となった――とはいえ以前力の大半を失ったので俺が両足で胴どう体たいを挟める程度の大きさの――リアの背に乗り、さながら竜りゆう騎き兵へいのようにクレイマンたちの戦場の上空を疾しつ駆くしていた。

　カルトに借りたダウジングペンデュラムを頼りにゾルフィアクドを探す。あいつは去り際「見物に行く」と言っていた。おそらく、この空のどこかからクレイマンたちが血を流しているのを眺ながめて楽しんでいるはず……。

『烈れつ火か。見つけたぞ』

　人よりはるかに遠くが見えるリアがテレパシーで俺にそう告げた。

『よし、じゃぁさらに上空から奇き襲しゆうを……』

『いや、あちらも私たちに気づいている』

『そうか……なら、このまま突っ込んでくれ！』

『承知した！』

　ゴウッと風を切り裂いてリアはさらに加速する。その凄すさまじいスピードと風圧は恐らく生身の人間だったら耐えられない――そう、生身なら。

　俺は異世界の全身鎧よろい――『インフィニティ・リヴァイヴァー』を身にまとっていた。カルトが改造した「運命律をエネルギーに変へん換かんする機能」は取りはずされ、この鎧の元々の性能である「運命律をパワーに変える能力」がフルに発揮されている。

　カルトの水晶球にはこの『インフィニティ・リヴァイヴァー』の動力として相応ふさわしい人間は『万ばん丈じようの血』を引く響ひびきと出たが……人生の波は瀾らん万ばん丈じようっぷりだったら『波なみ乱だれの血』を引く俺だって負けてない！
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　実際、今の俺は全身から力が溢れていた。重い鎧を着ているというのに体が軽い。握り締めた拳を見れば、俺の名前のような真っ赤なオーラが燃え盛っている。

　この力があれば『闇喰らいの悪魔』とだって戦えるはずだ。

『烈火！　奴が何か投げてくるぞ』

　リアのテレパシーを受けて反射的に顔を上げる。

　まだ俺の目にはただの点に近いゾルフィアクドが、響を抱えていない方の手を持ち上げた。その手から毒々しいオーラが溢れ、またたく間に暗黒の槍やりが出現する。

『避よけろ！』

「!!」

　とっさに頭を下げる。

　もちろんリアも回避運動を取っていたが、闇の槍が通過したのは俺の頭の上ギリギリだった。

『速い。それに』

　リアの言葉に不ふ穏おんを感じ取り、俺は背後を振り返った。

　すると、先さき程ほど避けたはずの槍が百八十度旋せん回かいし、俺たちを追ってくるのが目に入る。

『どうやら自在に操れるらしい！』

　グルンッとリアが体をひねり込み、彼女を後ろから串くし刺ざしにしようとした槍を躱かわす。

　しかし、槍はまた反転して俺たちに襲いかかってきた。

『リア。俺に任せてくれ』

『本当に大丈夫なのか？　その鎧がどれだけパワーを上げてくれるのか、まだ試ためしてもいないのだろう？』

『どっちにしろアイツと戦うんだ。ここで試してみるのも悪くない』

　俺は段々と姿がハッキリ見えてきたゾルフィアクドを睨みつける。

　この槍は所詮ただの牽けん制せいだろう。それくらい振り払はらえないようじゃ、とてもあの悪魔には勝てない。

『分かった。烈火の両手が届くようにギリギリで躱す』

　俺の意思を汲くみ取ってくれたリアが手短に思念を送ってくる。

　闇の槍が今度は俺たちの上から流星のように落ちてきた。

　それをまっすぐ見上げ、俺は拳に力をためる。

　勇者の鎧……いや、今は『インフィニティ・リヴァイヴァー』か。俺に力を貸してくれ。俺の力を引き出してくれ。

「ウオォォォ!!」

　直進するリアと降りかかる槍が交こう錯さくする瞬間、俺は篭こ手てに包まれた拳を禍まが々まがしい矛ほこ先さきに叩きつけた。

　赤いオーラと闇のオーラがせめぎ合う。

　だがそれも一いつ瞬しゆん。

　バリバリバリと雷かみなりで大木が裂けるような音がして、闇の槍は粉々になり、砕け散った。物理的な実体を持たないオーラでできた槍なので、あとには残骸も残らない。

　その様子を見ていたゾルフィアクドの口元が「ほう」と動いた気がした。

『よし！　これならイケる！』

　リアのスピードならあと数秒でこの拳が届くところまで辿たどり着く。

　あのニヤケ面をブン殴なぐってやる。そう思った時。

　ゾルフィアクドの両手から闇の槍が次々と生まれ、あっという間にその数は三十を超こえる。

　あれを避けたり撃うち落としたりするのは並なみ大たい抵ていのことじゃない。

　もしかしたらこの攻こう撃げきで死ぬかもしれない。

　だが、そんなことよりも。

「響ィィィィ！」

　俺の目を奪うばったのは、奴が手を離したせいで落下していく響の体の方だった。

　あの野郎！　新しいおもちゃ俺たちを見つけた瞬間、あっさりと響を捨てやがった。クソったれ！

『リア！』

『分かってる！』

　リアは即そく座ざに急降下を始める。

　重力が響を引っ張るよりもこっちの方が速い。

　だがさらに俺たちの後方から真っ黒な槍の群れが追い駆かけてくる。

『臆おくするな！　彼女をキャッチすることだけに集中しろ！』

「……ッ！」

　リアに叱しつ咤たされ、俺は背後を振り返るのをやめる。

　そうだ。槍を避けるのはリアがやってくれる。俺がやるべきは……！

　俺は自由落下していく響だけを見つめる――と、閉ざされていた彼女のまぶたが不意に開いた。強きよう烈れつな風圧で気絶から目覚めたらしい。

「う……ぁ…………キャアアア！」

　自分が落ちていることに気づいた響は悲鳴を上げた。

「響ィーーー！」

「な、波乱烈火!?」

　俺の声を聞いて、響は戸と惑まどいの表情を浮かべる。鎧姿の俺を見て困惑しているようだ。

　俺は両足に力を込めてリアの胴体をしっかりと挟むと、手綱代わりに掴んでいた輪環リングを離して両腕を広げた。

　こちらの意図を把握したのだろう、響も俺と同じポーズを取る。

「変なところ触さわったら殺すッ！」

「随ずい分ぶんと余裕だな！」

　リアが響を追おい越こす瞬間、俺は彼女の体を抱き留とめた。

　急降下から一転、リアは体を起こしてジグザグに槍の雨を避ける。

　響を風圧から守るため俺より後ろにその体を下ろす。これなら鎧を着た俺が盾たてになれる。

「しっかり掴まってろ！」

　俺は大声でそう告げると、響はギュっと腰こしに腕を回してきた。それを確かめると、俺は両手を自由にして拳を作る。

　再び赤いオーラを集めた拳で黒い稲いな妻ずまのような槍を打ち砕く。

『落ちるなよ！』

　警告直後、リアは急きゆう上じよう昇しようする。やり過ごした闇の槍が再び急反転し、下から俺たちを串刺しにきたのだ。

「ッ！　ンの！」

　ふたり分の体重を両足の力だけで支える。少しでも力を抜ぬけば一緒に真っ逆さまだ。だが予想以上にこれがキツい！

　ちくしょう！　頼む『インフィニティ・リヴァイヴァー』！　もっと俺に力をくれ！　誓ちかったんだ！　絶対に全すべてをハッピーエンドにしてみせるって！

「こんなとこで終われるかぁぁぁ！」

　ノドから自然と絶叫が迸ほとばしった刹せつ那な、赤い閃光が俺の内側から溢れる。

　次の瞬間、強烈な力が俺の中から噴き上がった。離れかけていた脚はしっかりとリアの胴体を捕ほ捉そくし、闇の槍を払う拳にもさらなる光が宿る。

　なぜかできる気がした――俺は握っていた拳を開き、五本の指までも開く。

　俺が望めば、その通りに赤い光が五指の先に集まった。

　視線を走らせ、残りの槍の数を確かく認にんする。

「行けぇぇぇ！」

　指先から放たれた赤の光こう弾だんは闇の槍よりも精密に動き、スピードでも威い力りよくでもそれを凌りよう駕がした。

　五つの光弾によって二十以上残っていた槍は破壊される。

『さすがだな、烈火』

『いや……』

　リアは称しよう賛さんしてくれたが、俺も何で今急にパワーアップしたのか分からない。

　ほんの数すう瞬しゆん前……俺は何を思った？

『烈火。響さんは助けられたの？』

　思考に没ぼつ頭とうしかけた俺の脳のう裏りに、リアを介かいした皐さ月つきのテレパシーが届く。

『ああ、彼女は無事だ。カルトと一緒に待っててくれ』

『分かったわ』

　それで皐月との思念会話は終わり、次に俺はリアに意識を向ける。

『リア。予定通りに』

『了りよう解かいした』

　長い胴体の先で、竜りゆうのような角の生えた頭が小さく頷く。

　そうして俺たちはカルトたちが待つ場所へと向かうが、当然ゾルフィアクドも追い駆けてくる。

「おいおい、どこへ行こうというのだ？　もっと余を楽しませよ！」

　話しかけてくるその声は先程までと比べ、ハッキリと昂こう揚ようしていた。

　さながら好敵手を見つけた戦せん闘とう狂きようのようだ。

　ゾルフィアクドは心底愉ゆ快かいそうな笑い声を上げながら、次々と闇の槍を放ってくる。本気というより戯たわむれのような攻撃だ。

『リア。響たちともテレパシーをつないでくれ』

　俺は闇の槍を払いながら作戦を次段階へ進ませる。

『つないだぞ』

『サンキュ。後ろの槍、しばらく躱していられるか？』

『どうも向こうも遊んでいるみたいだ。大丈夫だろう』

『任せた』

　ゾルフィアクドの相手を一時リアに任せ、俺は意識を響とココモに向ける。

『響。ココモ。聞こえるか？』

『わっ、な、何これ？　急に声が』

『……波乱烈火。これはキミの声か？』

『テレパシーだ。響もココモもよく聞いてくれ』

　俺は手短に作戦の内容を説明し、彼女らにやって欲ほしいことを告げた。

『頼めるか？』

『……ボクはいい。だが、波乱烈火、キミはいいのか？』

『俺？』

『キミにとって大事な人たちをこんな『物語』に巻き込んで』

　響がそこを気にするのはむしろ当然だった。

『みんなが俺に力を貸してくれるんだってさ』

『しかし』

『おまけに俺には拒きよ否ひ権けんがないらしい』

　テレパシー越しには伝わらないだろうが、俺は鎧の中で冗じよう談だんめかして笑う。

『こんな俺と一緒にいたいってみんなが言ってくれたんだ』

『……』

『だから、響も……これを全部片づけたら、お前の友達のお見み舞まいに行こう』

『え？』

『お前と彼女は本当の友達だったんだろ？　だったら、せめて直接向き合って、響の気持ちと彼女の気持ちを確かめ合うべきじゃねーのか？』

『『『『『『…………』』』』』』

　あれ？　テレパシーなのに約六名分の冷たーい視線を感じるような……。

『まぁとにかくそういうことだ。不安なら、俺もついていくからさ』

『……だが…………』

　響の思考に逡しゆん巡じゆんが混じる。

『波乱の血』のことを知った上で俺の傍に皐月たちがいてくれるように、響の傍にだってもしかしたら……と、彼女はきっと感じていて、けれどそれを口にするのを躊躇ためらっている様子だった。

『大丈夫だって。信じろよ、友達を』

　俺はそんな彼女の背中を押す。

『……彼女は人見知りだから、キミがいると話ができない』

『うっ、そうなのか……』

『……でも、病院までならついてきてもいい、ぞ？』

　何で疑問形？　素す直なおじゃねーな。

　まぁ、いいさ。ついてってやるよ。

『で、ココモはどうだ？　できそうか？』

『おいらは……』

　ギュッ、と『インフィニティ・リヴァイヴァー』に回された響の腕うでに力が入った。おそらく今力を入れたのは、ココモの方だ。

『おいらには……無理だよぅ』

『無理、か？』

『だって、おいらは術もロクに使えない臆おく病びよ者うものだよ？　それなのに、あんなおっかない悪あく魔ままで相手にしなきゃならないんでしょ？　そんなの』

「おいらなんかじゃ……また恐きよう怖ふに負けて、逃げ出すに決まってるよ！」

　最後のセリフは、テレパシーではなく悲痛な叫び声になっていた。

『ココモが力を貸してくれれば、お母さんを封印するんじゃなくて、本当に助けられるとしてもか？』

　俺は今度こそ本当に全部何とかしてみせると思っていた。

　だがそれには全員の協力が不可欠だ。

『助けたいよ！　でもおいらじゃ無理なんだ！』

　……頑かたくななココモの拒絶は、本当は助けたいという気持ちの裏返しに思えた。

　けれど彼かれはまだ子供で未熟で臆病者だ。

　だから逃げ出したいと言いたくなる気持ちも分かる。

　でも。

『ココモ。勇気を出すなら、今だぜ？』

『だから！　おいらは強くないから！　その勇気がないんだよ！』

『勘かん違ちがいすんな』

　俺はココモの反論をバッサリと切り捨てる。

『子供で弱くて臆おく病びようだからこそ、勇気を出すんだよ』

『……え？』

『元から強い奴に勇気なんて必要ない。だって強いんだから、自分の力で何でもできちまう。でも弱い奴は違う。テメェの弱さのせいで、いろんなことができない。そのせいでいろんな物を失っちまう。俺だって本当はそうさ』

『烈火さん、も？』

『ああ。それでも大たい概がいのことは、言い訳さえすれば我が慢まんできるかもしれない。失くしても忘れられるかもしれない。なかったことにできるかもしれない――でも、そうはいかねぇ時がきっと来る』

　そう、たとえば今のように。

『自分が弱いって充分に分かってて……それでも退ひけない理由のために！　ガタつく歯を食い縛って！　震ふるえる拳を握り締しめて！　笑っちまう膝ひざを踏ふん張って！　テメェより強い奴に立ち向かわなきゃならない時がある！　そのために震える心の奥から絞しぼり出すのが勇気だろ!!』

『あ、あぅ、あ……』

『力の強さを勇気って呼ぶんじゃない――弱い奴が強くなろうとする意志を勇気って呼ぶんだ』

　俺は後ろを振り返り、『インフィニティ・リヴァイヴァー』のフェイスガードを上げた。剥むき出しになった目で、響の目を――その奥にあるココモの精神を、まっすぐ見つめる。

「ココモ。もう一度言うぞ……勇気を出すなら、今しかねぇ！」

「……おいら」

　響の口を借りてココモが言葉を紡つむぐ。

　その声音にはまだ弱さが残っていた。

　だったら彼の弱さを俺が支え直してやればいい。

　そうすれば彼は必ず勇気を振り絞れる。

　なぜなら――

「ココモ。負けんな」

「……おいらは」

「戦え」

「おいらは」

「言え！　言ってやれ！」

「おいらは……ッ！」

　――ココモの本当の望みなんて、最初から決まっているのだから。




　　　　　▽




　俺は響たちをカルトたちのところへ送り届けると、さらに妖怪の山方面へ向かってリアとともに飛んだ。

　妖怪の山を見下ろせる位置で、俺はゾルフィアクドと対たい峙じする。

「もう逃げなくてよいのか？」

「ああ」

　カルトに頼んだ仕事をやってもらうには、こいつがクレイマンの戦場から離れていてくれた方が都合がいい。

　それにここならもしもの時に対処できる。

「ならば、存分に余を楽しませよ！」

「！」

　ゾルフィアクドはいきなり接近戦を挑いどんできた。

　甲こう殻かく類るいのようにゴツゴツとした皮ひ膚ふは天然の鎧――そして武器。凶きよ器うきに近い拳が真正面から飛んでくる。

「くっ！」

　かろうじてそのパンチを両腕で受けるが、バランスを崩くずしてリアから落ちそうになる。

「どうしたぁ！　まだまだだぞ！」

　さらに二、三発と左右から殴られ、頭が揺ゆさぶられる。

「クッ、ぞ！」

　俺は右手の五指に赤いオーラを集め、放った。

「おっと！」

　赤い光弾をゾルフィアクドは難なく避け、手の平から闇の槍を出現させて払い落とす。

「チッ！　さっきは砕くだけたのに」

「甘いなぁ。それなら槍に注ぎ込むエネルギーを増やせば済むことよ」

「簡単に言いやがって……」

「さぁどうした？　その程度か？　まだまだ余は満足しておらぬぞ」

「ンなろ……！」

「行ゆくぞ」

　今度は槍を構えて突とつ進しんしてくるゾルフィアクド。

「ギィヤォゥ！」

　唸うなり声を上げたリアが身をひねって闇の槍を躱す。

「甘いぞ」

　そこで唐突に槍の穂ほ先さきがグンと伸びる。

『闇』エネルギーで作られた物だから形も自由自在なのか！

「危ねぇ！」

　俺はギィンッと篭手で槍を跳はね返す。

　だがやはり俺の赤いオーラと奴やつの闇の槍では向こうの方が強きよう靭じんらしく、篭手の一部が削けずられてしまった。

　まだだ！　まだコイツに勝つにはパワーが足りない……！

　防戦一方になり始め、少しずつ俺の中に焦あせりが蓄ちく積せきされる。

　全てを救うには俺がこの無限のエネルギーを吸収する『闇やみ喰くらいの悪魔』を倒さなければならない。

　ヒントはもうさっき手に入れている。

　赤い光弾を打てるようになった時、明らかに何かが変化した――その変化の『鍵かぎ』が何なのかを突き止めれば、おそらく『インフィニティ・リヴァイヴァー』の力を引き出せる。

　考えろ。

　思考を止めるな。

　諦めるな。

　ただの人間の俺にできることはそれしかない！




「グギャオオオオォゥゥゥゥウウウウウウウ!!」




　その時、地上から獣の咆ほう哮こうが轟とどろく。

「！」

　それは九きゆう尾びの狐きつねが上げる勝利の雄お叫たけびだった。

　ついに妖怪たちが九尾を抑おさえられなくなり、敗北したのだ。

「まずいっ！」

　俺は慌あわてて妖怪の山を見下ろし、次に視線を空よりも上に向ける。

　カルトたちの準備が整う前に九尾が妖怪たちを倒した場合の時間稼ぎは〝彼女たち〟に任せたはずだが――まだ姿が見えない。

『リア！　フォローするぞ！　妖怪の山に！』

『何とかしてみよう……！』

　リアの余よ裕ゆうのない返事が返ってきた。

　こうしてテレパシーを交かわしている間もゾルフィアクドとの攻こう防ぼうは続いている。リアは空を飛べない俺の代わりに、奴の弾だん丸がんのような速さについていってくれているのだ。

　何とか彼女は段々と高度を下げて、九尾の狐が視し認にんできるくらいの高さにまでは来られたのだが……。

　さすがに……フォローに行く余裕はないか!?

「グルオオオオオオゥゥゥゥ！」

　九尾が再度吼ほえたかと思うと、その体がフワリと浮き上がった。

　ヤバい……空も飛べんのか!?

　焦る俺。

　その脇わきをビュンと巨大な影かげが横切る。

　次の瞬しゆん間かん、飛び上がった九尾の狐に銀色の宇宙船が正面からぶつかった。

『イリス！　間に合ったか！』

『はぁーい！　準備にちょっと手間取っちゃった。でもナイスタイミングでしょ？　褒ほめて褒めて～』

　イリスの陽気な受け答えがテレパシー越ごしに返ってくる。

　リアとカルト以外に九尾の狐に対たい抗こうできるとしたら、宇宙の最さい先せん端たん科学をいくつも積んでいるイリスの宇宙船しかなかった。

『イ、イリスさん……体当たりするならせめて先に言ってください～』

　同じく宇宙船に乗るハリッサが泣きそうな声で文句を言う。さすがにシートベルトはしてると思うが……ほとんど交通事故みたいな当たり方だったしな。

「グルルルルル！」

　突とつ然ぜん現れた謎なぞの敵に九尾が怒りを露あらわにする。

『あら、頑がん丈じようね～。小惑星群とか突っ切っても大丈夫なくらいブ厚～い装そう甲こうに換かん装そうしてきたんだけど』

「グルゥッ！」

　九尾は自身の敵とみなした宇宙船に飛びかかろうとするが――

『うわっわ！　エ、エアリム・ネクラム！』

　――ハリッサの透とう明めい化かの魔ま術じゆつで目標を見失う。

「グル？」

　九尾はキョロキョロと首を巡めぐらすが、当然見つけられるはずもない。

　そこへまたガァンッと透明化した宇宙船が体当たりをかます。

「グウゥゥゥ！」

　怒り心頭の九尾はさらに目を血走らせて、メチャクチャに竜たつ巻まきや火柱を起こした。

『イリスにハリッサ。危なくなったらすぐ離り脱だつしろよ！』

『大だい丈じよ夫うぶよ！　任せなさいって！』

『ウ、ウチらは大丈夫です！　レッカ様こそお気をつけて！』

　俺たちはそれでいったんテレパシーを切り、各おの々おのの相手に集中する。

「ふむ」

　ゾルフィアクドがなぜか攻撃の手を休める。

「お前はさっきからやたらと気を散らせているな。余の遊び相手を務めているという自覚はあるのか」

「……別に俺はテメーのために戦ってるつもりはねーよ」

「何？」

　俺とゾルフィアクドは睨にらみ合う。

『聞こえるか？　我わが輩はいだ。こちらの準備は整ったのである』

『早ぇな。もうできたのか』

『うむ。テトラ君がよく手伝ってくれたのである』

『烈火さん！　そちらは大丈夫ですか？』

『ああ、大丈夫だ。テトラもご苦労さん。じゃぁカルトはすぐ始めてくれ』

『了解した。十分以内に済ませるのである』

　あと十分。

　カルトなら何とかするだろう。なにしろ一度は世界を救った大天才だ。

　なら俺も俺のやるべきことを果たそう。

　それに――そろそろこのクソ野や郎ろうのことがいい加減許せなくなってきたところだ。

「ゾルフィアクド。お前何か勘違いしてないか？」

「余が勘違い？」

「お前が『戯れ』とかぬかしてる『物語』の中で、どれだけの数の登場人物たちが生きてると思ってやがる」

　俺は両拳を握り締める。

「テメェが『退屈しのぎ』で潰つぶそうとしてる『物語』を、みんながどれだけ必死に紡いでると思ってる」

　グンッ、と俺の拳に赤いオーラが灯ともる。熱を持ち、光を放つ。本物の炎ほのおのように燃え盛る。俺の怒りに呼応するように。

「これは『遊び』なんかじゃない。全部がかけがえのない『物語』だ」

　お前なんかに壊こわさせたりするものか。

　そんな悲劇は認めない。

　切ない涙も悲しい感動もフィクションの中だけで充分。

　現実に必要なのは希望に満みち溢れたご都合主義のようなハッピーエンドだ。

　そして俺に流れる『血』には、それを可能にする力があるってんなら――




「――『波乱』の名にかけて、俺が全部救ってみせる！」




　宣言する。

　もう逃げねぇよ――ッ！

　俺は今回の『物語』が始まると同時にみんなの許から逃げた。彼女たちを傷つけたくないからと言い訳をして、本当はこんな自分をみんなに拒絶されるのを恐れて逃げた。

　いるだけで周囲に危険を及ぼすという自分を〝なかったこと〟にしようとした。そんなことできるはずがないのに。

　なら、もうそこから目を背そむけるのはやめよう。

　俺は俺であることをやめることができない。

　そんなの少し考えれば分かる当たり前フツーのことだった。

　本当に重要なのは俺が俺であることを認めた上で決断することだ――俺はどうしたいのか？

　俺にしか『物語』を救えないというなら、それを救う。俺が『物語』に巻き込まれることで周囲に危険が及ぶなら、それもまとめて助ける。弱い俺をみんなが助けてくれるというなら、それを支えにして同時にみんなを護まもる。

　それが俺の決意。

　俺が強くその言葉を口にすると――

「！」

　――まるでそれに呼応するように拳を覆おおっていた赤いオーラが急にグンッと成長し、両りよう肩かたにまで燃え広がる。

「全てを救うだと？　全てを滅ほろぼす力を持つ余を相手にそのようなたわ言をほざくなら、見事やってみせよ」

　ゾルフィアクドが冷たい声で言うとともに、闇の槍を数十生み出す。さっき撃ち落とした槍とは比べ物にならないパワーが込められている気配を感じる。

「……」

　だがもうそれを脅きよ威ういと俺は思わなかった。

　俺は両腕を胸の前でクロスするように構え、矢を放つ弓の弦げんのようにギリギリと引き絞る。

　闇の槍が放たれると同時に、俺は引き絞った腕を解き放った。

　すると、両腕から三日月形の赤いオーラの刃やいばが放たれ、槍の群れを真正面から迎げい撃げきする。

「なんだと!?」

　相手の驚おどろきの声を聞きながら、俺は自分の拳を開いたり閉じたりしてその感かん触しよくを確かめる。

　またパワーが上がった……それはつまり、俺が『インフィニティ・リヴァイヴァー』の力を引き出し始めているということだ。

　力を引き出す『鍵』は何だ？

「貴様、おもしろいなぁ……だが調子に乗るのはまだ早いぞ」

　心底楽しそうにゾルフィアクドが喋る。

　直後に、変化。

　地上から立ち上ってきた真っ黒な粒りゆ子うしの束が、悪魔の下へと引き寄せられるように集まり始める。

　黒の粒子――いや、おそらく『闇』エネルギー――はクレイマンの戦場と妖怪の山から流れてきていた。

「ククク、この場には余の力となる『闇』が満ち溢れているからな。特にあの狂くるった獣けものと人型どもの戦争からは強力な『闇』の波動を感じるぞ」

　ゾルフィアクドは笑い、両の手に闇の槍を生み出す。

「さぁ！　もっと余を楽しませよ！」

「ウオオォオ!!」

　今までよりもさらに激しく俺たちは撃ち合う。

　赤と黒のオーラがせめぎ合い、火花のように散っていく。

　本人の意思次し第だいでどうとでも形を変化させるこの力は、時には刃に、時には銃じゆ弾うだんに、様々な武器に変化して、相手を斬きり、突き、撃ち、殴り、オーラ同士でお互たがいにお互いを喰くらい合う。

　俺とゾルフィアクドの力はほぼ拮きつ抗こうしていた。それはまだ相手がこの戦いを楽しもうとしている証しよ拠うこでもあるのだろうが、しかし――

「ギャゥ！」

『リア！　大丈夫か？』

『クッ……すまない。奴の動きが見切れない』

　――俺たちの戦いに、リアがついてこれなくなっていた。

　機動力の全てを彼女に預けている以上、それは決定的な戦力の差になってしまう。白い大だい蛇じやの体は傷だらけになり、俺も脇わき腹ばらや脚あしを切り裂さかれる。

『リア。無理にアイツについていこうとすんな！』

『だが！』

『俺がお前を守る！　完全に避けようとするんじゃなくて、俺をアイツにぶつけるつもりで動いてくれ』

『～～分かった！』

　俺がリアの盾だ。

　とにかくゾルフィアクドの動きを目で追い、ダメージをもらわないように防ぼう御ぎよに集中する。特にリアに向かう攻撃には細心の注意を払った。

「どうした？　手が出なくなってきているぞ？」

「そうかよっ！」

　ガキンッと『インフィニティ・リヴァイヴァー』の篭手とゾルフィアクドの黒いオーラに包まれた拳がぶつかる。

　そのままゾルフィアクドは離れていかず、ぐいっと顔を近づけてきた。

「余の力はまだまだ上がる。このままではいずれお前は死ぬぞ？」

「ご忠告どうも……でもいらねぇ世話だな」

「何ィ？」

「俺の立てた作戦は万ばん事じと滞どこおりなく進行中だぜ？　『このまま』なんてことはあり得ない」

　あえて不敵に俺は笑う。

　瞬間、テレパシーがつながる時特有の感覚が俺の脳に届く。

『我輩である。こちらの仕事は全て完かん了りようした！』

『え？　これちゃんと聞こえてる？　えーと、つみきよ！　頼まれてた物作って大おお友ともさんに渡わたしたわよ！』

『了解！』

「了解！」

　俺は頭と口で同時に答える。

「さぁ、こっからが反はん撃げきのターンだぜ！」

　自分を鼓こ舞ぶするように叫さけびながら、俺は強ごう引いんにゾルフィアクドを押おし返す。

　両者の距きよ離りが開いたところで、再度テレパシー。

『烈火！　リアさん！　つみきさんの例の物、あなたたちの上空に魔ま法ほうで転移させるわ！　ちゃんと受け取ってよ！』

　皐月の思念が届き、俺とリアは上を見る。

　俺たちから十数メートル上空に、パッ、と突然真っ黒な物体――つみきが妖怪の山の笑う木の実を料理して作った暗黒物質ダークマターが現れた。

「呪呪呪呪呪……」

　なんか呪のろわれてんだけど……。

　気味悪いけどあんなに陽気に笑っていた木の実がこうまで変へん貌ぼうするなんて、いったいどんなことをされたんだ？

　まぁ、その辺はどうでもいい。

「ギャオウ！」

　リアは暗黒物質ダークマターを口で受け止め、一気に飲み込む。

　すると彼女に刻まれていた傷が一瞬で治り、俺がまたがれるぐらいの大きさだった胴体もみるみる内に大きくなっていく。それでも地下で完全に力を取り戻もどした時ほどではないが、こいのぼり程度の大きさだった体が鉄てつ塔とうのごとき巨きよ体たいになる。

　さらにリアの体に力がみなぎっていくにつれ、彼女の頭の上に金色のヘッドフォンみたいな浮ふ遊ゆう物ぶつが現れる。

『ふぅ、相変わらずつみきの料理は最高だな』

『そうか……』

　ホント未だに信じられないけど、あのゲテモノ料理がリアの好物なんだよな。同時に彼女が力を取り戻すのに一番効率のいいエネルギー源でもある。

『行くか！　烈火！』

『応！』

　リアが巨体を躍おどらせ、ゾルフィアクドに突っ込んでいく。

　奴は闇の槍で彼女を貫つらぬこうとしたが、金色のヘッドフォンから生まれた水の槍がそれを迎撃する。

　それだけじゃ終わらない。

　今度は水の竜巻が発生し、ゾルフィアクドを渦うずの中に飲み込もうと襲おそいかかる。

「何なのだ急に！」

　唐とう突とつなリアのパワーアップに少なからず動どう揺ようしながら、悪魔は黒いオーラを乗せた手刀で水の竜巻を切り裂く。

　その一瞬の内に生じた隙すきを狙ねらい、リアが奴めがけて突っ込んだ。

「グゥ！」

　自分の数百倍の質量による体当たりをモロに喰らい、ゾルフィアクドは苦く悶もんの声を上げた。

　一度流れを奪ったリアはその後も水の魔法と巨体を活いかした攻撃を重ねていく。

　だが、それでも相手は単体で世界を滅ぼす力を持つ『闇喰らいの悪魔』。守勢に回りながらも最初の体当たり以外、ほとんどダメージを受けずにリアの攻撃を捌さばき続けた。

　そうやって攻防をくり広げ移動する内に、俺たちは再びクレイマンたちの戦場の上まで戻ってきた。さっきは高度が高かったが、今度は肉眼でのっぺりとした粘ねん土どの顔が見えるくらいの高さだ。

「ククッ、よいのか？　わざわざ余を戦場の近くまで運んだりして。戦争によって湧わき上がる憎にくしみや嘆なげきは余にとって最高のエネルギー源になるぞ？」

　ゾルフィアクドは俺の不ふ手て際ぎわを嘲あざ笑わらってみせる。

「ハッ！　だったらやってみろよ」

　今度は反対に俺が相手を笑ってみせた。

　余裕の表情だった悪魔の顔に戸惑いが浮かぶ。

「どういうことだ？」

「下をもっとよく見てみろよ」

「？」

　ゾルフィアクドは地上を見下ろし――戸惑いを驚きよう愕がくに変える。

　地上には確かに先さき程ほどと同じように万を超える数のクレイマンたちがひしめき合っていた。だが、大地を埋うめ尽つくしていた怒ど声せいはやみ、全員が武器を下ろしている。

「なぜだ！　決着がつくには早すぎる！　あれほどの怒りと悲しみに満ち満ちた『闇』の気配が、どうしてこうも消きえ失うせるのだ!?」

「戦う理由を失ったのさ」

「バカな！　そう簡単に争いがやむものか！」

「じゃぁお前、何で彼らが争あらそってたのかその理由を知ってるのか？」

「……」

「知らないなら教えてやるよ――肌はだの色さ。彼らはお互いの肌の色の違いを理由に戦っていたんだ」

「色の違い、だと？」

　もう一度ゾルフィアクドは下を見る。

　地上にいるクレイマンたちは――全員、白色になっていた。あれほど圧あつ倒とう的てき多勢を誇ほこっていた金色はひとりもおらず、全てのクレイマンが真っ白な肌に変わっている。

　タネはココモの変化の術とカルトの瞬間インスタント魔法ソーサリーのカプセルだ。

　まずココモに変化の術で白クレイマンに化けてもらう――そして「白クレイマンの姿になる」という妖よう術じゆつを、カルトが瞬間インスタント魔法ソーサリーと同じ要領でカプセルに詰め込み、バトルカルトシップで戦場にバラまいた。

　そうしてクレイマン全員を同じ色にしてしまったのだ。

　理由を失えば戦いも止やむ。

『烈火。クレイマンたち全員とテレパシーをつないだぞ』

『サンキュ、リア。じゃぁ、いっちょ派手に吼ほえてくれ』

『うむ』




「グギィイヤオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ[image: ]」




　リアの特大の咆哮は、広い戦場の端はしから端にまで響ひびき渡った。

　自分たちの色の変化に戸惑っていたクレイマンたちが、一いつ斉せいに空を見上げる。そして、宙に浮くリア――彼らが神の遣いと崇あがめる竜によく似たリヴァイアサンの姿を見て、みな一様に茫ぼう然ぜんとした。

『聞こえるかお前たち』

　そこへ俺がテレパシーを通じて、クレイマン全員の頭に直接話しかける。

　当然、たくさんの驚きの思念が俺へと返ってきた。だがひとつひとつの質問に答えている暇ひまはないので、さっさと本題に入ることにする。

『いいか、よく聞け！　肌の色などというくだらない理由で争うお前たちを見て、神は深く悲しんでおられる！　もう二度とそんなことで争いが生まれないように、神はお前たちの肌の色を同じくされた！』

　クレイマンたちにとってはあまりにも急な展開だっただろう。

　だが変化の術はココモが解かない限り永久にそのままだし、今彼らは俺とリアを神の遣いと勘違いしている――なら、この声も真実と受け止めるはずだ。

『そして、お前たちの本物の敵は別にいる！』

　さらに俺は畳たたみかける。

『見よ！　我が前にいるこの悪魔こそ真の敵だ！　こやつこそお前たちの心に忍しのび込み、肌の色などという些さ細さいな違いを憎しみへと変え、争いへと駆り立てた張本人だ！　神の力によってお前たちの心から憎しみが消し去られた今、悪魔は実体化せざるを得なくなった――さぁ、今こそ本当に戦うべき相手に矛ほこを向けよ！　我とともに悪魔を倒たおすのだ！』

　我ながらよくもまぁこんな作り話をペラペラと喋れるもんだと思う。

　それでも具体的な「敵」を与あたえてやることで、彼らの心の中から差別の意識を完全に払ふつ拭しよくさせる狙いもある。「神の遣いとともに差別という悪魔と戦い勝利した」と彼らが信じ込めば、もう誰かを差別しようなんて気持ちも生まれないだろう。

「「「「「ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ[image: ]」」」」」

　クレイマンたちが鬨ときの声を上げ、弓兵たちは続々とゾルフィアクドめがけて矢を放つ。飛び道具を持たない兵士たちは石を持ち、力いっぱい投げた。

「な、何が起こっている」

　ゾルフィアクドは突然自分が狙われ始めたことに驚きながら、うっとうしそうに矢を払う。

『今だ！　リア！』

　リアは幾いく度ど目かの咆哮を轟かせると、再びゾルフィアクドめがけて体当たりを敢かん行こうする。

「フンっ、そう何度も喰らうものか」

　二度目はないとばかりにゾルフィアクドはリアの頭を乗り越えるように避ける。

　最小限の動きで避け、そのまま自分の下を通りすぎる彼女の無防備な胴体に一いち撃げきを加えるつもりなのだろう。

　だけどそんなのはこっちこそお見通しだ！

「ウオオォォ！」

　俺はリアの長い胴体の上を走り、ゾルフィアクドに接近する。

『インフィニティ・リヴァイヴァー』で強化された脚きやく力りよくは、ほんの二、三秒で俺の体をゾルフィアクドの間近まで運んでくれた。

「！」

　今まで空中戦ばかりで、ゾルフィアクドは俺自身の脚力を見たことがない。そのため奴の反応は一いつ瞬しゆん遅おくれ、俺は硬かたく拳を握り締めるだけの余裕が生まれる。

　そして、俺は全力で赤いオーラを集中させた渾こん身しんの一撃を『闇喰らいの悪魔』の顔面に叩たたき込んだ。

「グアアァ！」

　醜みにくい悲鳴を聞きながら、俺は奴の体が破は壊かいされるイメージを燃え盛るオーラへと伝える。

　わずかばかりの間も置かず、赤い光が爆散した。

「ギャアアアアアアア！」

　悲鳴が絶ぜつ叫きように変わる。

　ゾルフィアクドの体に浸しん透とうした赤い光が内側で爆はぜ、奴の岩のような肌全体に亀き裂れつが入る。

　ここだ……！

　俺は大ダメージを負ったゾルフィアクドに飛びかかり、奴のこうもりの翼つばさをはばたけないように拘こう束そくする。

「グッ、貴様！」

「紐ひもなしバンジーってやったことあるか？」

　俺は似たようなのを一回やったぜ。

　錐きりもみしながら墜つい落らくしていく俺たちの予想落下地点から、クレイマンたちが悲鳴を上げて退たい避ひする。

　轟ごう音おんと衝しよう撃げきが鎧の中の俺を激しく打ち据すえた。

「痛てて……」

『インフィニティ・リヴァイヴァー』がなかったら即そく死しだったな。

「貴様ぁ……」

　俺から数メートル離はなれた位置で、同じく地面に叩きつけられたゾルフィアクドが立ち上がる。天然の装甲のようだった全身には亀裂が入り、こうもりの翼はグチャグチャに折れていた。

　その体には今でも少しずつ『闇』エネルギーが供給されているが、明らかに先程よりも量が少ない。

　差別という憎しみからくる戦争はすでに終わり、今クレイマンたちは「悪魔を倒す」という共通意識で戦っている。その「敵意」をゾルフィアクドは吸収しているのだろうが、『闇』としての純度は格段に下がるのだろう――

　――彼らは今「絶望」のためではなく「希望」のために戦っているのだから。

「リア！　ここからは俺ひとりでやる！　下がっててくれ！」

　俺が空に向かって叫ぶと、テレパシーで『分かった』と返事が返ってきて、リアは別の場所へ向かって飛んでいく。

　彼女は最後の締めの準備をしに行った。

「余裕のつもりか……？」

　だが、ゾルフィアクドはリアを下げたことを自分への侮ぶ辱じよくと受け取ったようだ。

「だとしたら？」

「……」

　ゾルフィアクドは黙だまり込む。

　無限の『闇』エネルギーを吸収できると言っても、この世の『闇』の全てがこの場にあるわけじゃない。エネルギーは宇宙全体に存在している。それをほんの一瞬でことごとく吸収できるわけがない。

　もしそれが可能だったなら、カルトの世界はほんのまばたきの間に宇宙全体のエネルギーバランスが崩れて、あっさり崩ほう壊かいしていたはずだ。彼らにゾルフィアクドを封印することができたということはつまり、遠いところにあるエネルギーの吸収にはそれなりの時間がかかるということだ。

　長期戦においてゾルフィアクドは無敵だろう。

　だが今この瞬間だけは、俺の方が奴の力を上回っている。

「テメェの」

　負けだ――そう言おうとした時、戦せん闘とうは新たな局面を迎むかえる。




「グルゥオオオオオオオオオ！」




　空から白色の獣が落ちてくる。

　その獣は全身が真っ白というわけではなかった――金色の尾が九本。

　金毛九尾の大だい妖よう怪かい、九尾の狐だ。

「グルルルウル！」

　イリスたちの透とう明めいな宇宙船と戦っている内に、ここへ落ちてきたのだろう。九尾は血走った目で自分を挟はさんで対峙する俺とゾルフィアクドを交こう互ごに見やって、状じよう況きようを確認しようとする。

「ク、ク、ク、クククククククククククァーハッハッハハハハッハッハッハ！」

　悪魔の笑いが九尾の背中越しに聞こえてきた。

「最後の最後で運は余に味方したな！」

　ゾルフィアクドは一瞬で九尾の背に立つと、その白い体毛の中へと己おのれの手刀を突つき立てた。

「グギイッ！」

　血しぶきが上がり、九尾が悲鳴を上げる。

　そして、九尾の全身から黒いオーラ――『闇』エネルギーが吸い上げられ、ゾルフィアクドへと吸収されていく。

　元々九尾が狂ったのは瘴気――疫えき病びようや自然災害の元となる悪あしき気――を吸いすぎたせいだ。つまり九尾の中には高純度の『闇』エネルギーが大量に沈ちん殿でんしている。それをゾルフィアクドは吸っているのだ。

　さっきリアが暗黒物質ダークマターを食べて回復したように、ゾルフィアクドも九尾から瘴気を吸い出してあっという間に全身の傷を再生させていく。

「グル……ゥ」

　瘴気を吸い尽くされてひと回り小さくなった九尾が弱々しく鳴き、気を失ってその場に倒れ伏ふす。

「ほう、これはいい」

「！」

　ゾルフィアクドが放った闇の槍やりが俺の肩を貫く。

「ウガァ！」

　肩までなら赤いオーラが守ってるはずなのに、防御ごと貫かん通つうしてきやがった……！

　九尾から奪った瘴気がゾルフィアクドの力を今まで以上に増大させたらしい。

「ここが正念場か……」

　俺の敗北は全ての『物語』の破は綻たんを意味する。

　絶対に負けられない。

　そのためには、もっとパワーを！

　これまでに二度、『インフィニティ・リヴァイヴァー』はパワーアップをくり返してきた。

　そこには偶ぐう然ぜんではない、何か明確なキッカケがあったはずだ。

　一度目と二度目の時のことを思い出す。

　落下する響を受け止めた時。

　妖怪の山の上でゾルフィアクドと対峙した時。

「……」

　…………ああちくしょう！　キッカケって何だったんだ！

「さぁ、これが最後の余興だ。存分に余を楽しませたあと――くたばれ」

　ゾルフィアクドが闇やみの槍で俺の胸を突いてくる。

「チッ！」

　速い上に重い。防御を貫いて穂先が抉えぐり込んでくる。

「クククっ」

　バキンッ――ゾルフィアクドが指を鳴らすと、俺の足元が地じ雷らいでも踏んだように爆ばく発はつする。

　打ち上げ花火みたいに吹ふき飛ばされ、大地の上に叩きつけられ転がった。

「クソッ！」

　舌打ちひとつかまして、すぐに起き上がる。

　力も素す早ばやさも相手の方が上――なら考えろ。

　思考を止めないことだけが唯ゆい一いつの勝機だ。

　視点を変えろ。

　たとえば、カルトの持っていた水すい晶しよう球は『インフィニティ・リヴァイヴァー』の動力に相応ふさわしい人間として、なぜ俺ではなく響を選んだ？

『波乱』と『万丈』は同じ体質を受け継つぎ、それに男女以上の差はないはずだ。

『インフィニティ・リヴァイヴァー』は人の運命律をパワーに変換する。運命律の大小は「その者が持つ運命の重さ」が決める――なぜ響の方が俺より運命律が大きい？

　二度のパワーアップと合わせて考えろ。

　俺と響の違いは何だ？

　運命の重さを決めるのは何だ？

「そろそろ終えるか」

　闇の槍に注がれるエネルギーが増大し、槍の柄えから幾いく本もの矛ほこ先さきが枝分かれして、切っ先をさらに鋭くした。さらにゾルフィアクドの体からバリバリと音を立てて生まれた黒い稲妻の顎あぎとが、全方位から俺へと向けられる。

　あれ全部に貫かれたら体がレンコンみたいに穴だらけになっちまうな……。

　場ば違ちがいにアホなことを考えてしまって、ついクスリと笑いが漏もれる。

「死ねェ！」

　ゾルフィアクドが狂きよう気きじみた笑い声を上げながら闇の槍を突き出してくる。槍の動きに連動し、黒い稲妻も獲え物ものに襲いかかる蛇へびのように、四方八方から俺へと襲いかかる。

　両りよう腕うでだけでこれを防御するのは不可能。だが――

『烈火！　全員の配置を終えたぞ！』

　その時リアのテレパシーが俺の脳裏に届く。

『了解――』

　俺は返事をし――




　――真正面からゾルフィアクドと激げき突とつした。




　燃え盛る焔ほのおのオーラと暗い稲妻のオーラがぶつかり、もつれ合い、爆ぜる。

　炎と稲妻はそのまま相そう殺さいされた。

　続けて幾いく多たの槍の矛先が俺の胴どうを貫こうと突き出される。

「グゥッ！」

　その内の二本を両手で受け止める。

　しかし、相手はエネルギーで作られた変へん幻げん自じ在ざいの槍。残りの矛先がグンと伸のび、俺の体を穴だらけにしようと迫せまる――

　――だが、燎りよう原げんの火のように肩から全身へと燃え広がった赤いオーラが、俺を刺さし貫こうとした槍の穂先のことごとくを砕いた。

「なっ!?」

「―――ッ！」

　勝利を確信して油断していたゾルフィアクドに対し、俺は一気に距離を詰める。

　槍の長さの分だけ離れていた距離はまたたく間にゼロ。

　ゾルフィアクドもすぐさま体勢を立て直す。

「ヌオオオオオオオオオ！」

「アアアアアアアアアア！」

　両者の拳がクロスし、同時に顔面を打ち抜く。

「ヌゥッ！」

「クッ！」

　ゾルフィアクドは怯ひるみ、俺は『インフィニティ・リヴァイヴァー』の面めん貌ぼうを砕かれる。

　だが俺は臆おくさず、次の拳をくり出す。

「おのれっ！」

　その拳をゾルフィアクドは受け止め、反撃してくる。

　今度は俺が相手の拳を掴んだ。

　互いが互いの両手を封ふうじ、力だけの押し合いになる。

「なぜだ!?　なぜ人間の分際でさらに力が上がる!?」

「気づいたからだよ――どうすればこの鎧よろいの力を引き出せるのか！」

「運命の重さ」を決めるのは何か――それは「背せ負おった物の重さ」。

　俺と響はふたりとも自分たちの『血』から逃にげていた。

　だが彼女は幼い頃ころから『万丈の血』と向き合い、それを背負うために鍛たん錬れんを続けてきた時間がある。その覚かく悟ごの量の違いが水晶球の判定を分けた。

　だったら俺も覚悟すればいい。

　俺もテメェの『血』を背負う。

　自分自身を背負う。

　それだけじゃ足りない。

　俺はひとりで生きてるわけじゃない。俺がこの十六年の人生で関かかわってきた人たちと、これから先の人生で関わる人々と――そのひとりひとりの持つ『物語』の重さを、俺は背負う。

　それが『波乱の血』を引く『波乱烈火』という人間の人生だから。

「世界中の人間の運命を背負って魔ま王おうと戦う本物の勇者様には届かないけどよぉ！」

　平へい凡ぼんでフツーなガキなりに、俺には俺の持って生まれた運命がある。

　重たすぎる運命を呪うのは簡単だ。

　だが生まれてきたことを呪うのはお門かど違ちがいだ。

　この世に命を持って生まれたなら――

　――死ぬまで必死に生きるのがフツーのことだろ！

　精いっぱい全力で生きるなら――

　――この世に生んでくれた運命を祝福しろ！

　それが幸せフツーに生きるコツだ。

「俺が俺として生まれたなら、それがどんなモノであれ、俺は俺として生き抜く！　そのためになら、何とだって戦ってやる！」

「……ハッ！　だがどうする？　こうして膠こう着ちやくしている間にも、余は少しずつ『闇』エネルギーを吸収しているぞ。いずれ勝利は余の物だ」

「バーカ。テメェはまだ俺しか見えてねぇのか？」

　その時、一ひと条すじの白い光が大地を横切る。

　一本、二本、三本……計六本の光が走り、俺たちを中心としてとある紋もん様ようを形作る。それが完成すると同時に、見えない巨きよ人じんの手がゾルフィアクドの頭を押さえつけたかのように、奴の足が地面にズシンッと沈しずむ。

「ヌグッ！　こ、これは！」

「テメェは知らねーだろうから教えてやる――封滅術って言うらしいぜ？」

　封滅術は瘴気を封ふう印いん・消しよう滅めつさせる。

　瘴気を吸いすぎた九尾にその術が有効なら――当然『闇』エネルギーの塊かたまりであるゾルフィアクドにも効くはずだ！

　ついさっきリアが『配置を終えた』と言ったのがこの六ろく芒ぼう星せいの陣じんのこと。

　皐月、イリス、ハリッサ、つみき、テトラ、リア――六人の『ヒロイン』を六芒星の頂点に配置し、大地に巨きよ大だいな六芒星を描えがく。脱だつ出しゆつ不可能な最大級の罠わな。

　六芒星を描くのに使ったのは、メイファがゾルフィアクドを封印していた白い宝石のかけらだ。一度は黒く濁にごって砕けた宝石をココモに封滅術で浄じよう化かしてもらい、各『ヒロイン』たちにひとつずつ持ってもらった。

「なぜ……ッ！　こんな術があるなら、すぐに使わなかった？」

　それは当然の疑問だろう。ゾルフィアクドを地に落とした時点で使っていれば、九尾の瘴気を吸収されて『闇』エネルギーを補ほ充じゆうされることもなかったのだから。

「実は、その九尾から瘴気を吸わせるのが目的だったりして」

　あの時九尾が戦場に落ちてこなくても、俺の方からゾルフィアクドを九尾の方へ誘ゆう導どうするつもりでいた。

　だが、悪魔には俺の行動の目的が分かるはずもなく、困こん惑わくする。

「それは、どういう意味だ！」

「言っただろ。戦ってるのは俺だけじゃない」

　そう――瘴気のせいで狂ってしまった母親を救うために戦ってる奴もいる！

「ココモ！　響！　今だ！」

「わざわざ敵に教えるなバカ！」

　ゾルフィアクドの背後から近づいていた響が俺を罵倒すると同時に大地を蹴ける。

　彼女の目に怯おびえはない――その頭に生えている狐の耳も、恐怖に立ち向かうようにピンと立っていた。

「グゥ！　離っ……！」

「離すかよバカ野郎。俺たちの、勝ちだ」

　俺はこれでもかってくらいニヤリって感じで笑ってやった。

　響の手の平に白い炎のような光が集束する。その手がゾルフィアクドの背に触ふれ、響の口を通してココモが封滅の言葉を叫んだ瞬間、大地に描かれた六芒星がまばゆく輝かがやいた。







エピローグ







　太平洋上に現れた謎の大陸はしばらく世間を騒さわがせたが、カルトが箱庭世界を造った時の応用で張った結界により、詳くわしい調査を行える者は誰だれもいなかった。

　クレイマンたちはリアを通しておとなしくしているよう頼たのんだし、妖怪たちも回復した九尾の指示に従って妖怪の山から出て人々を驚かせるようなことはしなかった。

　そうして数日が経たった頃、様子を見に来た俺は、カルトから別れを告げられた。

「ようやく『扉とびら』の修理が終わったのである。ここへ転移してしまった三つの世界を元の場所に戻すのに、大おお幅はばな改造を加えなければならなかったが」

「それをちゃんと造れる辺り、カルトはやっぱさすがだよな」

　大おお雑ざつ把ぱに建て直された研究所の中で俺とカルトは笑い合う。

「じゃぁクレイマンたちのことは任せて大丈夫か？」

「うむ。任せるがいい。妖怪たちも協力してくれると言うし、これから生まれてくる彼らの子供たちに色の違いが出ないようにするための魔ま科か学がくを、きっと完成させるのである」

　今のクレイマンたちはあくまで変化の術で外見を同じにしているだけだ。今回地球へと転送されなかったクレイマンは元より、彼らの遺伝子には色の違いがまだ残っている。

　だからその解決をカルトに頼んだのだ。

「最後の詰めを人任せってのもカッコ悪いけど、引き受けてくれてありがとな」

「なに、気にするでない。お主たちのおかげで彼らから『玉ぎよく砕さい埜の久く遠おん』を快く譲ゆずってもらえたのだからな」

「まぁ、それはリアのおかげだけどな」

　彼らはリアを神の遣つかいと信じて疑わないし、大たい概がいのことは言うことを聞いてくれる。

　それにどうせもう彼らに『玉ぎよく砕さい埜の久く遠おん』は必要ないのだ。

　カルトは手に入れた『玉ぎよく砕さい埜の久く遠おん』から永久機関を抜き出し、エネルギーがなくなって『熱的死』を迎えつつある故郷を救う装置をすでに開発していた。

「我輩も急いで故郷の世界を救わねばならぬのである。名な残ごり惜おしいが、今夜にはそれぞれの世界を元のところへ送り届け、我輩たちも元の世界に帰るのである」

　そう言ってカルトが振り返った先には、目を覚ました彼の恋こい人びとメイファが立っていた。

「……」

　目覚めた眠ねむり姫ひめはやさしげに微ほほ笑えみ、会え釈しやくをしてくる。

　声が出ないのは長い間眠り続けたせいで喋しやべり方を忘れてしまったかららしい。

　だがそれもこれから少しずつ思い出していくのだろう――カルトと一いつ緒しよに。

「ああ……今度こそ幸せになれよな」

　そう言って、俺はふたりに別れを告げた。




　　　　　▽




　生あい憎にくとクレイマンたちとはリアを通してしか喋っていないので、お別れの言いようもない。それどころかちょっと前に食しよく糧りよう庫こを荒あらしたのがバレたら軍事法ほう廷ていに突き出されそうだ。なので、彼らとの別れは割かつ愛あいした。

　ただ彼らがこれからは戦争などせず、平和に暮らして行ってくれたらと願うばかりだ。




　　　　　▽




　そういうわけで、次に俺はココモのいる妖怪の山へ足を向けた。

「烈れつ火かさん！」

　俺の姿を見つけて走り寄ってきたのは子こ狐ぎつね――ではなく、五、六歳くらいの外見の男の子だった。

　人型に変身できるようになったココモだ。

「おう、ココモ。元気だったか？」

「はい！」

「そうか。お母さんは？」

「はい！　まだちょっと寝ねてますけど、すぐに元気になるそうです！」

　この明るい声を聞く限りじゃホントに大だい丈じよう夫ぶそうだな。

「っていうか、お前人型になると喋り方が変わるのな」

「そうですか？」

「いや、そうだよ」

　あからさまに丁てい寧ねい語ごになってるし。

「きっと……烈火さんだからですよ」

「え？」

「……」

　いや待て。なぜ頬ほおを赤らめる。
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　ココモって男の子だよな？　いや、確かに年少の頃って外見で男の子か女の子か判別しづらいけど、それでも男だよな？

「ま、まぁ元の世界に帰ってからも元気でやれよ。お母さんと一緒にな」

「はい！」

　満面の笑えみを浮かべた男の子は元気よく頷うなずく。

「……」

　見たことのある物にしか変身できない変化の術より高度な人じん化かの術をココモが使えるようになったのは、精神的にひとつ成長できたかららしい。そもそも彼が上う手まく妖術を使えなかったのも、精神の未熟が大きな理由だったそうだ。

　こうして安定して術が使えるようになったならもう大丈夫だと思うが……俺おれはあえて聞いてみることにした。

「なぁ、ココモ」

「何でしょうか？」

「もしもまたとんでもなく恐おそろしいモノと戦わなきゃならなくなったら、どうする？」

「決まってます。おいらの全力を振り絞って戦います――歯を食い縛しばって」

　その即そく答とうを聞いて、俺は安あん堵どの……ってのほどでもない、フツーの笑みを浮かべる。元々たいして不安に思っていたわけではないのだ。

「そっか。じゃぁ、何かの縁えんがあれば、また会おうぜ。もっとも、『波なみ乱だれ』の俺と再会したら、また変な『物語』に巻き込まれちまうかもしれねーけどな」

「そんなの平気です！」

　ココモはそう言って、少し泣きそうな顔をする。

「縁があったら、また会いましょう」

「ああ、またな」




　それで今回の『物語』と登場人物たちとの名残惜しい別れは済んだ。

　その日の夜、地球に紛まぎれ込んだ三つの異世界はカルトの『扉』によって、それぞれの世界へと帰っていった。




　　　　　▽




　次の週末。

　俺は隣となりの学区にある大学病院の、とある病室の前で響ひびきを待っていた。

「……」

　意識不明だった友達が目を覚ました――そう響から連れん絡らくをもらったのは二日前。そして俺は約束通り、彼女と一緒にその友達が入院している病院までついてきたわけだ。

　途と中ちゆうで何度も立ち止まりかけた響の背中を押して病院に辿たどり着き、彼女が病室に入っていってからそろそろ一時間が経つだろうか……。

「ああ、それじゃぁ、また」

　ガラガラと戸が内側から開き、中から響が出てくる。

　彼女はチラリと視線を送ってきて、そのまま歩き出す。俺も特に何も言わずそのあとに続いた。

「……」

「……」

　しばらく無言で廊ろう下かを歩いた。階段を下り、受付の前を通り抜け、病院を出る。

「どうだった？」

　そこでようやく俺は聞いてみた。

「ああ……また、お見み舞まいに来ていいってさ」

「そっか」

　聞き耳を立てるなんて無ぶ粋すいなまねはしていなかったので、響とその友達が病室の中でどんな会話を交わしたのかは分からない。

　けれど結果は今の響の顔を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「こんなボクでも……友達がいていいんだな」

　噛かみ締めるように、ポツリと響は呟つぶやいた。

「なぁ、どうしてだろうな？」

「本当のとこなんて、相手にしか分からねーよ」

　でも、と俺はつけ加える。

「響が危険な存在とかそんなことより、お前と友達でいたいっていう気持ちの方がはるかに大きかったってことじゃないか？」

「……それって遠回しに女の子たちに囲まれてる自分を褒ほめてないか？」

「そんなつもりじゃねぇよ！」

　ンな自画自賛してたまるか！

「烈火さんはもう少し自うぬ惚ぼれてもいいと思いますけどねー。ついでにそのまま調子に乗って『ヒロイン』さんに手を出してくれれば」

　アールうるさい。

　何があってもこの調子の未来人は、相変わらず空中でゴロゴロしながら俺の周りにいる。『波乱の血』に真正面から立ち向かうってことは、そこには当然彼かの女じよと未来の『全ての戦争』も含ふくまれるわけで。

　これからはアールの言うことにもマジメに取り組んだ方がいいんだろうな。

「ハーレムプレイって男の憧あこがれではありませんか？」

　……マジメにかぁ。

　なんとなく頭痛がし始めた頭を抱かかえながら、俺は響と一緒に駅まで歩いた。

　地元の彼女とはここでお別れだ。

「じゃぁ見送りはここでいいから」

「あ、ああ」

「また困ったことがあったら、いつでも呼べよ」

　俺は手を振り、駅へ向かおうとして、

「ちょ、ちょっと待て！」

　響に袖そでを掴まれた。

「っとと、何だよ？」

　少しよろけて、俺は振り返る。

「あ、あのな」

　妙みようにキョドキョドしながら、響は口ごもる。

「きょっ！　今日は……その、ありがとう。つき合ってくれて」

「何だそんなことか」

　どうやら今日病院につき添そったのにお礼を言いたかったらしい。

　俺の方から約束したことなんだし、別にいいのになぁ。

　だがまだ話は終わってないらしく、彼女は袖を離そうとしない。

「たまに……キミの家に遊びに行ってもいいか？」

　響は少し上目づかいに俺の顔を見ながら聞いてきた。

「ああ、いいぜ。親しん戚せきみたいなもんなんだし、遠えん慮りよすることないだろ」

「そうか……そうだな」

「用事はそんなとこか？　もうすぐ電車が来るみたいなんだけど」

「あっ、あっ、あとな！　それと！」

　どうやらまだあるようだ。

「れっ、れれれ、れっ」

「れ？」

　響は何かを言おうとしてやたらと声を詰つまらせ、その間にも顔をどんどん真っ赤にしていく。

　舌が回らなくて恥はずかしがってるのか？

　なんて思っている間にも赤面化は進み、ついに完熟トマトみたいな顔になった響は、意を決するようにまぶたをギュッと閉じて、

「れれれれ――烈火！」

　と、俺の名前を呼んだ。

「ああ……えっと」

　それで？――と聞きそうになるが、俺はふと「あること」に気がつく。

「あれ？　響って確か男の下の名前って恥ずかしくて呼べないとか言って……」

「―――ッ！」

　直後、腹の真ん中で爆ばく弾だんが爆ぜた。

「キミは本当にバカだな！」

　そう捨てゼリフ（？）を残して、響は走り去っていった。

　あんにゃろ……何でいきなり腹パンしてくんだよ。

「成長してないですねー」
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　悶もん絶ぜつする俺を見下ろして、アールがいつものため息をついた。




　　　　　▽




　腹に重たい石でも突っ込まれたような痛みとともに過ごした週末が明けて、月曜日。

　俺の家の食しよく卓たくには皐さ月つきの作った朝食が並んでいた。

　ご飯にキムチ納なつ豆とうにけんちん汁じる、それからほうれん草のおひたし。けんちん汁は大おお友とも家の昨日の夕食の残りだそうだ。

「「いただきます」」

「めしあがれ」

　俺と皐月とハリッサで食卓を囲み、時折何でもない会話を交かわす。

　ハリッサだけは先に食べ終え、エプロンを身につけてキッチンに立つ。朝食が皐月だったので、お昼のお弁当はハリッサが作るのだ。非常に面めん倒どうなことしてるなーと思うが、ふたりが決めたルールなので口は出さない……前に出したら頬をつねられた。

　だいたいそんな風にして朝の風景が済み、俺は学校へ行く準備をする。

「烈火。急がないと遅ち刻こくするわよ」

　玄げん関かんで待つ皐月が声をかけてくる。別にまだそんな時間じゃないが、こう言わないと物もの臭ぐさな俺がいつまでもグダグダするのを幼おさ馴なな染じみは知っているのだ。

「ああ、今行く」

「どうぞ、レッカ様」

「サンキュ。ハリッサ」

　俺はハリッサからお弁当を受け取り、玄関で靴くつをはく。

「忘れ物はない？」

「ないって」

　皐月はホント、世話好きだよな。

　先に玄関に立っていた彼女がドアを開ける。そこから見えるのはいつも通り――俺のよく知る風景だ。

　さて、学校へ行こう。

『波乱の血』も『物語』も学校へ行くことも――臨のぞんで受け入れてしまえば、全部俺にとっての日常フツーだ。

「じゃ、行ってきます」

「いってらっしゃいませ」

　ハリッサに見送られ、俺は皐月とともに玄関をくぐった。


―了りよう―









あとがき







　世界を何度救えるかのギネス記録に挑戦中のラブコメ（え？）の第三巻になります。二巻から続なめこの方はお久しぶりです。三冊同時にお買い上げいただいた方は初なめこでございます。

　六月に一巻が発売した本シリーズ、年内に三冊目を出すことができました。これも応援してくださる読者のみなさまのおかげです。

　今回はついに七人目となる『ヒロイン』が現れます。しかし、彼女は今までの『ヒロイン』とは少し様子が違っていて……という内容の三巻ですが、これまで以上の大きな試練が烈火を待ち受けています。

　ところで『リトル黙示録』の一巻・二巻の表紙では、烈火はちょっと困った表情ながら『ヒロイン』に囲まれて「何このリア充？」って感じの構図でしたが、三巻の烈火はあちこち傷だらけになってボロボロの状態――その代わり口元には力強い笑みを浮かべています。

　なぜ烈火がそうなったのかは、ぜひ本文を読んでお確かめください。




　そういえば二巻が出た頃、担当さんと営業さんと一緒に書店巡りというのをしました。書店巡りというのは書店の方にご挨拶したり宣伝したりすることです。

　対応してくださった書店員さんたちはみなさんいい人たちばかりで、中には『リトル黙示録』のことを凄く応援してくださっている方もいて、なんかこうとっても励みになりました。

　あとサイン本の量産もやりました。見つけて手に取ってくださった方々ありがとうございます。書いてる時は腕が痛かったです、サインに入れるタイトルが長くて（笑）。でもまた機会があったらやりたいなー（と露骨に担当さんと営業さんをチラ見する）。




　最近、猫が飼いたくて飼いたくて仕方ないです。

　学生の頃は家に二匹ほどいたんですけどねー、今は飼ってないです。また飼いたいですねー。飼いたいというか一緒にいたいです。布団の中で一緒にもふ寝したいです。作業中とかＰＣの上に乗って作業できないってなりたいです。

　まぁそんな感じで僕は猫好きなんで、猫関連のエピソードが結構あります。

　僕は子供の頃、それこそ小学校に上がる前から猫が好きで好きで好きすぎて悶絶愛してるってくらいだったんですが、猫アレルギーでした。

　あれ？　詰んでね？

　とまぁ、普通ならここで猫トーク終了っぽいんですが、僕はどうやら遺伝子レベルで生粋の猫好きだったようで……。

　触りました。

　もふもふしました。

　アレルギーでしたけど。

　いやもうこれでもかってくらい触りまくりましたね。野良見かけたら追っかけて追いつけなくて泣きました。猫飼ってる友人の家に行くと必ず猫ともふもふして、結果アレルギーで目を真っ赤に腫らしましたけど、それでも構わず触りまくりました。いや、ホント猫大好きです。

　そんなある日、僕の家に野良猫が一匹飛び込んできたんですね。どうも餌が欲しかったのか、誰かから逃げてきたのか、僕が雨戸を閉めているところにバビュンッと物凄い速さで入り込んできました。で、にゃーにゃー言いながら僕の足に体を擦りつけてくるんですね。

　当然僕は狂喜乱舞しながらもふもふもふもふもふもふもふして……あれ？　目が痛くならない、ということに気づきました。

　どうやらその日猫アレルギーが治ったようなのです。目が痛くなるのも構わず触りまくった結果抗体でもできたのかどうなのか、病院とか行って検査したわけではないので分かりませんが、ともかく晴れてその日から猫と一緒にいても大丈夫な体になったのでした。めでたしめでたし。

　まぁ、そういうわけでどうも来年引っ越しするかもなので、ペット可なところを探したいですねー。




　あ、それとホビージャパンが贈るウェブコミック『コミック・ダンガン』の方で『リトル黙示録』のコミカライズがスタートしております。この本が出る頃には第二話が掲載されている頃でしょうか？　長は谷せ川がわ光こう司じ先生が贈るもうひとつの『リトル黙示録』の物語、ぜひチェックしてみてくださいね。




　最後に謝辞を。

　今回は『ヒロイン』ひとりだしいつもより負担は少ないはず――と思ったけど結局キャラデザの枚数いつもと変わらんねー……ということで、毎度毎度キャラデザやアイテムで苦労をかけまくっている和わた狸ぬきナオ様。本当に本当にありがとうございます。口絵２の素晴らしさは見た瞬間「勝った！　第三巻完！」（これは敗北フラグじゃなくて勝利フラグ）と思ったくらいです。

　毎度ご迷惑をおかけしております担当の南部様。今回はじめて「原稿まだですかー？」と催促の電話をもらった時は戦々恐々としました（笑）。よ、四巻は何とかスケジュール通りに間に合わせますので！　何卒！

　そして、ＨＪ文庫の編集部・営業部など出版に尽力してくださったホビージャパンのみなさま。いつもギリギリのスペースの中でタイトルのデザインをしてくださるデザイナーさま。この本を棚に並べてくださる書店のみなさま。いつもありがとうございます。

　最後に、この本を取ってくださった読者のみなさま。僕が『リトル黙示録』を書いていけるのはこの本を読んでくれる人たちがいてくれるからです。本当にありがとうございます。どうかこれからもよろしくお願いいたします。




　それではまた四巻でお会いしましょう。
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


なめこ印先生／和狸ナオ先生
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